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序
　

甲州市は多くの武田氏関係の遺産を受け継いでいるまちと言われ、国指定史跡である勝

沼氏館跡、黒川金山遺跡も重要な武田氏の史跡であります。

　本書は、昭和４８年に県立ワインセンターの建設に先立ち開始された勝沼氏館跡内郭

部の報告書であります。調査が開始された直後、地下から戦国時代の武将の家の跡や水路、

生活遺物がつぎつぎと発見され、山梨県内で始めての中世城館の発掘調査であったこと

から新聞紙上に取り上げられ、その保存がいち早く実現することとなりました。調査は

山梨県教育委員会、旧勝沼町教育委員会と勝沼氏館跡調査団により内郭部全域の調査が

継続実施され、郭内の構造が明らかにされました。この成果を受け、外郭域まで含めた

遺跡の範囲確認調査が実施され、昭和５６年一帯５万平方メートルが国指定史跡となり

ました。また、この調査を契機に山梨県内の中世城館の分布調査が行われ、遺跡として

の中世城館の調査研究が急速に進展することにもなりました。

　史跡指定を受け、昭和５７年からは内郭部の史跡環境整備事業が進められ、史跡公園

として公開されるようになりました。山梨県にとり極めて重要な遺跡にもかかわらず、

調査概報のみで本報告書の刊行が成されていなかったことから、昨年度は外郭域、本年

度は内郭部の報告書を編集刊行することとなりました。この間、関係各位には指導助言

を賜り、謹んで御礼申し上げるとともに、本書を通じ、武田史跡のまち甲州市に対し、

より一層のご理解が得られれば幸いと存じます。

　　　　平成２２年３月３１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲州市教育委員会     
教育長　　古　屋　正　吾
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例　言
１、本書は、昭和 48 年山梨県立ワインセンター建設に伴う事前調査として開始された、山梨県甲州市勝

沼町勝沼に所在する勝沼氏館跡内郭部域の発掘調査および、昭和 55 年 5 月 25 日に史跡指定を受け昭

和 57 年度から開始された環境整備事業に伴う補足調査として実施された発掘調査の報告書であり、調

査は勝沼氏館跡調査団、山梨県教育委員会ならびに勝沼町教育委員会（平成１７年１１月合併甲州市）

が実施した。

２、本書に関わる調査区は内郭部、A・B・D 地区、東郭 C 地区、内郭内堀地区である。

３、調査対象となった番地は、山梨県甲州市勝沼町勝沼 2515-1、2516、2517-1、2496、2498-2 番地

       である。

５、本書の執筆は、第１章、第２章、第３章、第５章、第６章を室伏徹が、第４章を沓名貴彦、第７章第

１節を萩原三雄、第２節を秋山敬、第３節を小野正文、第４節を入江俊行、第５節・第６節を室伏徹

が行い、本書の編集・図版作成は入江俊行が行い、遺物一覧表の作成は野沢すみれが行った。

６、勝沼氏館跡内郭部の概要は、

昭和 51 年『勝沼氏館跡調査概報』

昭和 52 年『勝沼氏館跡調査概報Ⅱ』山梨県教育委員会・勝沼町教育委員会・勝沼氏館跡調査団

昭和 53 年『勝沼氏館跡調査概報Ⅲ』山梨県教育委員会・勝沼町教育委員会・勝沼氏館跡調査団

などで紹介しているが、本書の記述をもって本報告とする。

７、本遺跡に関わる出土品・記録図・写真等は一括して甲州市教育委員会に保管してある。

８、本遺跡出土の瀬戸美濃産陶器については、愛知県誌編纂に伴う陶磁器調査で来県した楢崎彰一氏、藤

沢良祐氏に、舶載陶磁器については歴史民俗博物館の小野正敏氏に指導を賜った。

９、本遺跡調査の遺構分析、報告書の編集には、勝沼氏館跡整備検討委員会委員の秋山敬、小野正文、清

雲俊元、後藤善博、田代孝、萩原三雄、畑野経夫各位から御助言を賜り、文化庁記念物課、山梨県学

術文化財課、山梨県埋蔵文化財センター、山梨県立考古博物館、山梨県立博物館等関係各機関の方々

より御指導、御配慮を賜った。記して心より感謝申し上げます。

凡　例
１、調査区の設定は、調査年次ごとに異なっていることから、改めて調査区全域に設定された 5 ｍグリッ

ドを基に、基準点から 5 ｍごとに番号をふり、西はＥ、東はＷ、北はＮ、南はＳの記号の後に番号を付し、

その交点をＷ 1 Ｎ 2 などと表記、グリッド軸線はＷ１ラインなどと呼び、グリッドは南西隅の交点名

で表記すこととした。

２、発見された遺構で、内郭部の遺構はＳＤ４５などと記号化し、Ｓは遺構、Ｄは遺構種別を表し、これ

に発見番号を付し、東郭Ｃ区については SCD01 と地区名を間に入れ表記している。遺構種別は、Ａ

＝土塁、Ｂ＝建物、Ｃ＝広庭、Ｄ＝水路・溝、Ｅ＝井戸、Ｆ＝焼土・炉、Ｇ＝庭園、Ｈ＝堀、Ｐ＝水溜、

Ｚ＝敷石・集石、Ｘ＝石組・石積・石列とした。

３、全体遺構図は縮尺 1/400、土層図及び建築遺構図・遺構詳細図は縮尺 1 ／ 100、遺物は古銭が原寸、

その他は縮尺 1 ／ 3 で表示してある。遺構図では石材と焼土にスクリーントーンを掛けてある。

４、一覧表の遺物出土地点は、ＥＷ 0・ＮＳ 0 を原点とし、ＥＷ方向をＸ軸でＥ方向を＋、Ｗ方向を－数値で、

ＮＳ方向をＹ軸としてＮ方向を＋、Ｓ方向を－のｍ数値で標高とともに示してあり、遺物の大きさは

cm 単位で表記してある。
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　　　第 1章　勝沼氏館跡の立地と調査の経過

　　第１節　立地環境

勝沼氏館跡は甲府盆地の東部、甲州市勝沼町勝沼字御所・水上屋敷に所在する。館は、西流する日川の右岸、

約 20 ｍの段丘崖上に構築されており、南から西に屈曲する段丘崖を要害として立地し、北西には柏尾山

とその裾に広がる字鳥居平・上ノ山の上位段丘面の崖が隣接しており、この段丘崖に沿うように近世の甲

州街道が通過している〔第１図〕。

　調査により館の最大期の郭配置は、段丘崖の屈曲部に配置された内郭部を中心として東に東郭東門を伴

う東郭、北西に北西郭、その北側に正門が置かれたと考えられる北郭の４郭構造で段丘面上の長軸で 350

ｍ、短軸で 150 ｍの範囲に渡り広がっている〔第２図〕。北郭から甲州街道を挟み北進する「小佐手小路」

（御先手小路）があり、500 ｍ先で勝沼氏の菩提寺泉勝院に突き当たり、ここで鍵の手に折れ、北に向かう

と小佐手、牛奥をへて大菩薩峠、柳沢峠道の入り口に当る萩原に至る通称「萩原道」に続く。西に進むと、

田草川の左岸にある東漸院付近で通称「筋違往還」（鎌倉街道とも呼ばれる）と合流し、雁坂峠に至る古道

がある。館の東側には字夏秋の台地が続くがその東端から柏尾山の山裾を含め、弘仁期の薬師如来を本尊

とする大善寺の寺域が近接してある。館の飲料水路と考えられる深沢用水（柏尾堰）は大善寺の東側にあ

る深沢川から取水し、大善寺領を抜け、館から家臣屋敷のある御先手小路を下るように設置されている。

　　第 2節　館の記録

　調査が開始される以前のこの館の状況は、江戸時代を『甲斐国志』、『甲斐国古城跡志』が、大正時代を『東

山梨郡誌』が記述している。

文化九年（1812）に編纂された『甲斐国志』（1）は、

「勝沼氏ノ館跡　村ノ南ニ在リ御所ト呼ブ荒塁残溝纔カニ在セリ甲陽軍鑑伝解・信玄全集等ニ勝沼氏異心アル

ヲ以テ永禄三年庚申十一月三日山県昌景ニ命ジ押寄セ誅セラルトアルハ此ノ処ナリ又村ノ北ニ加賀屋敷・内匠

屋敷・水上屋敷・夏
ナツ

秋
ヤケ

御所ノ東三輪窪御所ノ西井戸尻・願光寺ナド地名存ス今其ノ伝ヲ失セリ按ズルニ勝沼即チ加

都奴ト訓ズベシ又作ル
二鹿角ニ

一加津野氏ノコトカ人物ノ部ニアリ」（巻三十九　古跡部第二）。

文中の荒塁残溝は「元和五年勝沼村上組絵図」に、内郭北辺外堀を古堀跡、北辺外土塁を土手跡と記しており、

正徳検地に際し作成されたと考えられる「勝沼村一筆下絵図」にも内郭の東辺・北辺内堀、内郭北辺外土塁、

内郭北辺外堀が土地区画として分筆されており、甲斐国志はこの様子を伝えていると考えられ、加賀屋敷・

内匠屋・水上屋敷・夏秋・三輪窪・井戸尻・願光寺は現存する小字である〔第３・４図〕。　

また、甲斐国志編纂時の書上書から編集したとされる『甲斐国古城跡志』（2）には、

「山梨郡勝沼村ノ内　城跡壱ケ所　但シ　弐町四方斗　二重堀有リ　御殿跡ト申ハ茶ノ木ヲ植置候前ハ日ツ

川ト申川御座候大鼓櫓ノ跡相見エ少高ク有之是ヘ登リ見申候バ中郡筋相見へ候御殿ノ跡ハ只御所ト申伝罷

有候　右御城主ハ勝沼五郎昌友ト申伝候　右ノ続ニ家老屋舗ト申伝候　加賀屋舗　水上屋舗　稲積屋舗　

三ケ所　右ノ分何レモ唯今ハ御年貢地ニ罷成候百姓耕作仕付相見ヘ申候右城主宝物等同村千松院ト申禅宗

寺ニ有之由申伝此内ニシヤウキヤウノ蓮ト申宝物有之由申伝候」。

文中の二重堀は、内郭部の内堀と外堀として調査により確認された。太鼓櫓については、『勝沼古事記』天

正１５年の条に「柏尾山ニ入庵松葉様ヨリ御舎弟方御両人為御菩提御所江座像石地蔵ヲ居ル」とあり、同

慶長７年の条にこの場所が「御所太鼓櫓」とあり、正徳検地の折、作成されたと考えられる「勝沼村一筆

下絵図」に「地蔵」と記され、明治初年に作成された「勝沼村番地割付図」に「元地蔵敷　芝地」とあり、

大正３年に祝吊橋建設の折削り取られた、内郭部南西端、日川に突出した旧勝沼 2521 番地が該当すると
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第１図　勝沼氏館跡位置図

1: 勝沼氏館跡　2: 武田氏館跡　3: 新府城跡　4: 黒川金山遺跡
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第２図　地形測量図
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第３図　元和五年勝沼上組絵図

第４図　正徳検地一筆下絵図御所之図
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考えられるが、調査では盛土の痕跡は見出されなかった。「稲積屋舗」については伝承が失われている。

　大正 5 年刊行の『東山梨郡誌』（3）には、

「御所　勝沼町の南方、日川に沿ひたる懸崖十数丈の一耕地に、字御所と称する所あり、是れ勝沼五郎信友

の城趾なりと。今石垣の存するものあり。又其近傍に御風呂の間、御厩屋敷、工匠屋等の名称あり。町の

横道に御先手小路 ( 俗称長手小路 ) 筋違見付 ( 俗称筋違 ) 御蔵道等の名も存す。信友は武田信虎の同母弟な

りしが、本家に背き永禄三年兄信虎の為に亡ぼされたり」。

文中の石垣については、調査の結果、中世の石垣が露出した箇所は確認できず、近世の畑境の石垣を誤認

した可能性があり、「御風呂の間」・「御厩屋敷」については伝承が失われていが、明治時代に開かれた「御

所の湯」が東郭の崖下、日川の河原にあり、泉勝院の北側に「馬場」の伝承地がありこの付近のことを指

し示しているものかもしれない。

引用文献　

（1）佐藤八郎・佐藤森三校訂 1970『甲斐国志』雄山閣

（2）甲斐叢書刊行会 1974『甲斐古城跡志』甲斐叢書第七巻　第一書房　

（3）山梨県教育会東山梨支会 1916『東山梨郡誌』

　　第３節　調査の経過

　勝沼氏館跡の調査は昭和 48 年 12 月、山梨県立ワインセンターを内郭部に誘致する計画に伴い、緊急発

掘調査として開始された。

第 1 次調査　昭和 48 年 12 月 16 日～ 12 月 23 日

　試掘調査として内郭部の建物予定地の東西 54 ｍ、南北 42 ｍの範囲に幅２ｍのトレンチを田の字型に設

定し、西より A トレンチ、B1 ～ 3 トレンチ、C トレンチ、D １～ 3 トレンチ、E トレンチとし慎重に掘り

下げていったところ、調査区の北西域を中心に地表から 0.5 ｍとかなり深い箇所より建物の礎石、石積水

路などが遺物を伴い検出されたことから、B トレンチの B1 と B2 トレンチの間にさらに幅１.0 ｍのトレン

チを田の字型に設定し、遺構の遺存状態が良好であることから、さらに面的な調査を継続実施することと

した。

第２次調査　昭和 49 年 1 月 4 日～ 1 月 30 日〔第５図〕

　第２次調査を実施するに当たり、第１次調査の際設定した田の字トレンチの北半分をＡ区、南側をＢ区

とし、A 区を中心に面的調査を進めることとした。面的な調査が進むにつれ、桁行９間半梁行５間の大型

建築ＳＢ０２や桁行６間梁行３間のＳＢ０３など館の中心となる礎石建物遺構が現われ、これらの建物遺

構を囲むように石積み水路が走り、水路に併設された水溜や分水した水溜遺構などが、16 世紀前半段階の

瀬戸美濃産の灰釉陶器や土師質土器の皿類、瓦質の擂鉢などの生活遺物と共に発見され、山梨県で初めて

の戦国武将の生活遺構を見出すに至った。さらに、検出された遺構には重複関係が見られ、水溜を水路に

改修した状況や、水路の流路を変更するなど、遺構に時期変遷があることなどが見出された。

　この成果は新聞等で広く県民に紹介され、遺跡保存の世論の高まりを受け、山梨県は内郭部を保存し、

県立ワインセンターの建設地を東郭内とすることとなった。また調査は、全貌を明らかにすることが重要

と判断され、昭和４９年 2 月 20 日に勝沼氏館跡調査団が結成され、継続調査を実施することとなった。

第３次調査　昭和 49 年 2 月 26 日～ 3 月 10 日〔第７図〕

　新たに県立ワインセンターの建設地となった、東郭の一画を C 区とし、建物予定地に２ｍグリッドを設
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定し、市松紋的に試掘を進めることとし、遺構が見出された箇所は拡幅し、遺構の全貌確認を実施した。

調査の結果、石積水溜、石積水路が調査区の南東半域から検出され、水溜を水路に改修した状況などが見

出された。調査区の西端部からは、内郭部東辺内堀ＳＨ０２に並行し、外堀 SH ０３が検出された。両堀

の間は狭く、この間に中間土塁 SA04 が存在していることが確認されたが、敷石遺構の一部が外堀を埋め

てから設置された可能性があることなどが分かる。

　

第４次調査　昭和 49 年４月２７日～９月 30 日〔第６図〕

　内郭部の南東四半域を対象として調査を行った。調査にあたり５ｍ方眼グリッドを内郭部全域に設定し

た。調査は、方眼線に沿い幅 50 ｃｍのベルトを残しグリッドごとに掘り下げる方法を取った。Ｂ区は、Ａ

区に比較し遺構の高低さが著しく大きく、中央から検出された中間土塁ＳＸ１７の両側が当初、Ａ区の建

物群のある平坦面と比較し 50 ｃｍ近く低かったことが分かり、東側が先に埋設され、後に西側が埋設され

て、礎石建物ＳＢ１６と石組み庭園が設置された経緯などが明らかになり、館の時期変遷を造成面の違い

（テラス構造）で区分できることが明らかになった。なおＢ区の調査に合わせＡ区の補足調査と遺構図の作

成も行った。調査完了後は検出した遺構を川砂で埋設保護した。

第５次調査　昭和４９年 10 月 30 日～ 3 月 30 日〔第８図〕

　内郭部西半域をＤ区として、調査は 3 グリッドごとに幅１ｍの大ベルトを、その間は幅５０ｃｍのベル

トを残しグリッドごとに掘り進めた。Ｄ区では北辺側より内郭部北辺土塁と土塁脇側溝が検出され、その

内側に門柱礎と両側に櫓台状の石積を伴う門遺構と広庭空間の存在が確認された。広場とＡ区の中心建物

域の間には建物の規模構造は明らかにできなかったものの、散在する礎石と集中して検出された土師質皿

類から土間構造の建物の存在が想定され、広場南側からは半間縁をもつ礎石建物ＳＢ１７とその下部に小

鍛冶遺構を伴う土間構造の礎石建物ＳＢ 20 が水路と水溜を伴い検出された。

第 6 次調査　昭和 50 年 7 月 10 日～昭和 52 年 9 月 10 日

　第 5 次調査の詳細調査と下部遺構調査、内郭部の時期変遷を明らかにするため、表土から中世最下層ま

で分断する南北トレンチをＷ５ラインに、東西トレンチを N2 ライン、S1 ライン、Ｓ４ライン、S ５ライ

ン沿いに設定した。Ｓ４ライントレンチからは、広庭南側に設けられた建物や水路群の重複関係と盛土造

成面との関係を明らかにすることができ、内郭部では少なくとも４回以上の大規模な盛土造成を伴う改修

が行われたことが確認された。

さらに、内郭部全体の時期変遷を明らかにするため、Ａ区Ｂ区を縦断するＥ３ラインに沿い南北トレン

チを、Ａ区Ｄ区を横断するＮ１ラインに沿い東西トレンチを設定し、それぞれ地山層まで掘り進めた。こ

の結果、内郭部北辺土塁は当初基底部幅が内側に５ｍ広がり東辺土塁と同規模であったこと、大規模建物

ＳＢ０２、ＳＢ０３の下部に存在する礎石建物ＳＢ２２は初期の礎石建物で、その西側に大規模な礎石建

物ＳＢ２３があること、広庭遺構の下部には柱穴が多く発見され、初期段階で柱穴建物も存在していた可

能性があることなどが明らかにされた。また内郭部では井戸遺構が検出されなかったが、初期段階では南

側Ｂ区に石積井戸ＳＥ０１が検出され、この段階では井戸が取水手段として機能していたことなどが明ら

かにされた。

第 7 次調査　昭和 52 年 11 月 6 日～ 12 月 20 日〔第９図〕

　勝沼氏館跡の全体構造を把握するため範囲確認調査を行った。内郭部を中心とした東西 500 ｍ南北 150

ｍの範囲で、道路を境として西より E ～ I 区とし、トレンチにより、遺構確認を行った。この結果、主要

な郭は、土塁や堀の検出状況から、E 区から G 区と H 区の西半域までで、北西郭と東郭の範囲が確定され、

H 区の東半域から I 区は郭外域であるが、家臣屋敷と考えられる遺構が遺物を伴い遺存していることなど
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が明らかになった。加えて F 区の調査で、内郭部の二重堀構造とさらにその北側に三重目の堀の存在が明

らかになると共に、内郭部の北辺外堀に伴う外土塁 SA03 は、当初は外郭の一部であったところに、後に

外堀が開削されその土砂をもって構築されたことが分かり、内郭部で確認された遺構の時期変遷は外郭構

造の変化を伴う可能性があることが確認された。

補足調査

この調査成果を踏まえ、昭和５６年 5 月 28 日、調査対象範囲と勝沼氏館の鬼門鎮守稲荷社の伝承があ

る尾崎宮神社境内を加えた一帯約５万㎡が国指定史跡となり、これを受け、昭和５７年に『勝沼氏館跡内

郭部環境整備基本計画書』をとりまとめ、昭和 58 年度より、内郭部および内堀の環境整備事業を開始し、

事業先立ち補足発掘調査を随時実施した。

昭和５８年度調査　　昭和５９年２月１９日～３月６日〔第１９図〕

　調査は、内郭部西半域に残されていた表土からの土層確認用ベルトの撤去作業を兼ね実施したものであ

る。調査は、ベルト下に遺構の大部分があり性格の把握が十分に行えなかった北西の門に伴う広庭の区画

施設と、中門遺構ではないかとも考えられていた礎石建物ＳＢ１６の周辺で重点的に実施した。　調査の

結果、広庭の東と南を画する石列と通路、排水溝、広庭の中門遺構 SB18 などの存在が明らかになり、７

間半間の礎石建物 SB １６は、礎石周辺に敷石を伴うことから通路を伴う門的な建物と考えられていたが、

調査の結果、遺構は最終期で敷石は礎石間だけにあり、建物の周辺から検出された敷石は、下部遺構の礎

石建物ＳＢ１２に伴うことが判り、４間東側で同じく半間幅の塀ではないかと推定されていたＳＢ０９の

礎石と柱筋が一致していることから、一つの桁行７間梁行４間の礎石建物の東西に設けられた縁廂である

ことが明らかになった。

昭和６３年度調査　平成元年３月６日～３月３１日〔第１９図〕

　調査は、内堀および入り口広場整備に先立ち実施したもので、内堀の立ち上がり部の確認と、内郭部北

門および東門に至る橋梁施設の把握に重点を置き実施した。東門橋梁施設については、東詰に当たる東辺

内堀 SH ０２と東辺外堀ＳＨ０３の間にある中間土塁ＳＡ０４の想定位置から、幅２．５ｍの切り通しの通

路と柱穴の存在が確認された。さらに、通路面の下部に幅７０ｃｍ、深さ４０ｃｍの流水溝が確認された。

西詰からは、高さ１．７ｍ以上におよぶ石積みが検出され、外郭側の通路部と内郭側の石積の間に下部に木

樋が付設された橋梁が架せられていたと考えられる。調査では内堀 SH ０２の底部まで到達できなかったが、

調査区の最下部からボーリング調査を行った結果、堀の深さは、地山最上面から５．６ｍであると推定され

た。内堀北辺部では、トレンチにより、現況内堀の底から堀の内郭部側立ち上がりが検出され、従来北辺

土塁が東に向かうに従い狭小化していると考えられていたが、これは耕作により土塁の基底部が掘削され

たためであることが確認された。さらに北辺内堀ＳＨ０１と外堀ＳＨ０４との中間の土塁ＳＡ０３との境

に幅１．８ｍに復元される通路 ( 犬走り ) が設けられていたことが確認された。なお、内郭部側法面につい

ては各トレンチでかなり大型の石が検出され、あるいは、東辺内堀で確認された石積みが内郭部側法面全

体に配置されている可能性も考えられる。　北門から内堀ＳＨ０１を渡る橋梁については、内堀の土砂堆

積の状況や、明治時代の分間図に北西郭からから堀内に突出した土地境が見られることから土橋であった

と推定されていたが、現在の県道によりすでに掘削されている可能性が高く、トレンチにより確認をおこ

なった結果、残存する堀内部では確認できず、堀北側の住宅があった平坦部でも大正 3 年に建設された道

路とその後の住宅建設で大きく改変されていたため橋梁位置構造を特定するには至らなかった。　
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第５図　第１次・２次トレンチ調査区設定図

第６図　第４次調査Ｂ区グリッド設定図
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第７図　第３次調査Ｃ区調査区設定図

第８図　第５次・６次調査Ｄ区調査区設定図
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第９図　範囲確認調査地区分図
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　　　第２章　内郭部の遺構

　　第 1節　土層

　勝沼氏館跡内郭部の土層は、表土層が場所により異なるが約 0.3 ｍ、その直下から茶褐色砂質土の中世

層 0.5 ｍが版築状に土層が重なりあった状況で確認でき、その下部に 0.2 ｍほどの縄文から平安時代の遺

物を伴う黒褐色粘質土がみられるが土塁基底部やＤ区西半域では残存するものの、ほとんど部分で削られ

て黄色砂質土の地山層となっている。中世層は、Ｓ４ライントレンチ西半域では、地山直上に始まり、0.1

ｍから 0.2 ｍごとに厚いところでは 0.3 ｍに及ぶ水平硬化面が３面検出され、それぞれの硬化面に石積み

水路や建物遺構が伴っていることを断面観察から確認でき、この３面のさらに上、撹乱が著しく表土層と

の区別が難しいが建物遺構等が検出されることから、さらに一面が存在していたと考えられ、都合４面、

４時期の造成を伴う大規模な改修があったと考えられる。この中世面を下層から第 1 期層面（あるいは初

期層面）、第 2 期層面と呼称することとする。黄色砂質地山層の下部は、0.5 ｍ～ 1 ｍで秩父山系から日川

がもたらした花崗岩風化砂層ないし、花崗岩層となっており、その下部は 3m ～ 5m でこの地域の基盤岩

層である粘板岩層になっており、館の南側、日川に面した高さ 20 ｍの断崖でこの地質状況を観察するこ

とができる〔第１０図・第４２～４８図〕。

　　第 2節　郭配置

　勝沼氏館跡最盛期の郭配置は、範囲確認調査を実施した時点では日川の段丘崖に沿い東郭、内郭、北西

郭の３郭構造と考えられていたが、県道上町交差点の改良工事中に、旧甲州街道の南側に沿うように東西

方向の堀と土塁の存在が確認され、広域の地中探査を行った結果、北西郭と甲州街道の間に北郭が存在す

ることが分かり、東西約 320 ｍ南北約 200 ｍの範囲に４つの郭を配置した城砦的構造であることが分かっ

た。なお、館が設置された当初は、東西約 250m 南北約 155 ｍの範囲に、一重堀の内郭とその東辺から北

辺にかけて、２重堀と 2 重土塁に護られた帯状郭を配置した館であったと考えられる〔第１１図〕。

内郭部は、東辺と北辺に堀と土塁を設け、南と西辺は日川の断崖を防備施設としたもので、土塁と堀の

境から計測すると現状では東西約 90 ｍ南北約 75 ｍ不正六角形を呈しているが、大正３年および昭和６年
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第１０図　内郭部土層模式図
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の祝橋の取り付け道路建設により西辺が削り取られる前は、明治期の分間図より推定すると東西約 117 ｍ

南北約 84 ｍの規模であったと考えられる。

　　第 3節　段差構造

　勝沼氏館跡内郭部は、北東が高く、南西が低い自然傾斜を有している。黄色砂質地山層上面を基準とし

てこの傾斜を見ると、Ｎ１ラインの東西方向では東辺土塁の基底部に当たるＥ６地点で 418.9 ｍ、そこか

ら 75.0 ｍ西のＷ９地点では 415.6 ｍとなり、その差は 3.3 ｍに及び、Ｓ３ラインの南北方向では北辺土塁

基底部に当たるＮ５と６の中間地点では 418.6 ｍ、そこから南 47.0 ｍのＳ４地点では 417.8 ｍで、その

差は 0.8 ｍを測る。また、内郭部の北東隅は東辺堀・土塁と北辺堀・土塁が約 80 度の鋭角と成っており、

郭内のさまざまな遺構は、北辺土塁に近いものはこれに平行ないし直角に配置され、東辺土塁に近い施設

はこの土塁に平行または直角に築かれ、両者から離れた位置に設けられた施設は、自然傾斜の方向ないし、

第１１図　勝沼氏館跡郭配置図
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それに直角に配置される傾向があり、この３軸の影響が遺構の配置方位を複雑化している。

　内郭部初期層面は、主要建物が建つ、郭の北東四半域が最も高い一平面を形成しており、これをＡテラ

スとすると、その南側は中央に中間土塁ＳＸ１７を挟み、Ｓ２ライン付近を境に 0.2 ～ 0.3 ｍほど下がる。

中間土塁の東側をＢ１テラス、西側をＢ２テラスとし、西半域はＷ３ラインを挟み 0.3 ｍほど下がりこれ

以西をＤテラスとする。第２層面は、全体に 0.1 ～ 0.2 ｍ盛土造成が行われるが、特に中間土塁ＳＸ１７

の東半分を削り、Ｂ１テラスを深い所では 0.5 ｍ埋設し、Ａテラスと同一面に組み入れており、中間土塁

の西側石積がそのまま段差となり全体は 3 段構成となる。第３層面は全体に 0.1 ～ 0.2 ｍの盛土造成を行

うが、基本的にテラス構造は第 2 層面の段差構造を踏襲している。第 4 層面は同様に盛土が行われたと思

われるが、大きな変化はＢ２テラスを 0.4 ｍ近く埋設し、Ａテラスと同一平面にし、礎石建物ＳＢ０９・

１６とこれに付属する庭園石組みを配置しており、この段階で内郭部のテラス構成は東半域のＡテラスと

西半域のＤテラスの２段構成となる〔第１２図〕。

　　第４節　堀

ＳＨ０１　内郭部北辺内堀。幅員は地山層面で 10.5 ｍを測り、深さ約２ｍに及ぶ窪地として残されており、

トレンチ調査は現状よりマイナス 1 ｍの範囲で実施したため、深さは未確認である。長さは、東辺堀ＳＨ

０２との屈曲部から県道により分断される所までが約 75 ｍで、その先約 50 ｍで日川の断崖となり、堀の

末端を確認することができることから、全長約 135 ｍの規模を推定することができる。県道より西の堀堆

積土の上面が水平に近い状況であったことから、内郭から内堀を渡り北西郭に至る土橋の存在が想定され

る。堀の確認調査では内郭部の北辺土塁との境界部に大型の花崗岩が露出する状況が確認された。なお、

北辺外土塁ＳＡ０３側の法面傾斜角度は 45 度で、土塁と堀の接点部分に幅 1.0 ｍに渡り硬化した通路遺構

A テラス

B1 テラスB2 テラス

D テラス

土塁 SA02

SA01

第１２図　内郭部段差構造模式図
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が検出され、堀の法面傾斜から、当初の幅員は約 1.8 ｍとなり土塁脇の犬走りと考えられる。

ＳＨ０２　内郭部東辺内堀。幅員は 15.0 ｍほどと推定され、長さは北辺内堀との屈曲点から南に約 60 ｍ

で日川の断崖に至っている。調査前から深さ 2.5 ｍ近い窪地として確認することができ、堀底は日川に向

かい下る傾斜を有していたことから、東郭との間に架せられていた橋梁施設は木橋ではないかと想定され

ていた。環境整備事業に先立ち、内郭部の遺構状況から東門の存在が想定される、内堀南端部の東西 11.5

ｍ南北 9 ｍの調査区で、現地表から 2.5 ｍまで掘り下げ、以下はボーリング調査で確認したところ、黄色

地山層下 5.6 ｍが堀底であると推定された。調査により内郭側の法面には、堀の掘削に伴い出土した花崗

岩が、堀底から 2.5 ｍの高さに雑然と積み上げられている状況が観察され、東側、外堀との中間土塁ＳＡ

０４との法面側では、中間土塁に上部は幅 7 ｍ、深さ 1.8 ｍ、底部幅 2.5 ｍの切り通し通路が設けられて

いることが確認され、さらに、この通路面下に幅 0.7 ｍ深さ 0.4 ｍの通水路があることが確認された。通

路の堀側末端では柱穴が確認された。通路面の延長線上に木橋が架せられていたとするならば、橋の上面

は推定堀底から 3.7 ｍで堀の上部からは 1.9 ｍ下った位置となる。切り通し通路面下の流水路は、木橋の

下に箱樋で敷設されていたと推定され、内郭側の法面から検出された石積みは、堀の法面の全体に及ぶも

のではなく橋台石積であった可能性が考えられる。堀の覆土は砂質土が主体を占めていることから、空堀

であったと考えられる。

ＳＨ０３　内郭東辺外堀。東郭内のＣ区から検出された堀。内郭東辺内堀に平行し、日川の断崖が抉れて

おり、そこから 15 ｍほど窪地が続いていたことから近接した外堀の存在が想定されていた。Ｃ区の調査

に際しトレンチを設定したところ、上面幅 10.0 ｍ深さ 3.5 ｍの箱堀であることが確認された、堀の底部に

は植物遺存体を含む粘土層の堆積が見られ、堀の南端には設置当初から土橋があり水が溜まる構造であっ

たと推定され、ある段階で調査区の北半域が堀の上面まで埋設された状況が確認された。南端部で内堀と

外堀の心々で 15.0 ｍと近接しているが、北進するに従い次第に間隔が広がっている。

　　第５節　土塁

ＳＡ０１〔第１９図〕　内郭部東辺内土塁。耕作土直下が砂質地山層となっていたことから盛土状況を確認

することができなかったが、基底部幅 14.5 ｍで北辺内土塁との屈曲点から 57 ｍほどで日川の断崖に到達

している。土塁の郭内側には中央部に間を置き、北側に向かう土塁脇側溝ＳＤ１０と南側に向かう土塁脇

側溝ＳＤ１２が設けられており、初期段階ではこの中央間隙の部分に門通路が設けられていたと考えられ

る。

ＳＡ０２〔第１９図〕　内郭部北辺内土塁。耕作土直下が砂質地山層であったことから盛土状況は確認でき

なかったが、Ｄ区からは基底部上から平安時代の溝と縄文時代の住居が確認されている。基底部幅は 8.5

ｍで、東辺内土塁との屈曲部から調査区内で 82 ｍほど確認され、明治期の分間図ではこの延長線に細長

い土地区画があることから、さらに西に続いていたと考えられる。土塁の郭内側には、ＳＤ１１から屈曲

し連続する土塁脇側溝ＳＤ１０がある。なお、Ｓ３ラインのトレンチ調査により、この側溝の 3.5 ｍ内郭

側に幅 1.0 ｍの側溝が存在することが分かり、これが館設置当初の土塁脇側溝とすると、当初北辺内土塁

の基底部幅は 13.5 ｍと推定され、東辺内土塁とほぼ同規模となり、当初北辺内土塁も東辺内土塁も同じ規

模で築かれたが、ある段階で北辺土塁を狭め、郭内空間を北側に拡幅する大規模な改修が行われたと考え

られる。調査区東端で検出された縁石と敷居から構成される通路遺構ＳＸ６０は、遺構の方位や伴出遺物

から県道が開削された昭和５年以降に築かれたものと考えられる。

ＳＡ０６〔第１９図〕　内郭部北門脇土塁。北門遺構ＳＸ４５の石積みに対応し、土塁脇側溝ＳＤ１０の郭

内側に高まりが検出されたことからこれをＳＡ０６とした。東に向かうにつれ次第に高さを失っており、

おそらく、初期段階の北辺内土塁の一部を残存させたものではないかと考えられる。
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　　第６節　水路・溝

ＳＤ０１〔第２４・２５・２６図〕　A 区ＳＤ０４・０５から屈曲し西流する石積水路で、幅員 0. ４ｍ深

さ 0.3 ｍを測る。屈曲点から西 35 ｍで礎石建物ＳＢ０２と石列ＳＸ１０により分断されているが、当初は

その西側から検出された石積水路ＳＤ０６に接続していたと考えられる。ＳＢ０２の増築に伴い、その機

能を北側に迂回するように新設されたＳＤ０７に受け継いだと考えられる。この水路が機能していた段階

では、途中に水溜 ( 堀端 ) ＳＰ０２が設けられ、分岐水路ＳＤ０８から水溜ＳＰ０１に水を供給し、雨水排

水溝と考えられるＳＤ０２の流れを受け入れている。時期は第 2 期層面以降である。

ＳＤ０２〔第２４・２５図〕　A 区ＳＢ０３の北側に設けられた、屈曲しＳＤ０１に合流する雨水排水溝。

幅員 0.3 ｍ深さ 0.2 ｍを測る。内部からは埋設の際投入された土師質皿類など多くの遺物が検出された。

ＳＤ０３〔第２３・第２９図〕　A 区ＳＤ０６から屈曲し南流する石積水路。石積の残存状態が悪く、流路

は明確でない部分もあるが、５ｍ南進し屈曲後さらに５ｍ南進してから西に流れを変えていたと考えられ

る。時期は第 2 期層面以降である。

ＳＤ０４〔第２６・３２図〕　A 区東辺土塁の脇につくられたＳＤ０５の嵩上げ改修水路。礎石建物ＳＢ

０５を迂回するように弓型に屈曲するが、前後はＳＤ０５の石積を嵩上げして接続しており、当初は水路

ＳＸ１９から引き入れた水を北流させていたが、ある段階で南側部分を撤去し、これに代わり新たにＳＸ

０４の受水石組を設け、流入点を確保したと考えられる。幅員は 0.4 ｍ深さ 0.4 ｍを測り、時期は第 3 期

層面以降である。

ＳＤ０５〔第２６・３１・３２図〕　A 区東辺土塁に沿い北流する石積水路。水路ＳＸ１９から流入した水

を北流させ、屈曲しＳＤ０１に供給する水路。幅員 0.75 ｍ深さ 0.25 ｍを測る。南半域から郭内側に石列

ＳＸ６８が 0.4 ｍの間隔を置き並走するようになり、この間が土手となり郭内の自然傾斜とは逆に、南に

向かうに従い水路面の高さが増すように構築されている。時期は第 2 層面以降である。

ＳＤ０６〔第２３図〕　A 区水路ＳＤ０１の延長線上で確認された石積水路で屈曲し、ＳＤ０３に接続する。

ＳＤ０１の改修に伴い直上から検出されたＳＤ０９に切り替えられたと考えられる。幅員は 0.4 ｍを測る。

ＳＤ０７〔第２４・２５図〕　A 区石積水溜ＳＰ０１や礎石建物ＳＢ０６の上部でクランク状に見出された

石積水路。残存状態が悪く流路の前後の接続関係の確定ができないが、礎石建物ＳＢ０２の建設に伴い幹

線水路ＳＤ０１の迂回路として設置された水路と考えられる。

ＳＤ０８〔第２４・２５図〕　A 区石積水路ＳＤ０１と石積水溜ＳＰ０１を接続する 2.5 ｍの石積水路。Ｓ

Ｄ０１の接続点には、底部にＳＤ０１の縁石が一段組み入れられていることから、必要に応じＳＤ０１を

堰き止め、水位を上げ給水していたと考えられる。

ＳＤ０９〔第２３図〕　石積水路ＳＤ０６の直上北側から検出された並走する石列で、ＳＤ０７とともに建

物ＳＢ０２の迂回水路の一部を構成していたのではないかと考えられる。

ＳＤ１０〔第１９図〕　内郭部北辺内土塁脇側溝。北辺内土塁の郭内側に設けられた素掘排水施設で、東

辺土塁脇側溝ＳＤ１１から屈曲し西流する。東端部では幅員が 0.8 ｍほどであるが、西進するに従い幅員、

深さを増し、内郭北西門前では、幅員 3.0 ｍ深さ 1.5 ｍに及んでおり、底部は砂礫が堆積し、底部は激し

い流れにより侵食を受けた形跡が見られた。この溝は北門が築かれた当初は木橋で渡っていたと考えられ

るが、最終段階以前には門柱礎石から溝上に通路の耳石に相当する石列が構築されており、すでに埋設さ

れていたと考えられる。

ＳＤ１１〔第２６・３２図〕　内郭部東辺内土塁脇側溝。東辺土塁の郭内側に設けられた素掘排水溝、土塁

の中央から始まり約 19 ｍ北流し、西に屈曲しＳＤ１０に続く。

ＳＤ１２〔第３２・３７図〕　内郭部東辺内土塁脇側溝。東辺土塁の中央、ＳＤ１１から 10 ｍほど南側か
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ら始まり、南流し日川側に排水する素堀排水溝。この溝上には石組ＳＸ４５や水路ＳＸ１９、礎石建物Ｓ

Ｂ１０が重複しており、早い段階で埋設されその機能を失ったと考えられる。

ＳＤ１３〔第２９・３０図〕　B 区礎石建物ＳＢ１２の南辺から東辺に設けられた石積水路。北端で石積水

溜ＳＰ０３に接続されており、ＳＢ１２の雨水排水溝と考えられる。ＳＢ１２旧段階とは同時期で、ＳＢ

１２の縁廂を拡大した時点で埋設されたと考えられる。礎石建物ＳＢ１６・０９より古い。

ＳＤ１４・ＳＤ１８〔第２９・３０・３４・３５図〕　B 区礎石建物ＳＢ１２の敷石通路を隔てた南側から

検出された石積水路。幅員 0.2 ｍを測る。ＳＢ１２の西側通路敷石ＳＺ１５の南端から始まり屈曲しなが

らも東流し、集石遺構ＳＺ０９の下部で南に向きを変え、南流する部分の途中に東側から来るＳＤ１６の

流れを合流させ、日川に排水する雨水排水路と考えられる。この水路の南側や西側には並走する石積があ

りこの間が土手となっており、この土手を境に南および西側が一段下っている。通路敷石ＳＸ１５と同時

期で、礎石建物ＳＢ１１より新しく、集石ＳＺ０９より古い。

ＳＤ１６〔第３０・３５図〕　B 区中間土塁ＳＸ１７の残存部に設けられた暗渠施設を利用し、この中間土

塁の東側Ｂ１テラス域の雨水を排水する石積排水路。幅員は 0.2 ｍで、ＳＤ１４との合流点まで 6.5 ｍが

確認された。

ＳＤ１７〔第３１図〕　B 区石積施設ＳＰ０４の南側で検出された東西石列、途中並走する石列もあること

から水路としたが、性格は定かでない。

ＳＤ１９〔第３４図〕　Ｄ区Ｗ４Ｓ５グリッドから検出されたＬ字型に屈曲した石積水路。幅員は 0.3 ｍを

測る。最上層面に伴う水路と考えられ、Ｗ４Ｓ７グリッドのＳＤ２３の上部に残存する水路状の石組みに

接続していた可能性も考えられる。

ＳＤ２０〔第２７・３３図〕　D 区礎石建物ＳＢ２０の西側から検出された石積水路でＳＤ２２から屈曲し

南流する。幅員は 0.2 ｍ深さ 0.2 ｍを測り 7.5 ｍ確認された。水路ＳＤ２９、ＳＤ２１より新しく、礎石

建物ＳＢ１７より古い第 3 期層面に伴う水路である。

ＳＤ２１〔第３３図〕　D 区礎石建物ＳＢ２０の西側から、長さ 2.6 ｍに渡り検出された石積み水路。水路

ＳＤ２７と直交する方位を有し、礎石建物ＳＢ２０の下部建物の方位とも一致していることから、この建

物の雨水排水路と考えられる。幅員 0.3 ｍ深さ 0.1 ｍで第 2 期層面に伴う遺構である。

ＳＤ２２〔第２７・２８・２９図〕　D 区礎石建物 SB20 の北側を通り、SD20 に接続する石積水路。幅員

0.4 ｍを測り、途中かなり石材の抜き取りと撹乱を受けているが、SD ０３の末端から西流し、W5NS ０グ

リッドで南下し、水溜 SP ０５を避けるように屈曲を２度行い西流する経路が想定される。水路内部からは

溶融物付着土器が多く発見されている。礎石建物ＳＢ１７はこの水路より新しく、水路 SD20 との連続性

から第３層面に伴う遺構と判断される。

ＳＤ２３〔第３４図〕　D 区 W4S ６グリッドから検出された南北石積水路。幅員 0.4 ｍ深さ 0.1 ｍを測る。

グリッド南端で西に屈曲し、ＳＸ６５とした石列に続いていると考えられる。初期層面に伴う遺構で、幅

員は 0.3 ｍを測る。S4 ライントレンチでは、この水路は確認されていないことから、W4S ５グリッド内で

屈曲していると考えられる。

ＳＤ２６〔第２８図〕　D 区 W7S ３グリッドの撹乱壙の底部から検出された石積水路遺構。幅 0.4 ｍ深さ

0.1 ｍを測る。初期層面に伴う遺構で、西端で屈曲し、南下して S4 ライントレンチの W7S ５グリッドで

検出された、北から西へと屈曲する石積水路ＳＤ２９に接続していると考えられる。

ＳＤ２７〔第３３図〕　Ｄ区礎石建物ＳＢ２０の南側から検出された東西石積水路。石材の抜き取り痕から

確認された遺構で、ＳＢ２０の遺構面ではなくその下層建物ＳＢ２０ｂ遺構に伴う水路と考えられる。

ＳＤ２８〔第２８・３４図〕　Ｄ区石積水路ＳＤ２２の前身水路。W ４S ２のＳＤ２２の屈曲点より若干南

側で西に屈曲し、W ５S ３グリッドで再び南に向きを変え、石材の抜き取りが行われているため明確では

ないが W ５S ５で西流するＳＤ２７に続くと考えられる。石積水路ＳＤ２２より古い。
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　　第７節　水溜・井戸

ＳＰ０１〔第２３・２４・４０図〕　Ａ区東西石積水路ＳＤ０１の北側から検出された矩形石積施設。長軸

4.3 ｍ短軸 2.1 ｍ深さ 0.6 ｍを測り、覆土中には粘土堆積、底部には鉄分堆積が観察されることから貯水施

設とした。南辺中央に石積水路ＳＤ０１から分岐する水路ＳＤ０８が取り付き、水路からの水の落下が想

定される位置とその西側には縁石積に接するように底部に平石が据えられており、滝口石と階段ではない

かと考えられる。南辺の西半外側にはＬ字状に配置された石列ＳＸ１２があり、水溜内の階段施設との対

応から水汲み場所を保護する施設の一部ではないかと考えられ、出入り口部を構えることから水溜施設に

覆屋があった可能性が考えられる。施設が埋設されてから北辺と東辺の石積の一部を利用して石積水路Ｓ

Ｄ０７が構築されている。

ＳＰ０２〔第２５・４０図〕　Ａ区石積水路ＳＤ０１の脇に造られたいわゆる堀端状の矩形石積施設。長軸

3.3 ｍ短軸 2.6 ｍ深さ 0.6 ｍを測り、北東隅には幅員 1.2 ｍで３段の底部まで下る階段が設けられている。

底部は擂鉢状に窪み、粘土、砂礫の堆積が見られた。水路ＳＤ０１の流れを引き込み施設内で流れを回転

させ、瀬に当たる箇所から水を汲み上げるよう設定された施設と考えられる。

ＳＰ０３〔第３０図〕　Ｂ区の礎石建物ＳＢ１２北東、石積水路ＳＤ１３の北端に設けられた矩形石積施設。

上部に集積遺構ＳＺ０３があるため全体像は確認できなかったが、長軸 2.8 ｍ短軸 1.3 ｍの小規模な施設

と考えられる。この施設の設置のため、中間土塁ＳＸ１７の西辺基礎石積みが 3.3 ｍ北側に延長されたと

考えられ、ＳＤ１３が建物ＳＢ１２の雨水を受ける水路と考えられることから、この水を貯水する水溜と

考えられる。

ＳＰ０４〔第３１図〕　Ｂ区東半、石積水路ＳＤ０５と石列ＳＸ０７の間から検出された矩形石積施設。長

軸 5.5 ｍ短軸 2.9 ｍ深さ 0.9 ｍを測り、内部には人頭大から胴部大の石材が多量に投入されていた。当初

水溜施設として調査を進めたが、底部は水平で粘土や鉄分の堆積は見られないこと、この施設に伴う給水

路が無いこと、石積の背後に粘土が充填されていることなど、他の水施設では見られない特異な構造を有

する施設であることから水溜ではなく、上部に上屋を有する半地下室ではなかったかと考えられる。

ＳＰ０５・ＳＸ５４〔第２８・３０図〕　Ｄ区の礎石建物ＳＢ２０の東側から検出された石積施設。全体と

すればＬ字形を呈しているが、少なくとも２回以上改修が行われた形跡が見られる。当初は長軸 3.5 ｍ以上、

短軸 2.0 ｍ深さ 0.8 ｍの東西方向の施設であったものを、石積水路ＳＤ２８の構築に伴ってか内部に石積

を新たに築き西側を埋設し、東壁を取り除きこれに長軸 5.5 ｍ短軸 2.0 ｍの南北石積施設を付設し、全体

としてＬ字状の施設となったと考えられる。なお、新設された石積施設の北半分は保存のため未調査であ

るが、石列として確認されたＳＸ５４が当初は石積水路ＳＤ２８から、ついでＳＤ２２からの分水路の縁

石と考えられる。底部には粘土層の堆積が見られるとともに、覆土中からは溶融物付着土器の破片が多く

検出された。

ＳＥ０１〔第３１・４３図〕　Ｂ区石列ＳＸ０７の下部、礎石建物ＳＢ１３東側から検出された長軸 1.2 ｍ

の不正円形の石積施設。上部遺構保護のため、石積の上面から ‐ 0.5 ｍまでしか確認することができなか

ったが、さらに深く続くことから石積井戸とした。ただこの施設には通常の井戸には見られない水路状の

石積が東側に延びていること、初期層面のＡテラスはこの施設までは南に向かうにつれ下がり、この施設

を境に再び高くなっていることがＥ３ライントレンチで確認されており、集水井戸施設である可能性も考

えられる。

　　第８節　建物・門・塀
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勝沼氏館跡内郭部の建物は礎石建ちで、使用されている石材は花崗岩川原石の自然石が主体を占め、粘

板岩山石を使用する事例もあるが少ない。最大の礎石は門遺構ＳＸ４５の門柱礎石で 0.70 ｍ× 0.65 ｍを

測り、他の建物で使用されている礎石は、長軸で 0.6 ｍ～ 0.5 ｍの大型、0.5 ｍ～ 0.4 ｍの中型、0.3 ｍ～

0.2 ｍの小型の３規格に大きくわけることができ、建物ごとあるいは、同じ建物でも構造柱、束柱、縁廂か

により使い分けが行われている場合がある。

ＳＢ０１〔第４９図〕　Ａ区ＳＢ０２の西側から検出された２間四方の中型と小型礎石を用いる建物。東西

2.68 ｍ南北 2.68 ｍを測る。花崗岩の小石から成る敷石ＳＺ０１はこの建物と同一平面の遺構で、礎石建

物ＳＢ０２はこれより古い建物遺構である。柱間が 1.34 ｍと狭く、大型建築の一部である可能性が考えら

れる、最上層面に伴う遺構である。

ＳＢ０２〔第５０図〕　Ａ区中央から検出された内郭部最大の南北棟礎石建築。東西 17.47 ｍ東西 8.91 ｍ

を測る、桁行８間半梁行３間の身舎の東西と南側に縁廂が付く建物。身舎は南から５間と半間を挟み北の

３間から構成されており、南の５間は南から第 1 列目と３列目、５列目が大型礎石を用い、他は中型礎石

が用いられている。このことから身舎部分は梁間３間幅で桁間が２間、２間、１間の３室に半間を挟み、

その北に梁間３間桁間３間の九間が付く居室構造であったと考えられる。半間の不自然な入り方から当初

は桁行の南側５間に半間の縁廂が付く４面廂構造で、後に九間が増築されたと考えられる。さらに、桁行

５間部分までなら水路ＳＤ０１と共存できる関係で、九間が増築された時点で、幹線水系であるＳＤ０１

を北側のＳＤ０７に変更せざるを得なくなったと考えられる。時期調査のトレンチではＳＢ０２は下から

２番目の第 2 期層面遺構と判断されたが、ＳＤ０７の改修に伴う関連遺構は第 3 期層面遺構となっており、

同じく第 2 期層面遺構と判断されたＳＢ０３とＳＢ０２の南側５間部分が共存した時期が存在したと考え

ると時期層面との関係が説明できる。身舎部分の柱間間隔は桁行間隔が 1.82 ｍ梁行間隔 1.83 ｍで若干異

なり、半間は 0.91 ｍ、南側縁廂幅は 2.00 ｍ、東西平側の縁廂幅は 1.71 ｍを測る。縁廂は妻部分に当た

る南側が身舎柱間より広く取られていることから広縁で西端半間の切り込み部が入り口、東端の半間の飛

び出しが、隣接したＳＢ０３との渡りになると考えられる。平側縁廂は身舎柱間より狭く、北側は身舎の

半間までは続いていたと考えられるが明確ではない。また、建物東側の礎石間には南からＳＸ１１、ＳＸ

１５、ＳＸ１０などの石列が確認されており、これらの石列は建物の基礎平面の形成に当たり生じた微妙

な段差の調整のため設置されたものと考えられる。礎石建物ＳＢ２２より新しく、礎石建物ＳＢ０１・敷

石ＳＺ０１より古い。

ＳＢ０３〔第５１図〕　Ａ区中央から検出された南北棟礎石建物。礎石は全体の半数ほど残存しており、南

北 10.86 ｍ東西 6.97 ｍを測る、桁行６間梁行３間の身舎の東側に縁廂が付く建物と考えられる。当初身

舎と東側縁廂の間に石列ＳＸ０５があることから縁廂の礎石列を別の建物 ( ＳＢ０４) と考えていたが、柱

筋が一致することから、一体の建物とした。身舎は南から第 1 列目、3 列目、５列目が大型礎石、他は中

型礎石と小型礎石が用いられており、内部が２間３間の居室が 3 列並ぶように区分されていたと考えられ

る。しかし、建物の北側妻部分に設けられた雨水排水溝ＳＤ０２が、身舎と縁廂の中間で北に屈曲してい

ること、東側縁廂はその１間手前で終わり、欠けた部分１間の身舎東桁筋の半間の位置に礎石があること、

ＳＤ０２の石列に沿って配置された礎石が小型であることなどから、身舎北端の１間は縁廂であると考え

られ、この結果、居室構造は梁間３間幅で桁間２間が２室と桁間１間の３室構造で、身舎は桁行５間で北

側と東側に縁廂が付く構造に復元される。身舎柱間間隔は 1.81 ｍで縁廂は 1.54 ｍを測る。身舎妻部分礎

石間及びに身舎東側の縁廂との間に石列ＳＸ０５がある。なお、建物の南東隅には石列ＳＸ１６との間に

幅 2.0 ｍほどのテラス状の空間があり、礎石などは確認できなかったが、あるいは当初南側にも縁廂が敷

設されていた可能性も考えられる。現状で確認できるこの建物の構造は、礎石建物ＳＢ０２の半間以南桁

行５間部分と高い類似性が認められ、この建物は当初、南に広縁を有す身舎桁行５間梁行３間の４面廂構

造の建物で、西側に新たにＳＢ０２、南西側にＳＢ０８を設けるに当たり、ＳＢ０３の身舎の南端とＳＢ

０２の南端を揃え、近接させるため西と南の縁廂が除去されたとも考えられる。時期は第 2 期層面で、建
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物の北側から石積水路ＳＤ０２にかけ多量の土師質皿を主体とした遺物が検出された。

ＳＢ０５〔第４９図〕　A 区水路ＳＤ０４の西側から検出されたＳＢ０３と軸を揃えた中型礎石を用いる南

北棟礎石建物。礎石の残存状態が悪いが、南北 9.00 ｍ東西 5.52 ｍで桁行５間梁行３間の建物、桁行柱間

は 1.80 ｍで梁行柱間は 1.84 ｍを測り、桁行柱間間隔ＳＢ０２やＳＢ０３に比べて狭く、梁行柱間隔が逆

に広い特異な柱配置構造をとる。水路ＳＤ０５より新しく、第３期層面に伴う遺構であり、遺構の上部に

は敷石遺構と礎石と考えられる平石が検出されており、下部には北西隅の外側に L 字状に並ぶ礎石列が確

認されており、直下層に類似建物の存在が想定される。

ＳＢ０６〔第５２図〕　Ａ区水路ＳＤ０１の北側、水溜ＳＰ０１とＳＰ０２の間から検出された方２間の小

型礎石を用いる礎石建物。東西 3.64 ｍ南北 3.64 ｍ、柱間間隔 1.82 ｍを測る。礎石は同規模のＳＢ０８な

どと比較しても小さく納屋的利用が考えられる。第 2 期層面に伴う遺構で、石積水路ＳＤ０７より古い。

ＳＢ０７〔第５２図〕　A 区水路ＳＤ０４とＳＤ０３の屈曲点から検出された中型礎石を用いる東西棟礎石

建物。東西 3.71 ｍ南北 1.83 ｍを測る桁行１間梁行１間の４隅の礎石のみ検出された遺構で、北側のＳＸ

０１との間に散発的に礎石状の平石が検出されており、建物の一部である可能性が高い。水路ＳＤ０４の

縁石の上に礎石が載ることから、これより新しい最終期の建物である。

ＳＢ０８〔第５２図〕　Ａ区中心建物ＳＢ０２とＳＢ０３の南側に隣接して検出された方２間の中型礎石を

用いる礎石建物。東西 3.66 ｍ南北 3.66 ｍ、柱間間隔 1.83 ｍを測る。本建物と北側の建物ＳＢ０３の間に

は渡しとも考えられる石列があり、使用している礎石もＳＢ０２やＳＢ０３に匹敵する大きさを有してい

る。柱間間隔および建築方位はＳＢ０２に近い値をとっており、ＳＢ０２の建築と同時に建てられた可能

性が考えられ、礎石の一部を覆う敷石遺構ＳＺ０８より古い。

ＳＢ０９・ＳＢ１６〔第５３図〕　Ｂ区庭園関係遺構ＳＧ０１、集石ＳＺ０９に隣接して検出された大型と

中型の礎石を用いる南北棟礎石建物。当初建物身舎部分の礎石が抜き取られ、東西縁廂の礎石列のみが、

Ｂ区とＤ区に別れて検出されたため別の建物として番付したが、礎石筋が合うことから１棟の建物遺構と

した。残存する縁廂の礎石列から想定すると南北 12.74 ｍ東西 7.24 ｍ、身舎桁行７間梁行４間の東西平

側に 0.57 ｍと 0.91 ｍの濡れ縁を備えた構造の建物と考えられ、西濡れ縁の礎石間には粘板岩平石の敷石

が付設されており、庭園石組みＳＧ０１に近い東濡れ縁の南側から３個の礎石は大型の庭園石組と同じ粘

板岩平石が用いられており、庭園との共存関係を意識して建築された建物と考えられる。なお、建物内部

にあたる位置から検出された粘板岩平石の集石ＳＺ０３は建物の利用時ではなく、庭園を含め、建物の廃

絶段階で集積されたものではないかと考えられる。礎石建物ＳＢ１２より新しい。

ＳＢ１０〔第５４図〕　Ｂ区東南隅から検出された中型礎石を用いる南北棟礎石建物。表土層直下から検出

され、礎石の残存状態は悪いが、南北 9.00 ｍ東西 3.60 ｍを測る桁行４間梁間１間の身舎の４面に半間の

縁廂を付した建物ではないかと考えられ、身舎部分の梁行筋には１間を２分する棟持ち柱を建てており、

下層の礎石間隔が狭い礎石建物ＳＢ１４との類似性が認められ、下層建物の性格を引き継いでいると考え

られる。礎石建物ＳＢ１４や石列ＳＸ２２・ＳＸ２１、土塁脇側溝ＳＤ１２より新しい。

ＳＢ１１〔第５４図〕　中間土塁ＳＸ１７の西側からこれに付随するように検出された中型礎石を用いる南

北棟礎石建物。南北 7.28 ｍ東西 3.64 ｍ、桁行４間梁行２間規模の建物と推定されるが、建物中央に北に

面を有す東西方向の石列ＳＸ３０が 1 間幅であり、この石列を挟んだ、方１間の空間以外の礎石が見出さ

れなかったことから、この 1 間四方が門柱と支え柱から成る門構で、西側の礎石列は門と一体に構成され

た遮蔽板塀の礎石列である可能性も考えられる。初期層面に伴う遺構で、水路ＳＤ１４より古い。

ＳＢ１２〔第５５図〕　Ｂ区の中間土塁ＳＸ１７の西側から検出された中型と小型の礎石を用いる南北棟礎

石建物。残存する礎石と礎石の抜き取り痕から輪郭が把握されたが西側縁廂の礎石列は上部のＳＢ０９・

１６建物遺構保護のため確認できなかった。南縁廂と東縁廂の礎石が重なるように検出されたことにより、

縁廂を改修した新旧２時期の遺構があると考えられる。新遺構ＳＢ１２a は東西 7.14 ｍ南北 7.96 ｍ、旧

遺構ＳＢ１２ｂは東西 7.54 ｍ南北 7.61 ｍと推定され、桁行３間梁行２間の身舎の東・南・西の３面に縁
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廂を付した構造で、南側が広いことから広縁と考えられる。身舎の柱間間隔は 1.82 ｍを測る。南縁廂と東

縁廂の礎石脇には雨落溝と考えられる石積水路ＳＤ１３が設けられており、この水路は縁廂の改修期とと

もに石材が抜き取られ埋設される処置が行われている。また、南広縁の西端には踏み石と考えられる石列

ＳＸ４４があり、この石列の西側の一帯からは２ｍほどの幅に粘板岩の小石が散見され、末端にあたる敷

石施設ＳＺ１５は保存状態が良く、本来敷石通路が建物の西北から西南隅部分まで設けられていたと考え

られる。ＳＢ１２建物検出面からは角釘や金槌頭部などが検出されており、礎石建物ＳＢ０９・１６より

古い。なお、この建物の遺構検出面の下層から、輪郭を明らかにできなかったものの、異なる方位の小型

の礎石群が検出されており、これをＳＢ１２c とする。

ＳＢ１３〔第５５図〕　井戸遺構ＳＥ０１と中間土塁ＳＸ１７の間から検出された小型礎石を用いる礎石建

物。全体規模は明らかでないが、確認できた範囲では東西 3.60 ｍ南北 1.80 ｍを測り、梁行１間の南北棟

建物の東西に半間 0.90 ｍの縁廂が付く構造の建物の一部ではないかと考えられる。初期層面に伴う遺構で、

井戸ＳＥ０１に隣接して建てられた建物である。この建物と中間土塁の間から外耳鍋Ａ類が発見されてい

ることから、台所的性格を有す建物と考えられる。

ＳＢ１４〔第５６図〕　Ｂ区東端部から検出された中型礎石を用いる東西棟礎石建物。東西 4.50 ｍ南北

2.24 ｍ、桁行３間・柱間間隔 1.50 ｍ、梁行２間・柱間間隔 1.12 ｍを測る。建物は小さいが礎石は中心建

物群に匹敵する大きさを有し、礎石間隔が狭いことから重量物に対応した建物と考えられる。礎石建物Ｓ

Ｂ１０より古く、初期層面に伴う井戸ＳＥ０１の水路がこの遺構の下部に存在していると考えられる。

ＳＢ１５〔第５６図〕　Ａ区とＢ区の境から検出された中型礎石を用いる東西棟礎石建物。東西 3.62 ｍ南

北 1.81 ｍを測る桁行２間梁行１間の建物。初期層面に伴う遺構で礎石建物ＳＢ２２とその西側から検出さ

れたＳＢ２３などと建築方位が一致しており、両建物を結ぶ渡り廊下ないし建物の一部である可能性が考

えられる。

ＳＢ１７〔第５６図〕　Ｄ区表土直下から検出された中型と小型の礎石を用いる東西棟礎石建物。東西

9.10 ｍ南北 4.55 ｍを測り、桁行４間梁行２間の身舎の東・北・西の３面に半間 0.91 ｍの縁廂を付したも

ので、４面廂であった可能性も考えられる。石積水路ＳＤ２２より新しく、最上層面に伴う遺構である。

ＳＢ１８〔第５７図〕　Ｄ区広庭の東側Ｗ６ＮＳ０グリッドから検出された中型礎石と小型礎石を用いた１

間四方の礎石建物。南北 1.80 ｍ東西 1.67 ｍを測る。北東隅の礎石が小型で窪地の中に設置されており、

北西隅の礎石に向かい溝状遺構が認められることから、東西の礎石間を土台で連結する構造が想定され、

西側の礎石を門柱礎石、東側を支え柱礎石とする門ではないかと推定される。門に取り付く塀については

当初、隣接して確認された石列ＳＸ７１ではないかと考えられたが、0.1 ｍほど高く異なる遺構面に属する

ことが分かり、明確にすることはできなかった。ＳＸ７１より新しい最上層面の遺構である。。

ＳＢ１９〔第２２・２３・２８・２９図〕　Ｄ区の広庭東から中心建物群との間、Ｗ４ラインを挟みＮ２か

らＳ２までの一帯では、土間状の硬化面と共に礎石と考えられる平石が散見され、土師質皿類もまとまっ

て検出されたことなどから、輪郭は明らかにできなかったが、何らかの礎石建ち土間構造の建物が存在し

ていたと考えられる。時期は第２期層面から第３期層面に伴うもので、礎石建物ＳＢ２３や石列ＳＸ５８

より新しく、敷石ＳＺ１４より古い。

ＳＢ２０〔第５８図〕　Ｄ区南半から検出された中型礎石を用いた東西棟礎石建物。東西 8.67 ｍ南北 5.60

ｍを測り、桁行４間・柱間間隔 2.17 ｍ、梁行２間・柱間間隔 2.80 ｍで、中心建物群と比較すると桁行梁

行の柱間間隔が大きく異なりしかも長いことや、北半の西から２間目で碗型鉄滓を伴う炉遺構ＳＳ０６が

検出されたことなどから土間構造の建物と考えられる。第３層面に伴う建物遺構で、建物の北側を西流す

る石積水路ＳＤ２２はこの建物に伴うものである。炉遺構ＳＳ０６の下層には同様のＳＳ０７が存在して

おり、ＳＤ２２に沿うように造られた水路ＳＤ２２→ＳＤ２０の水系の前身水路であるＳＤ２８→２７水

系に伴い、北東と南東隅の２個の礎石が確認されただけであるが、同規模の下層建築ＳＢ２２ｂの存在を

窺うことができる。水系からＳＢ２０ｂは第 2 期層面、ＳＢ２０a は第 3 期層面の遺構として理解される。
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なお、ＳＢ２２a に沿い造られた水路ＳＤ２２および、同時期の水溜ＳＰ０５内からは金粒子が付着した

溶融物付着土器片が多く検出されている。

ＳＢ２１〔第５７図〕　Ｄ区の北側、Ｗ５Ｎ２からＷ３Ｎ２グリッドにかけ、長さ 6.2 ｍに渡りやや不規則

であるが半間間隔で東西方向に直線的に並ぶ小型の礎石列が確認されており、控え柱は確認できなかった

ものの板塀の土台ではないかと考えられる。

ＳＢ２２〔第５７図〕　A 区の礎石建物 SB ０２・０３の下部から検出された中型礎石を用いる東西棟建物。

囲炉裏状の石組ＳＸ０２の北側に等間隔で並ぶ礎石列が確認されたことから、ボーリング調査を実施した

ところ、桁行８間梁行５間規模の建物礎石群が存在することが確認された。礎石の間隔や大きさの違いな

どが明らかになっていないため、居室区分や縁廂の有無などは定かでないが、囲炉裏の基礎と考えられる

石組みと敷石から構成される石組遺構ＳＸ０２および、南東端南側に突出するように検出された１間四方

の粘板岩敷石ＳＺ１２はこの建物に伴う遺構と考えられる。時期は初期層面に伴うものである。

ＳＢ２３〔第５７図〕　D 区 N １ライントレンチから検出された中型礎石を用いる礎石建物。礎石列 1 列

のみの確認のため、規模は定かでないが、東西棟建物とすれば東西 8.28 ｍ、桁行４間・柱間間隔 1.84 ｍ

で東側に半間 0.92 ｍの縁廂を有す構造と考えられる。初期層面に伴う遺構で、礎石の脇より土師質大皿が、

５ｍ北側の同一層面から土師質の内湾型土器、耳皿の完形品が検出された。水路 SD ０３や敷石 SZ １４よ

り古い。

ＳＸ４５〔第２１図〕　Ｄ区北西から検出された門遺構。門柱礎石とその両側に設けられた石積、通路面お

よび通路縁石から構成されており、新旧 2 時期の遺構が重複している。この門遺構は発見段階で通路面お

よび両側石積が隠れるほど多量の石材で覆われており、館の内部への通行ができないような廃絶処置が行

われた形跡が見られた。新期遺構ＳＸ５４ａの西側は欠失していたが、東側門柱礎石は 0.6 ｍ四方ほどあ

り、上面の平坦面から少なくとも方１尺以上の門柱を建てることが可能な大きさを有しており、門柱間は

2.4 ｍと想定することができる。門柱礎の間を通過する通路面は、門柱筋を境に南北両側とも下り坂とな

っており、郭内側には門柱礎石からハの字状に開くように東西両側に石積が設けられている。東側は通路

面が下るに従い高さを増す石積が、礎石から 2.8 ｍ南に伸び、東に屈曲し 2.8 ｍ続き、南面石積の中央か

ら広庭側に幅 0.9 ｍ長さ 3.3 ｍに渡り築地塀と思われる粘質土塊が見られた。西側は同様に 2.8 ｍ下り西

に屈曲し 4.0 ｍ先で再び北に屈曲し 2.1 ｍで、旧門遺構の石積にぶつかり西に屈曲している。旧門遺構Ｓ

Ｘ５４ｂは、東側礎石は新旧同じものを使用したと考えられ、門礎石から広庭側に 1.0 ｍ下ったところで

東に屈曲し、2.0 ｍまで石積みを確認することができた。西側門柱礎石は、対になる石積みから推定する

と、５ｍほど離れた位置に門礎石があったと推定されるが、距離が離れすぎており、途中に本来の門柱礎

石が据えられていた可能性も考えられる。西側の石積みは、広庭側に若干下り、西に屈曲し 3.3 ｍ以上続く。

新門遺構ＳＸ４５a 西側石積の背後を調査したところ、石積の背後に土塁状に固めた層が確認され、石積

はこの土塁の斜面に沿うように積み上げられていることが確認された。新門遺構ＳＸ４５a 東側門柱礎か

ら北側に通路の耳石が 1.8 ｍ確認されたが、この耳石部分は、北辺土塁脇側溝ＳＤ１０の上部にかかって

おり、これを埋設してから設置されたもので、この耳石が設置された時点ではすでに土塁脇側溝ＳＤ１０

は埋設されていたと考えられる。

　　第 9節　石積・石組遺構

ＳＸ０１〔第２５・２６・４１図〕　Ａ区北東隅から検出された石組遺構。上部径 1.2 ｍ深さ 0.9 ｍ底部径

0.8 ｍの擂鉢状に組まれた石組遺構で東側が一部低くなっており、ここより溝状に並ぶ石列群が東側に延び

る。上面４隅に平らな石があり、1.2 ｍ四方の土台枠が上部に載せられていた可能性が考えられ、石組の石

材に破損した茶臼の下臼が転用されていた。遺構周辺は地山層面であったことから時期の特定はできなか
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ったが、初期層面では北辺土塁内となることから、少なくとも第２層面以降の遺構と考えられる。

ＳＸ０２〔第２４・３０・４１・５７図〕　Ａ区中央、礎石建物ＳＢ０２の調査中に検出されたコの字状の

石組とその南東に設置された花崗岩の中型平石から成る敷石遺構から構成されている。当初ＳＢ０２に伴

うものと考えられたが、敷石の南東隅と遺構の北東から検出された平石が礎石建物ＳＢ２２の礎石である

ことが確認され、これに伴う遺構と判断された。コの字状石組の内部から焼土は検出されなかったものの、

周囲からは土師質皿と共に火箸が検出されており、コの字状の部分は囲炉裏ではないかと考えられる。

ＳＸ０３〔第２４・２５図〕　Ａ区北端、土塁脇側溝ＳＤ１０の脇から検出された石組遺構。内法で 0.8 ｍ

四方深さ 0.2 ｍを測る石囲炉状の石組施設で、南西隅に高さ 0.4 ｍの立石がある。発見当初は縄文時代の

炉ではないかとも考えられたが、周囲に内郭で敷石に多用される粘板岩川原石が散見されることや、南西

隅に立石を置くこと、内部に焼土などが全く見られないことなどから、中世遺構と判断した。機能につい

ては定かでないが、立石を伴うことから炉を模した祭祀施設の可能性が考えられる。

ＳＸ０４〔第３２図〕　Ａ区石積水路ＳＤ０４の脇から検出された石組施設。南北 1.2 ｍ以上東西 0.5 ｍを

測り、平らな花崗岩を立てるように組み合わせており、石組の内部には砂礫の堆積が確認されることから

水に関わる施設と考えられる。ＳＤ０４が第３期層面に伴う水路であることから、同時ないしこれ以降の

遺構である。

ＳＸ０５〔第３０・３１・５１図〕　Ａ区礎石建物ＳＢ０３の南妻部分の東半分の礎石間に設けられた南面

する石積で、身舎の東端で北に屈曲し、縁廂との間に設けられた西面する石列となる。ＳＢ０３の地形に

当たり生じた微妙な段差調整のために設けられた石積と考えられる。第 2 期層面に伴う遺構である。

ＳＸ０６〔第３１図〕　Ａ区ＳＢ０３とＳＢ０５の中間で検出された南北石列。使用している石材は小形の

もので、微妙な段差調整のため設置されたものと考えられるが、あるいは通路の縁石である可能性も考え

られる。第３期層面に伴う遺構である。

ＳＸ０７〔第３０・３１図〕　Ａ区の礎石建物ＳＢ０３の南側から北に面を有す石積として東に延び、南に

屈曲し 8.6 ｍまでは東に面を有す石積として確認でき、これより南は半間間隔位で並ぶ平石列となる。南

端は、Ｂ区南東Ｅ３Ｓ４グリッドで検出された南面する石積ＳＸ４０の西端が屈曲し北上する線と一致し

ており、一体の塀遺構と考えられる。ＳＸ０７の北半部が自然傾斜と逆の方向に面を向けているのは、初

期層面の中間土塁石積ＳＸ３６が完全に削平されずに残されていたためと考えられる。

ＳＸ０８〔第３１図〕　Ａ区ＳＢ０３とＳＢ０５の南端を結ぶように検出された、長さ 3.2 ｍ以上で、南面

して配置された一段の石列で、上面は平らに整えられている。

ＳＸ０９〔第３１図〕　ＳＸ０８から 0.7 ｍ間を置き、南側の石組施設ＳＰ０５に向かう東に面を有す一段

の石列。、位置関係から半地下室のＳＰ０５の覆屋の外壁に接続されていたと考えられる。

ＳＸ１０〔第２４・５０図〕　Ａ区中央、礎石建物ＳＢ０２の北側九間の東側礎石間から検出された西に面

を揃えた石列。段差の微調整のために設けられたと考えられる。

ＳＸ１１〔第３０・５０図〕　Ａ区中央、礎石建物ＳＢ０２の南東に隣接して検出されたＬ字状の石列。Ｓ

Ｂ０２の縁廂から 0.9 ｍ離れた位置にあり、石列中のＳＢ０１の梁方向礎石の第 1 列目と第 2 列目、第 2

列と第 3 列の中間に対応する位置に平石が据えられていることから、この建物の濡れ縁ないし渡りなどの

付属施設が上部に設けられていたと考えられる。

ＳＸ１２〔第２４図〕　Ａ区中央Ｅ１Ｎ２グリッドから検出された水溜ＳＰ０１の南西に敷設されたＬ字状

の石組。この石積が設けられたＳＰ０１の石積底部には踏み石と考えられる平石が据えられていることか

ら、水溜の水汲み口を補強するために造られた施設と考えられる。焼土層ＳＳ０４より古い。

ＳＸ１３〔第２４図〕　Ａ区ＳＢ０２の北東隅から検出された大型粘板岩３石を立てるように配列した石組

遺構で、使用している石材から小規模な庭園石組の可能性も考えられる。

ＳＸ１４〔第２４図〕　Ａ区Ｗ１Ｎ１グリッドから検出された石列。最上層面に伴う遺構で、石積水路の一

部ではないかと考えられるが明確ではない。礎石建物ＳＢ０２より新しい。
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ＳＸ１５〔第２４・３０・５０図〕　Ａ区中央、礎石建物ＳＢ０２の東側縁廂の礎石間から検出された西に

面を揃えた石列。段差の微調整のため設けられたと考えられる。

ＳＸ１６〔第３０・３１・５１図〕　Ａ区中央南Ｅ１Ｓ１グリッドから見出されたＬ字状に屈曲した石列、

礎石建物ＳＢ０３の南妻部分に見出された石列ＳＸ０５から始まり、西に面を揃え南に 1.8 ｍ進み、東に

屈曲し南に面を揃え東に 4.1 ｍ続く石列。東西部分は石列ＳＸ０７と向かい合うようにあり、この間が幅

1.5 ｍの通路空間を形成していると考えられ、突き当たりが礎石建物ＳＢ０８となる。なお、礎石建物ＳＢ

０３の妻部分との間にも、2.0 ｍほどの空間を形成している。

ＳＸ１７〔第３０・３５図〕　郭内土塁。内郭部初期層面のＢ１テラスとＢ２テラスを画す土塁。基底部

には高さ 0.4 ～ 0.5 ｍの石積が設けられている。この遺構を土塁と判断したのは、Ｂ１テラスを埋設する

にあたり、この遺構側から多量の黄色砂質土が崩し入れられた様子が観察されたこと、さらに改修後設置

された水路ＳＤ１６が土塁の半分に相当する区間のみ蓋石を伴う暗渠構造となっていたことなどから、構

築時においては石積上部には盛土があったと判断した。幅員は 3. ７ｍを測り、長さは西側基底部石積が南

端から 17.5 ｍ、東側石積は 13.5 ｍで西側の 4 ｍほど手前で止まっており、この箇所で東側に屈曲し、ほ

ぼ同規模の幅員を有す石積遺構ＳＸ３６まで至っていたと考えられる。南端には 1.2 ｍの空白域を挟み石

組ＳＸ 31 があり、この空白部分が通路と考えられる。なお、西側基礎石積は、さらに 3.3 ｍ北側に延び、

Ｌ字状に屈曲した石積が見られるが、石積の方位や使用している石材が異なっており、後に石積水溜ＳＰ

０３を構築するため付加されたと考えられる。

ＳＸ１８〔第３５図〕　Ｂ区中央南側ＥＷ０Ｓ４グリッドから検出された暗渠施設。石積水路ＳＤ１６上に

造られた施設で、中間土塁ＳＸ１７との交差部分にあり、６枚の蓋石で 1.2 ｍの水路を覆うもので、暗渠

の存在から中間土塁は、Ｂ１テラスが埋設された段階でも西面石積から基底部幅 1.2 ｍを残し築地状に残

存していた時期が存在していたと考えられる。

ＳＸ１９〔第３２図〕　Ｂ区東端、土塁脇側溝ＳＤ１２を埋設して構築された水路状遺構で、本来ＳＤ０５

の延長線上にあった遺構と考えられ、東辺土塁を横断するような設置から、この施設の東に東門通路の存

在が想定される。

ＳＸ２０〔第３１図〕　Ｂ区東端の石積水路ＳＤ０５の脇から検出されたＬ字状の石積で、北側は 11.5 ｍ

まで断続的ではあるが確認でき、水路ＳＤ０５を地形的に低い南側から北に流すために嵩上げした堰台土

手の石積と考えられる。

ＳＸ２１・ＳＸ２２〔第３６図〕　Ｂ区東南端Ｅ３Ｓ５とＥ４Ｓ５グリッドから検出された石積。ＳＸ２１

は屈曲しながらも東面する高さ 0.3 ｍを測る石積、ＳＸ２２は高さ 0.45 ｍを測る西面する石積で、両石積

を繋ぐ北面した石垣は大型撹乱壙により確認できなかったが、東西 4 ｍ南北 4 ｍ規模の基壇を構成し、上

部には２間四方規模の施設が設けられていたと考えられる。

ＳＸ２３〔第３０図〕　Ｂ区中央Ｅ３Ｓ４からＥ３Ｓ３グリッドにかけて検出されたＬ字状の石列。礎石建

物ＳＢ１３の縁廂に沿うよう造られた石列で、中間土塁ＳＸ１７の東側に隣接して東西 3.8 ｍ南北 5.5 ｍ

程の空間を画する石列の一部と考えられ、区画内からは瓦質鍋Ａ類の大形破片が検出されている。初期層

面に伴う遺構である。

ＳＸ２４〔第３１図〕　Ｅ４Ｓ２グリッドから検出された石列。石積施設ＳＰ０５の東側、粘土層外側から

始まる東西石列。南に面を向けており、ＳＸ０９との類似性が高く、ＳＰ０３と水路ＳＤ０５の堰台土手

との間に生じる通路空間の遮断施設ではないかと考えられる。

ＳＸ２６〔第３０図〕　Ｂ区中央Ｅ１Ｓ３グリッドから検出された南北石列、西に面を持ち、北側延長線上

に石組ＳＸ２７があることから、石列の西側に通路が設定されていた可能性が考えられる。第 2 期層面以

降の施設である。

ＳＸ２７〔第３０図〕　Ｂ区中央Ｅ１Ｓ２グリッドから検出された石組遺構。粘板岩の山石をＬ字状に組み

合わせ、石組みの周囲からは粘板岩小石がまとまって検出されており、小規模ながら庭石的石組の可能性
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が考えられる。時期はＳＸ３６上の土塁が削平されてから設置されたものである。

ＳＸ２８〔第３０図〕　Ｂ区Ｗ１Ｓ２グリッドから検出された東西石列。礎石建物ＳＢ０９・１６の南から

３間目と４間目の中間から東に延び、西端は身舎の桁列から始まり、縁廂の礎石列を横断し、中間土塁Ｓ

Ｘ１７に至っていたと考えられる。南に面を揃え配置されておりその南に庭園石組みＳＧ０１があること

から、庭園領域の北限を画する施設と考えられ、ＳＧ０１との中間に粘板小石を集めたＳＺ１３があるこ

とから、あるいは石列から南側、ＳＧ０１までの間は敷石が施されていた可能性が考えられる。時期は最

上層面に伴うものである。

ＳＸ２９〔第３６図〕　Ｂ区Ｅ１Ｓ５グリッドから検出された、人頭大の花崗岩川原石を集積した遺構で、

東に面を有す石積が倒壊した状況にも見えるが定かではない。Ｂ１テラス埋設後の遺構で、方向的には、

ＳＸ２７からＳＸ２６と南に延びる石列と一致しており、これと対を成す石列の可能性も考えられる。

ＳＸ３０〔第３５・５４図〕　Ｂ区ＥＷ０Ｓ５グリッドから検出された石列。中間土塁ＳＸ１７の西側基礎

石積から西側に延び、北に面を有す。礎石建物ＳＢ１１と同時期で、礎石の梁間 1 間分に収まっている。

建物内部に設けられた段差石積であることから、この石積の前後は土間ないし通路であったと考えられる。

ＳＸ３１〔第３５図〕　Ｂ区中央の中間土塁ＳＸ１７の南端通路の南側から検出された石積施設、通路と日

川に断崖を画す縁石ではないかと考えられる。

ＳＸ３２〔第２９・３５図〕　Ｂ区西端、Ｗ２Ｓ４グリッドからＷ２Ｓ６グリッドまで直線的に配置された

石列。庭園石組ＳＧ０１と同じ大型粘板岩山石を用いており、途中、東側に２石が飛び出すように配置さ

れている。庭園石組ＳＧ０１・築山状集石ＳＺ０９と共に庭園を構成し、庭園域の西縁を画する施設と考

えられる。時期はＢ２テラスが埋設された以降のものである。

ＳＸ３３〔第２９・５５図〕　Ｂ区西端、Ｗ２Ｓ４グリッドから検出された南北石列。礎石建物ＳＢ１２の

礎石列南端から、水路ＳＤ１８までの間に小型石材を用い設置されており、水路ＳＤ１３の上を通過する

ことから、ＳＢ１２の縁廂改修後に設置された施設で、西側 2.0 ｍに同様な石列ＳＸ５９があり、この間

が通路となっていた可能性が考えられる。

ＳＸ３４〔第３５図〕　Ｂ区南西隅Ｗ１Ｓ６グリッドから検出された人頭大の花崗岩を東西方向に集積させ

たものであるが性格を明らかにすることはできなかった。

ＳＸ３６〔第３０・３１図〕　Ｂ区Ｅ２Ｓ２グリッドから検出されたコの字状の石積。南北幅 3.7 ｍはこの

西側から検出された初期層面に伴う中間土塁ＳＸ１７の幅と同じであることから、この土塁が東側に屈曲

し、その東端部に設けられた土塁の基礎石積ではないかと考えられる。この土塁の痕跡が第 2 期層面以降

も残存していたことが石積ＳＸ０７の設置を促したと考えられる。なお、石積が囲むコの字状空間の中央

付近から鉄製鋤先が検出されており、土塁の削平時に使用された土木用具が偶然残されたのではないかと

考えられる。

ＳＸ３７〔第３２図〕　Ｂ区東端、土塁脇側溝ＳＤ１２の底部に築かれた小規模な堰堤状石積施設。遺構の

西側に隣接して瓦質火鉢Ｃ類の大形破片が検出されている。

ＳＸ３８〔第３６図〕　Ｂ区東南部のＥ２Ｓ５グリッドから検出された集石遺構。すぐ西に粘板岩川原石を

積み上げた集石遺構ＳＺ１０があることから、不要な石材の一時保管場所ではないかと考えられる。

ＳＸ３９〔第３６図〕　Ｂ区東端Ｅ４Ｓ５グリッドから検出された石積水路遺構、Ｌ字状に屈曲する初期層

面に伴う遺構。

ＳＸ４０〔第３６図〕　Ｂ区南東Ｅ３Ｓ４グリッドから検出されたＬ字状の石積。南面する東西石積の西端

が屈曲し東面する石積となり北上する遺構で、北側で石列ＳＸ０７に続くと考えられる。東側は石積ＳＸ

２２に突き当たっている。

ＳＸ４１〔第２６図〕　Ａ区北東端、土塁脇側溝ＳＤ１０の内部に築かれた半円形の石積施設。排水の流速

調整のために築かれた小規模な堰堤施設と考えられる。

ＳＸ４３〔第３４図〕　Ｄ区南東端Ｗ３Ｓ６グリッドから検出された南北石列。花崗岩川原石を用い西に面
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を向け配置されており、時期は第 2 期層面以降で、南端で東西石列ＳＸ６３に繋がり、第 2 期層面のＤテ

ラスとＢ２テラスの段差部分に設けられた石積と考えられる。

ＳＸ４４〔第２９・５５図〕　Ｄ区とＢ区の境、Ｗ３Ｓ３グリッドから検出された南北石列。東に面を向け

ており、礎石建物ＳＢ１２の広縁西端の礎石の外側に配置されたと考えられる石列で、上面が水平である

ことから、あるいは踏み石である可能性が考えられる。

ＳＸ４６〔第２９図〕　Ｄ区中央東端Ｗ３Ｓ１グリッドから検出された南北石列。西に面を向けており石列

より東側には粘板岩川原石の敷石がある。礎石建物ＳＢ０９・１６より古く、３グリッド南側で検出され

た石列ＳＸ５５と敷石ＳＺ１５との関係に構造的に類似性があり、両遺構の中間からも粘板岩川原石の敷

石が検出されていることから、一体の敷石通路を構成する西側縁石の一部と考えられる。

ＳＸ４７〔第２９図〕　Ｄ区Ｗ４ＮＳ０グリッドから検出された小範囲に敷石状に石材が集まった遺構。Ｓ

Ｂ１９に関連する施設の一部と考えられるが、機能用途は定かでない。

ＳＸ４８〔第２２図〕　Ｄ区北半Ｗ５Ｎ３グリッドから検出されたＬ字状の石組。南に面を向けた石積が西

に面を向け屈曲した石積で、北門遺構から東に延びる土塁ＳＡ０６上に設けられた施設と考えられ、南側

に想定される通路から土塁上に登る通路の角に設けられていた施設、あるいは初期段階の北門の一部であ

る可能性も考えられる。

ＳＸ４９〔第３４図〕　Ｄ区中央南半Ｗ５Ｓ５グリッドから検出されたＬ字状に屈曲した石列。下部にある

遺構の上部が検出された状況で未調査であることから遺構の性格は定かでない。

ＳＸ５０〔第２９図〕　Ｄ区中央Ｗ４Ｓ１グリッドから検出された礎石状の平石を含む礫群。性格は定かで

ないが、周囲からは土師質皿類や木炭が多く検出されており、建物ＳＢ１９を構成する施設の一部ではな

いかと考えられる。

ＳＸ５１〔第２２図〕　Ｄ区北半Ｗ５Ｎ１グリッドから検出された石組。残存状態が悪いが、2 列の石列が

内向きに配置されていた可能性があり、あるいはＳＸ６８に接続する水路の可能性もある。時期は第 2 期

層面以降で、ＳＢ１９の北限を画す施設である可能性がある。

ＳＸ５２〔第２７・２８図〕　Ｄ区Ｗ８Ｓ１グリッドからＷ７Ｓ１グリッドにかけて検出されたクランク状

の石積と水路から構成される。北門遺構ＳＸ４５の郭内に設けられた広庭ＳＣ０１の南を画する施設。広

場の南側にあり南に面を向け、その 1.8 ｍ南側にある石積ＳＸ５３との間に広場外周通路を形成しており、

さらに、この石列はＷ２ライン付近で広庭側に食い込むようにクランクし、ＳＸ５３との間に幅員 3.1 ｍ

の通路と 0.5 ｍの水路を形成しており、この水路が広庭外周通路上の雨水を集め排水していたと考えられ

る。東側は、Ｗ６Ｓ１グリッドで北に屈曲し、広場東辺石列ＳＸ７１に接続していたと考えられる。

ＳＸ５３〔第２７・２８図〕　Ｄ区中央Ｗ８Ｓ２グリッドから検出された東西石列。北に面を向け配置され

ており、石列ＳＸ５２と共に広場外周通路を形成していたと考えられる。

ＳＸ５５〔第２９図〕　Ｄ区東端Ｗ３Ｓ４グリッドから検出された南北石列。石積水路ＳＤ１８の縁石か

ら北側に延びる西に面を有す石列で、敷石ＳＺ１５を伴う通路の西縁石列。第 2 期層面以降で建物ＳＢ

０９・１６より古い。

ＳＸ５６〔第２８図〕　Ｄ区南西Ｗ７Ｓ４グリッドから検出された南北石列。西に面を向けており、礎石建

物ＳＢ２０の西側に隣接して設けられていることから、建物平面の西辺を画する段差石積ではないかと考

えられる。

ＳＸ５７〔第２７図〕　Ｄ区中央Ｗ８Ｓ３グリッドから検出された南北石列。存在のみが部分的に確認され

たもので性格は明らかでない。時期は石列ＳＸ６７と同じで礎石建物ＳＢ１７の遺構面より古い。

ＳＸ５８〔第２２図〕　Ｄ区中央Ｗ５Ｎ２グリッドからＷ２Ｎ１グリッドにかけて検出された南北石列。Ｗ

５ライントレンチ範囲内での確認であり、西に面を向けて設置された初期層面に伴う石積で、東側に礎石

建物ＳＢ２３があることから、初期段階の主要建物域の西限を画する段差施設と考えられる。

ＳＸ５９〔第２９図〕　Ｄ区東端、Ｗ３Ｓ４グリッドから検出された小石を用いた南北石列。敷石ＳＺ１５
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の東側を画するようにあり、東側から検出された石列ＳＸ３３と対を成す施設と考えられる。

ＳＸ６２〔第２８・３３図〕　Ｄ区中央Ｗ５Ｓ４グリッドから検出された東に面を向けた石積。この延長線

上に当たるＷ６Ｓ４グリッドでは向かい合う２列の石列が僅かに残っており、水路であった可能性がある。

初期層面に伴う遺構である。礎石建物ＳＢ２０、水路ＳＤ２２より古い。

ＳＸ６３〔第３４図〕　Ｂ区南東端Ｗ３Ｓ７グリッドにある東西石列。北から続く石列ＳＸ４３と石列ＳＸ

６４を結ぶように検出されたが、南に面を揃えており、同時期に構築されたものかは明確でない。

ＳＸ６４〔第３４図〕　Ｂ区南東端Ｗ１Ｓ７グリッドより検出された南北石列。西に面を向け配置されてお

り、北側にある石列ＳＸ４３と方位が一致していることから一体の段差石積を形成していると考えられる。

時期は第 2 期層面以降である。

ＳＸ６５〔第３４図〕　Ｄ区南半Ｗ４Ｓ７グリッドから検出された東西石列。Ｗ５ライントレンチ内の幅で

確認できたもので、初期層面に伴う石列であり、明確ではないが北側グリッドから検出された石積水路Ｓ

Ｄ２３が西に屈曲しているのではないかと考えられる。

ＳＸ６６〔第２８図〕　Ｄ区西端Ｗ８Ｓ４グリッドから検出された石積水路状施設。石積水路ＳＤ２２の上

部にあり、水路の部分改修を行った痕跡と考えられる。礎石建物ＳＢ１７より古い。

ＳＸ６７〔第２８図〕　Ｄ区中央Ｗ６Ｓ２グリッドから検出された南北２列の石列と、直行するように設け

られた石列から構成される遺構。東西の南北石列は西に面を向け、直交する石列は北に面を向けている。

南北石列間の間は 1.8 ｍを測り、南側に礎石建物ＳＢ２０があることから、広庭ＳＣ０１周辺通路から建

物ＳＢ２０に向かう通路施設の一部ではないかと考えられる。時期はＳＤ２６より新しく、礎石建物ＳＢ

１７より古い。

ＳＸ６８〔第２３図〕　Ｄ区Ｗ４Ｎ２グリッドからＷ１Ｎ２グリッドにかけ検出された２列の石列。石積水

路ＳＤ０６の延長線上にあり、２列が内向きに配置されていることから水路と考えられるが、内側からは

鉄分堆積などが検出されず、水路であったとするなら雨水排水路として機能し、西側は屈曲しＳＸ５１に

接続していたとも考えられる、時期は第 2 期層面以降である。

ＳＸ６９〔第３３図〕　Ｄ区西端Ｗ７Ｓ６グリッドのＳ５ライントレンチで確認された水路状遺構。石積水

路ＳＤ２０の延長線より東側から検出された内向きの２列の石積である。部分調査のため性格は定かでな

いが、水路としては幅が広く、検討の余地が多分にある。

ＳＸ７０〔第２９・３０図〕　Ａ区礎石建物ＳＢ０１の下層、Ｎ１ライントレンチ内で確認された石列。初

期層面に伴う遺構であるが、小範囲の調査であったため性格を明らかにできなかった。

ＳＸ７１〔第２８図〕　Ｄ区中央、Ｗ６ＮＳ０グリッドから検出された南北石列。東に面を向け配列されて

おり、北門遺構ＳＸ４５の郭側に配置された広庭の東縁を画する施設と考えられ、東に面をむけているこ

とから広庭側が一段高く、石列は広庭への雨水の侵入を防ぐ役割も有していたと考えられる。第 2 期層面

に伴う遺構である。

　　第１０節　敷石・集石

ＳＺ０１〔第２３・２４図〕　Ａ区Ｗ２Ｎ１グリッドから検出された敷石遺構。花崗岩の白色の川原小石

を東西 4.0 ｍ南北 3.0 ｍの範囲に敷き詰めた敷石遺構。礎石建物ＳＢ０１と同一面から検出された遺構で、

礎石建物ＳＢ０２より新しい。

ＳＺ０２〔第３０図〕　Ａ区中央ＥＷ０ＮＳ０グリッドから検出された敷石遺構。直径 0.7 ｍのほどの範囲

に花崗岩の川原小石を敷き詰めた敷石遺構で、最上層面に伴う。

ＳＺ０３〔第２９・３０図〕　Ａ区南西端Ｗ２Ｓ１地点を中心に検出された集石遺構。礎石建物ＳＢ０９・

１６の同一遺構面から東西 2.5 ｍ南北 2.0 ｍの範囲に粘板岩川原石を集積させたもので、小山状になって
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検出されており、この建物の整理段階で周辺にあった石材を集積させたものではないかと考えられる。

ＳＺ０４〔第３１図〕　Ａ区Ｅ４ＮＳ０グリッドから検出された敷石遺構。東西 1.2 ｍ南北 0.7 ｍの範囲に

川原小石を敷き詰めた敷石で、周辺から同様な石材が多く検出された。礎石建物ＳＢ０５の礎石を覆う最

上層面の遺構であり、この敷石面に伴い礎石と思われる平石が検出されている。

ＳＺ０５〔第２５図〕　Ａ区中央Ｅ２Ｎ２グリッドから検出された集石遺構。石積水路ＳＤ０１の北側にあ

り、東西 0.7 ｍ南北 0.9 ｍの範囲に大きさや材質の異なる石材が集中して検出された。性格は明らかでない。

ＳＺ０７〔第２４図〕　Ａ区中央Ｗ１Ｎ１グリッドから検出された集石遺構。南北 1.2 ｍ東西 0.9 ｍの範囲

の大きさの異なる石材を集積させたもので、遺構の性格は明確でない。最上層面に伴う遺構。

ＳＺ０８〔第３０図〕　Ａ区とＢ区の境、ＥＷ０Ｓ２グリッドから検出された花崗岩小石を用いた敷石遺構。

東西 2.0 ｍ南北 1.7 ｍの範囲が残存しており、その１ｍ北側にも同じ敷石が残存していたことから、かな

り広範に及んでいたと考えられる。礎石建物ＳＢ０８の礎石を覆っており、最上層の遺構面に伴うもので

ある。

ＳＺ０９〔第３０・３５図〕　Ｂ区中央Ｗ１Ｓ４グリッドから検出された集石遺構。東西 5.9 ｍ南北 4.0 ｍ

程の範囲に花崗岩白色小石と粘板岩小石が小山を成すように集積された遺構で、Ｂ２テラスの埋設段階か

ら積み上げられ小山を形成している。庭園石組ＳＧ０１の南に当たり、ＳＧ０１、ＳＸ３２などから構成

される庭園空間の中央に位置していることから築山ではないかと考えられる。

ＳＺ１０〔第３６図〕　Ｂ区Ｅ３Ｓ５グリッドから検出された集石遺構。石積ＳＸ４０とＳＸ２２の角に、

敷石に用いられることが多い粘板岩川原石を南北 1.8 ｍ東西 0.9 ｍの範囲に小山状に集積させたもので、

石材の仮置き場ではないかと考えられる。

ＳＺ１２〔第３１・５７図〕　Ａ区Ｅ２Ｓ１グリッドから検出された粘板岩小石を用いた敷石遺構。東西

1.8 ｍ南北 1.7 ｍの範囲に粘土を下地に敷設されており、四周が若干盛り上がる状況が観察された。初期層

面に伴う遺構で礎石建物ＳＢ２２の南東隅に隣接していることから、出入り口等この建物に付随する施設

と考えられる。

ＳＺ１３〔第３０図〕　Ｂ区中央Ｗ１Ｓ３グリッドから検出された集石遺構。礎石建物ＳＢ０９・１６の東

側から検出された粘板岩川原石を東西 1.8 ｍ南北 0.9 ｍの範囲に小山状に集積した遺構で、庭園空間に敷

設されていた敷石を整理に際し集めたものではないかと考えられる。

ＳＺ１４〔第２８・２９図〕　Ｄ区北半Ｗ５Ｎ２グリッドからＷ４Ｎ２グリッドで検出された敷石遺構。東

西 4.5 ｍ南北 2.0 ｍの範囲に川原小石が敷き詰められており、最上層面に伴う遺構であることから、広庭

門ＳＢ１８と中心建物域の間の通路面に敷設されたものではないかと考えられる。

ＳＺ１５〔第２９図〕　Ｂ区西南Ｗ３Ｓ４グリッドから検出された敷石遺構。粘板岩川原小石を敷き詰め敷

石としたもので、南側はＳＤ１８、東側はＳＸ５９に画されている。東西 1.8 ｍ南北 1.4 ｍの範囲で良好

な状態で確認されたが、北側礎石建物ＳＢ０９・１６の縁廂礎石の下部から粘板岩川原石が散発的に検出

されており、本来幅 2.0 ｍで北側石列ＳＸ４６付近まで 17 ｍ近い敷石通路を形成していたのではないかと

考えられる。時期は第 2 期層面に伴うものである。

ＳＺ１６〔第２９図〕　Ｄ区東端礎石建物ＳＢ０９・１６の西側縁廂の礎石間にある敷石遺構。縁廂の下の

みに敷設されていることから濡れ縁であったと考えられる。粘板岩の川原石の小型のものを使用している。

　　第１１節　炉・焼土

ＳＳ０１〔第２５図〕　Ａ区北半Ｅ３Ｎ３グリッドから検出された焼土。礎石建物ＳＢ０５の 0.1 ｍ上層面

に伴う遺構で、東西 1.6 ｍ南北 1.8 ｍの範囲に焼土と炭化物が検出され、下部から径 0.7 ｍと 0.4 ｍの浅

い土坑が検出された。
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ＳＳ０２・ＳＳ０３〔第２４図〕　Ａ区北半ＥＷ０Ｎ３グリッドから検出された焼土。東西 2.5 ｍ南北 1.8

ｍ（ＳＳ０２）と東西 0.7 ｍ南北 1.2 ｍ（ＳＳ０３）の範囲に集中しているが、水溜ＳＰ０１の西側 6 ｍ

南北 4.5 ｍの広範囲に広がる炭化物を伴う焼土層面の集中箇所であることが確認された。

ＳＳ０４〔第２４図〕　Ａ区Ｅ１Ｎ２グリッドから検出された焼土。東西 1.9 ｍ南北 1.7 ｍの範囲に焼土層

が広がっており、ＳＳ０２・ＳＳ０３の焼土層面の上層面に伴う遺構である。

ＳＳ０５〔第２９図〕　Ｂ区南西Ｗ２Ｓ４グリッドから検出された焼土。礎石建物ＳＢ１２に伴う水路ＳＤ

１３の縁石抜き取り後の遺構面上、径 0.5 ｍほどの範囲に広がる。

ＳＳ０６〔第２８・５８図〕　Ｂ区南西Ｗ６Ｓ４グリッドから検出された炉遺構。直径 0.35 ｍの範囲に焼土・

硬化灰層、灰層がリング状になり検出されたもので、南西側から、碗状鉄滓を含む鉄滓が検出されたこと

から炉遺構と判断した。礎石建物ＳＢ２０a に伴う遺構。

ＳＳ０７〔第２８・５８図〕　Ｂ区南西Ｗ６Ｓ４グリッドから検出された炉遺構。ＳＳ０６の断面確認のた

め設置したサブトレンチから検出されたもので、ＳＳ０６から心々で 0.45 ｍ南側で 0.05 ｍ下層の遺構面

に伴う。ＳＳ０６と同様に直径 0.3 ｍの範囲に焼土・硬化灰・灰層がリング状に検出された。礎石建物Ｓ

Ｂ２０b に伴う遺構と考えられる。

　　第１２節　広庭・庭園

ＳＧ０１〔第３０図〕　Ｂ区中央Ｗ１Ｓ３グリッドからＥＷ０Ｓ３グリッドにかけて検出された石組遺構。

最大のもので長さ 1.2 ｍ幅 0.7 ｍほどの大型粘板岩山石７石をコの字状に組み合わせ配置した遺構で、石

の角が上面となって据えられた石が含まれることから、庭園石組と判断した。なお、北西隅の石は他の石

材の据付面が水平であるのに、西に傾斜して検出されたことから、あるいは立石であった可能性も考えら

れる。石組はＢ２テラス埋設後設置された遺構で、同一層面から検出された礎石建物ＳＢ０９・１６の東

側濡れ縁礎石は、粘板岩山石を礎石にしており、この石組を意識して設置されたものと考えられ、すぐ南

側から検出された白色花崗岩小石を築山状に積み上げたＳＺ０９や大型粘板岩山石を列状に配置したＳＸ

３２などが庭園空間を構成する遺構と考えられる。なお、礎石建物ＳＢ０９・１６はこの庭園空間に食い

込むように設置された接客用の建物と考えられる。庭園を構成する石組みや築山、石列などの配置を考慮

すると、この建物からだけではなく、北東方向に視点を置くとより立体的に見えるように構成されている

可能性が考えられる。

ＳＣ０１〔第１９図〕　Ｄ区北西半、北門遺構ＳＸ４５の郭内側に広がる、無遺構の硬化面地区で、第 2 期

層面では南は石列ＳＸ５２、東は石列ＳＸ７１に画された東西 21 ｍ南北 20 ｍの空間となり、第 3 期層

面以降では区画施設は明確でないが、礎石建物ＳＢ１８が広場から中心建物に向かう棟門として設置され

ていたと考えられ、第 2 期層面の区画にも同じように門があったと推定される。なお、第 2 期層面では、

区画施設Ｓ X ５２、ＳＸ７１とも広庭側が高く設置されている。これは広庭に雨水が入らないようにＳＸ

７１で東から来る雨水を南に向け、ＳＸ５２との想定される交点で西に流し、SX ５２に付設された排水溝

に誘導する工夫をしていたと考えられる。またこの区画施設の周辺には、南側のＳＸ５２とＳＸ５３の関

係からみると幅員 1.8 ｍの広場外周通路が存在していたと考えられる。なお、ＳＸ４５a の東側石積から広

場側に突き出るように検出された粘質土塊が、築地塀状の遮蔽施設であったとすると、この背後、東辺区

画施設ＳＸ７１の北端にもう一箇所通用門があった可能性が考えられる。初期層面ではＳＸ５８の南北石

列以西および、ＳＤ２６以北から石材を用いた遺構が無い硬化面を確認できるが、Ｎ１ライントレンチで

は年代は定かでないが、初期層面下に柱穴があることが確認されており、この空間がどのように利用され

ていたのか検討の余地がある。



―29―

　　　第 3章　遺物

　　第１節　焼物類

（１）土師質土器

土師質皿類〔第５９～７２図、写真図版２８・２９〕

　内郭部では建物付近を中心として完形に近い轆轤整形の土師質土器の皿（かわらけ）が検出された。大

きさは 20cm、13cm、10cm、７cm 前後を中心とした４規格があり、特大、大、中、小と呼ぶこととする。

多くに口唇から外面にかけ油煙、煤の付着が認められる。土師質皿は内郭部の出土遺物のなかでも最も個

体数が多い資料である。

土師質皿Ａ類　底部径は比較的大きく、胎土は緻密であり糸きりや全体の整形は丁寧で、胎部外面の形状は、

底部の直上が凹状となり、口縁部は直線的で口唇は厚く丸みを帯びている。特大、大、中、小の４サイズ

がある。

土師質皿Ｂ類　底部径は A 類に比べやや小さくなり胎土中には金雲母や長石粒が多く含まれ、糸きりは粗

雑となる。胎部外面は底部の直上と中央部の 2 箇所が凹状となり、口縁部は玉縁となり、内面は外面の凹

に対応し凹となっている。大、中、小の３サイズがあり、もっとも数量が多い。

土師質皿Ｃ類　底部径は B 類と同じで、胎部外面は底部から曲線的に立ち上がり口縁部で外反ぎみとなり、

口唇が内側からの強いナデにより尖り気味となるもので、量的には少ない。

土師質皿Ｄ類　底部径は B 類と同じで、胎部外面は底部から曲線的に立ち上がり、胎部中央やや上が凹と

なり玉縁口縁となるもので、量的には少ない

　土師質皿類の多くには煤の付着が認められ灯明皿として使用された形跡が認められるが、内面に刻書が

施されたものが 1 点、筆を強く押し付けただけの墨痕があるものが 1 点ある。また胎土中に別の土師質皿

の破片および断面に糸きり痕跡が認められるものや、底部にスノコ状の圧痕がある資料などがあり製作状

況を窺わせる資料も見出されている。皿の類別と時期層面との関係では、A 類は第 1 期層面に伴う遺構か

ら見出され、B 類は第 2 期・第 3 期層面の遺構に伴い、C 類は表土層直下で見出されることから第４期層

面に伴う可能性が考えられるが遺構との関係は明確でない。

Ａ類 Ｂ類 Ｃ類 Ｄ類

その他の形態〔第７２図、写真図版２８〕

土師質内湾型Ａ類　内湾型のタイプは外郭域では見出されなかった形態である。第７２図１は、第 1 期層

面の建物ＳＢ２３に隣した位置から検出されたもので、外径は 7.8cm 高さ 2.9cm を測る完形品で内外面と

もに黒漆が塗られていた形跡が認められる。底部から僅かに凹気味に立ち上がり、胎部外面は湾曲してい

るが、内面は屈曲するように立ち上がり、外傾斜の口唇を形成する。胎土は緻密で丁寧な作りである。他

に破片であるが第７２図２の他３固体ある。

土師質内湾型Ｂ類　底部から内湾気味に立ち上がり、口唇部が内折するタイプで、胎土や糸切りがやや

粗雑である点は皿型の B 類と類似している。第７２図３は建物ＳＢ０２の脇から検出されたもので外径

7.7cm 高さ 1.9cm を測り、A 類に比べ器高が低くなる。第７２図４は破片資料である。

土師質三足内湾型　第７２図１は内湾型の底部に突起状の３足を付したタイプで、破片資料であるが、内

第１３図　土師質皿の分類
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湾型 A 類の口縁形状に対応している。

土師質耳皿　第７２図１は土師質小皿の四箇所を摘み上げるように内折させたもので、第１期層面の建物

ＳＢ２３に隣接した位置から第７２図１の内湾型とともに出土した。他に小片ではあるが１点ある。

（２）瓦質土器

瓦質鍋〔第７３図、写真図版３０〕

瓦質鍋Ａ類　本類は皿型を基本とし、胎部の２ないし３箇所を内側に折返し、吊手を取り付ける突起を付け、

さらに口縁の一部を小さく W 字状に折り返し２口並びの片口を付けたと考えられる鍋で、山梨県内でも現

在勝沼氏館跡からのみ見出され、完全に復元された資料が無く全体形状は明確では無いが、ここでは「皿

型縁折外耳鍋」と呼称することとする。底部から直角に近い状態で胎部が立ち上がり、そこから外反させる。

第７３図１は B 区の中間土塁ＳＸ１７の東側、第 1 期層面から検出されたものである。第７３図２はＷ字

状の片口部分で他に２個体分検出されているが、Ａ類鍋のどの部分に付されたものか特定されていない。

瓦質鍋Ｂ類　皿ないし、筒型を基本として胎部の内外に吊手を取り付ける装置を持たないタイプで、胎部

は底部から外反ないし直線的に立ち上がり、口唇部には半円形の削り取り片口が付く。外郭域では B －１

類としたタイプで、口縁部破片が８個体分検出されている。

瓦質鍋Ｃ類　筒胴型の内耳鍋を本類とする。胎内は灰白色で火鉢や擂鉢と同じ砂粒子を含まないものと、

赤褐色で砂粒を多く含むものとがある。含まない物は第７３図２などで口縁部の外膨れが少なく、口唇部

は内膨れする。砂粒を含む物は口縁部が外反するものと、外膨れするものがあり、いずれも口唇部は角型

である。口縁部の破片からは８個体を数えることができる。

瓦質火鉢〔第７４図、写真図版３０〕

瓦質火鉢Ａ類　第７４図１は内折した口縁部の外側に菊印花紋を施している。なお本類に伴う可能性のあ

る台形状に角を有す脚部の破片が１点見出されている。

瓦質火鉢Ｂ類　本類は、外郭域で見出された底部に団子を半裁した様な３足が付き、胎部は緩やかに内湾し、

口縁の外側に菊印花紋を有すものであるが、内郭部では該当資料が見出されていない。

瓦質火鉢Ｃ類　本 B 類の菊印花紋が無いタイプで B 類に比べ胎高が若干浅くなる。第７４図２は B 区の土

塁脇側溝ＳＤ１２の脇、礎石建物ＳＢ１４の東より検出されたもので外径 35.0cm 高さ 13.5cm を測る。

瓦質擂鉢〔第７４・７５図、写真図版３０・３１〕

瓦質擂鉢Ａ類　外郭域で見出された口縁部が「く」の字状に折れ曲がるタイプのものであるが、内郭部で

は見出されていない。

瓦質擂鉢Ｂ類　A 類の「く」の字状口縁の内折部以上が次第に小さくなり、その後しだいに「く」の字の

屈曲部が外側に突出するようになるもので、口唇部は凹状を呈し外傾し、次第に水平になる。第７４図１

～７がこのタイプである。

瓦質擂鉢Ｃ類　B 類の口唇の外側への突出がしだいに無くなり、口唇部は凹状から水平ないし僅かに凸状

になり、幅は一旦狭くなるが、口唇が内傾化しだすと再び内側の角が内側に突出するように変化すると考

えられるものの、内郭部では外郭域で見出された内側突出の資料は見出されていない。第７４・７５図８

～ 10 がこのタイプである。

なお、A 類から C 類の瓦質擂鉢では胎部外面の下半は指頭痕が明瞭に残り口縁部のみに轆轤整形痕が見

られるが、A 類では轆轤整形痕跡が「く」の字屈曲部の下 1cm 前後で、B 類では４cm 前後、C 類では７

cm 前後となり胎部中央より下にまで及ぶ傾向が見られる。全体の形状が分かる資料は第７４図６と第７５

図 10 の２個体で直径は 32 ～ 38cm 高さは 9cm ～ 12cm を測り片口が付く、内面には８本目の櫛目条線

が８方向に放射状に施されており、両個体共に見込みの立ち上がり部分を中心として環状に磨耗痕が著し
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く、６は外面の中央付近に、10 は口唇部に煤の付着が見られる。胎土は外郭部のＡ類が灰白色で、内郭部

Ｂ類の第７４図１、２が灰白色で、他は赤褐色、Ｃ類はすべて赤褐色である。

その他の器種〔第７５図、写真図版３１〕

壷　第７５図１は球形胴の湯沸し器の口縁部から胎部上半の破片である。

（３）国産陶器

常滑焼〔写真図版３１〕　胴部破片資料が４点あるのみで図化できるものはない。

瀬戸美濃焼〔第７６図、写真図版３１〕

古瀬戸　第７６図１は飴釉の卸皿口縁部破片（古瀬戸後Ⅰ期）。第７６図２は天目茶碗の胴部破片で体部下

半は直線的に立ち上がりくの字状に屈曲し、口縁部はやや外反気味に立ち上がり、体部内面下半には茶筅

による擦痕が多く認められる（古瀬戸後Ⅱ期か）。第７６図３は盤類の底部破片で、外面底部から体下半は

回転ヘラ削りの整形痕を見せ、内面から外面底部直上までハケ塗り白濁釉が施されており、他に小片が１

点ある（古瀬戸後Ⅱ～Ⅲ期）。第７６図４は天目茶碗の胴部破片で、外面底部付近は鉄釉が施されており、

内面には茶筅による擦痕跡が見られる（古瀬戸後Ⅳ期新）。第７６図５は灰釉水滴の胴部破片で外面底部付

近および内面の胴部下半は無釉となっている ( 古瀬戸後Ⅳ期 )。

瀬戸大窯〔第７６図、写真図版３１・３２〕

灰釉端反皿　第７６図１～８は、灰釉端反皿で直径が 9.5cm と 11cm のサイズがある。高台は断面三角の

ものと四角のものがあり、高台内に輪トチンの剥ぎ取り痕があり、小サイズのものには内面見込み部分に

も輪トチンの剥ぎ取り痕がみられる。胎部外面は底部から１ないし２条の陵線を有しながら内湾ぎみに立

ち上がり、口縁部で大きく外反する。大サイズの内面見込み部分には菊・カタバミの印花紋を有すものと

Ａ類

Ｂ類

Ｃ類

第１４図　瓦質擂鉢の分類
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無いものがある ( 大窯１期 )。灰釉端反皿は内郭部出土陶器のなかでも最も出土点数が多く、口縁部破片で

数えた個体数は 37 点に及ぶ。第 2 期の中心建物ＳＢ０２、ＳＢ０３の北半域からまとまって検出された。

灰釉丸皿　第７６図９・10 は、直径 16cm 前後の碁笥底大型丸皿で、見込みに菊印花紋を有し、高台内に

は輪トチンの剥ぎ取り痕がみられ、胎部は底部から内湾ぎみに立ち上がりそのまま尖り気味の口縁となる

（大窯１期）。口縁部破片で数えた個体数は８個体で、漆継の痕跡が見られるものがあり、発見された丸皿

はすべて大型丸皿で 10cm 前後の丸皿がみられない。

灰釉丸碗　第７６図 11 は灰釉丸碗の胎部から口縁にかけての破片で、底部から湾曲し口縁直下は垂直ぎ

みに立ち上がり、この部分の外面に沈線で幅１cm ほどの剣先状蓮弁紋を描くもので、この他に 0.3cm ほ

どの間隔で縦に沈線を描くものなどがある ( 大窯１期 )。口縁部破片から数えた個体数は３点である。

灰釉内ソギ丸皿　小片であるが内面に幅広のソギを施した丸皿が見出されている ( 大窯２期前半 )。

鉄釉擂鉢　第７６図 12 は鉄釉擂鉢の断面三角に近い口縁部破片 ( 大窯１期 )。第７６図 13 は底部に糸切

痕を有し、内面に十四条の櫛歯で摺面を整形した底部破片 ( 大窯２～３期 ) で、この他胎部の破片が２点検

出されている。

（４）舶載陶磁器

白磁〔第７７図、写真図版３３〕

白磁皿　第７７図１は白濁釉の皿底部、高台内は無釉で畳着に抉り込みがあり見込みには剥ぎ取り痕が見

られる（白磁皿Ｂ群）。第７７図２は若干青みがかった白磁端反皿の口縁部で胎部途中に屈曲がみられる（白

磁皿Ｃ２群）。１５世紀代から１６世紀前半の資料。

青磁〔第７７図、写真図版３３〕

青磁碗　第７７図１は濃緑色の青磁碗口縁部破片で口唇は尖り気味で、内面には口唇直下に２条の沈線と

劃花紋が描かれている ( 龍泉窯系碗Ⅰ類 )。第７７図２は碗の底部で高台は四角く、高台畳付けから内部の

釉が削り取られており、鎬蓮弁紋の胴部と口縁の小片が見出されている ( 龍泉窯系碗Ｂ類 )。

青磁その他　第７７図３・４は鎬紋壺 ( 酒会壺 ) の胴部破片で、内外面ともに若干濃い釉が施されている。

第７７図５は大型の底部破片で内面が無釉で外面は高台畳付以外淡い釉が施され、高台内側に僅かに砂の

付着が見られる。第７７図６・７は屈曲した口縁部破片で、共に内面の口縁よりやや下がったところから

錆釉となっていることから香炉ではないかと考えられ、６は折り返し口縁で、７は外折れ口縁の上に２条

の沈線をめぐらせている。第７７図８は動物 ( 牛か ) をかたどった水滴で腰部上に水入れ口、頭部に注ぎ口

があった形跡がみられ、内面および底部は錆釉で全体にやや濃い青磁釉が施されており、内面には左右の

型を接合した痕跡が観察される。この他厚さ 1.4 ｃｍを測る洗の一部と考えられる小片が見出されている。

染付〔第７７図、写真図版３３〕　

染付碗　第７７図１は口縁部が外反し外面に唐草紋を描いたもので器肉は薄い ( 碗Ｂ群 )。第７７図２は胴

部破片であるが凡字紋が描かれている ( 碗Ｃ群 )。第７７図３は底部破片で外面にはアラベスク風の紋様が、

内面見込みには十字紋の一部が見られ胎土は若干荒く釉薬は青みを帯びている ( 碗Ｄ群 )。第７７図４は口

縁部破片で外面に雲様の紋が描かれており ( 碗Ｄ類 )。第７７図５は碗ないし碁笥底丸皿の口縁部小片で釉

薬が若干黄色身を帯び釉は濃い青が使用されている ( 漳州窯系の碗 )。１５世紀代から１６世紀末までの年

代幅が考えられる。

染付皿　第７７図６は底部破片で三角高台の先端には砂が付着し内外面にやや黒味がかった青で文様が描

き出されている ( 皿Ｂ１群 )。

（５）土製品〔第７７図、写真図版３３〕
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土製円板　第７７図１～７は土師質皿の底部から体部破片を円形に打ち欠き研磨した円板状土製品である。

土鈴　第７７図８・９は土鈴で頂部には釣り紐の穴が設けられ、８は体部上半に一条の沈線をめぐらし、

９には鰐口の切り込みがあり、共に内部には紙包みの痕跡が残る。

　　第２節　金属製品

（１）鉄製品〔第７８・７９図、写真図版３３・３４〕

武具類　第７８図１～３は鉄鏃。１は全長 17.2cm を測る細身の三角鉄鏃、２は茎部、３は穂先部分では

ないかと考えられる。

生活用具類　第７８図４～７は火箸で、４・５が対を成し手元は環状にし、紐通しが形作られており全長

37.7 ｃｍ、A 区の SB ２２に伴う囲炉裏状遺構 SX ０２の脇から検出された。第７８図８・９は毛抜きで、

接続部を欠くが推定長９cm で刃幅は 1.1cm を計り、共に建物ＳＢ０２から検出された。第７８図 10 ～

14 は刀子で 13 には柄の木質痕が残り、11・13・14 は建物ＳＢ０３の南半から共に検出された。第７８

図 15 は取手で建物ＳＢ０１から検出された。第７８図 16 は鉄製壺の口縁部は破片でＤ区北半から検出さ

れたが用途は定かでない。

農工具類　第７８図 17 は鋤先で全長 31.3cm、Ｂ区石組ＳＸ２７の脇から検出されたもので、中間土塁

ＳＸ１７の東側屈曲部ＳＸ３６の盛土撤去工事の際に土木作業具として使用されたものと考えられる。第

７９図 18 は金槌の頭部で一端は平打ち面、一端は鶴嘴状となっており、柄の一部がホゾ穴部分に残る、Ｂ

区建物ＳＢ１２の礎石確認面から検出された。

建築用具類　第７９図 19 は蔀戸の吊金具の先端部で、建物ＳＢ０５の下層、第 1 期層面に伴い検出され

たもので、第 1 期層面の建物に蔀戸が使用されていた可能性を示唆している。

第７９図 20 ～ 99 は角釘で、頭部は平たく打ち、屈曲させている。大型のものは 15cm 以上のものから最

小 3.5cm までのものが検出されている。いずれも建物の周辺から検出されている。

（２）銅・金銅製品〔第７９図、写真図版３４〕

　第７９図１尖頭金具、２は輪、３は棒状製品、４は軸受け金具、５は釘、６は青銅板の飾り金具、７は

青銅製の環であるが用途はいずれも定かでない。

（３）銭貨〔第８０・８１図、写真図版３６〕

　銭貨は郭内から散発的に検出されており、一括して発見された例では D 区塀ＳＢ２１の脇から５枚重ね

で検出されたものが最大である。検出された銭貨は開元通寶６、乹元重寶１、咸平元寶１、景徳元寶１、

祥符元寶２、天禧通寶１、皇宋通寶３、嘉祐通寶１、熈寧元寶６、元豊通寶４、元祐通寶６、紹聖元寶２、

洪武通寶４、永楽通寶５、判読不能４などで、34 には背に「浙」字がある。なお、内郭部の B 区付近から

昭和４５年ころ銭貨２４７枚が一括発見されているが、調査により出土地点を特定することはできなかっ

た。発見された銭貨のうち、確認できるものは 209 枚で、開元通寶４、乹元重寶２、太平通寶４、淳化元

寶３、至道元寶 10、咸平元寶３、景徳元寶４、祥符元寶６、祥符通寶２、天禧通寶３、天聖元寶８、景祐

元寶３、皇宋通寶 19、至和元宝５、嘉祐元寶４、嘉祐通寶 10、治平元寶９、熈寧元寶 12、元豊通寶 11、

元祐通寶 17、紹聖元寶 12、元符通寶 1、聖宋元寶５、大観通寶５、政和通寶 11、宣和通寶２、淳熈通寶３、

紹熈元寶１、慶元通寶２、嘉泰通寶１、嘉定通寶２、大宋元寶１、紹定通寶１、淳祐元寶１、皇宋元寶４、

景定元寶２、正隆元寶１、大定通寶１、至大通寶１、大中通寶１、洪武通寶５、永楽通寶３、宣徳通寶３、

朝鮮通寶 1 である。
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（４）金属加工関係品〔第８２図、写真図版３４・３５〕

羽口　第８２図１は鞴の羽口の先端部に近い断片で外径５cm、内径２cm を測り下端部の外面が黒変して

いる。

鉄滓　第８２図２・３は D 区の礎石建物ＳＢ２０に伴う炉遺構 SS06 の南側から検出された碗状鉄滓で上

面は融解状態で気泡痕がみられ、下面は湾曲し砂粒が付着しており、炉底に接していたことを窺わせる。

溶融物付着土器　第８２図４土師質土器の中皿と小皿を高温で再加熱したもので、著しい変形が見られる

ものが多く、表面は緑色の溶融物が熔けた状況や何かを剥がし取った痕跡が見られる物もあり、ほとんど

が破片資料で全形状を残すものは少ない。D 区ＳＢ２０の北側水路ＳＤ２２や東側の水溜ＳＰ０５内に集

中して見出されるが、破片は郭内の広範囲から見出されている。表面の付着物から溶解した球状の金粒子

が見出され、付着物の詳細な分析調査が山梨県立博物館により行われており、第４章で詳述している。

　　第３節　石製品類その他

石製品類〔第８２図、写真図版３５〕

硯　第８２図１・２は硯で、１は直径 7.3cm の円面硯で下半を欠失しているが、真円に近い丁寧な造りで

あり礎石建物ＳＢ０３から検出された。２は矩形硯で表裏の大部分を欠失している。

茶臼　第８２図３は茶臼の下臼で受け皿の鍔部分が丁寧に欠き取られていることから、使用中に一旦形状

の変更が図られ、その後石組施設ＳＸ０１の石材として転用された状態で検出された。

砥石　第８２図４・５は砥石で、４は小型であるが完形品で、５は小片でありいずれも荒砥石である

その他〔写真図版３５〕

漆塗膜　漆塗膜片が水溜ＳＰ０５の覆土中から検出された。木部は失われているが、下地布の圧痕が観察

されこの上に黒漆さらに朱漆が塗られた様子が観察され、平面的な形状や直線的な立ち上がりの痕跡から

箱状製品の塗膜と考えられる。
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　　　第４章　外部調査
　　
　　内郭部出土資料の自然科学的調査について

　沓名　貴彦（山梨県立博物館）

1　はじめに

　山梨県甲州市の国指定史跡勝沼氏館跡内郭部内の南西部には、土間建物遺構 SB-20 や水溜址 SP-05、そ

の周辺を囲む溝址が発掘調査から確認されている。そして、この SP-05 や周辺の溝址から、表面に二次被

熱による発泡・熔融状態を示し、付着物が認められる土器片（熔融物付着土器）が多量に出土した。

　近年山梨県内では、国指定史跡黒川金山遺跡や国指定史跡中山金山遺跡、武田氏城下町遺跡出土の資料

から同様の資料が確認されている。そして、この土器表面には金や鉱物由来と考えられる重元素等の付着

が自然科学的調査で確認され、金製錬等に使用された土器片であることが報告されている（1）,（2）。

　そこで、勝沼氏館跡内郭部出土の資料についても、その使用内容や出土地付近の役割の推定等、付着物

の詳細な科学調査から新たなる情報が得られると考えられたため、自然科学的調査を実施した（3）。

　以下に、その結果について報告する。

2　調査資料〔写真図版３４下段・３５上段〕

　勝沼氏館跡内郭部出土の熔融物付着土器 113 点のうち、金付着確認資料 49 点

　

3　調査方法

○　顕微鏡による詳細な観察

　実体顕微鏡を用いて土器片表面の詳細な観察を行った。

○　エックス線透過撮影エックス線透過撮影による資料への重元素の付着状態調査

　資料表面への重元素類の付着状況の可視化を目的に、エックス線透過撮影を行った。

・使用装置

　デジタルエックス線撮影システム（エクスロン・インターナショナル（株）製）

・撮影条件

　管電圧：160kV　管電流：4.0mA

○　蛍光エックス線分析による付着元素類の非破壊定性分析

　蛍光エックス線分析による非破壊定性分析を、金粒と確認された部分に対し実施した。

・使用機器

　　エネルギー分散型蛍光エックス線分析装置　SEA5230HTW

　　（エスアイアイ・ナノテクノロジー（株）製）

・分析条件

　　管電圧：50kV　管電流：1000 μ A　照射面積：0.1mm φ　照射時間：60sec　分析環境：大気中

○　エックス線マイクロアナライザー付走査型電子顕微鏡（SEM-EDX）による付着元素類の分布状態調査

　蛍光エックス線分析で得られた情報を元に、特徴的な資料について金粒付着部分の元素分布状態の確認

を、SEM-EDX を用いて観察と元素のマッピング分析を実施し、比較を行った。
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・使用機器

　走査型電子顕微鏡：Quanta600（FEI（株）製）

　エネルギー分散型エックス線マイクロアナライザー：Genesis CDU（アメテック（株）製）

・分析条件

　　加速電圧：30kV　分析環境：30Pa

4　調査結果

○　顕微鏡による詳細な観察〔図１（写真図版２）〕

　実体顕微鏡による観察の結果、資料 49 点で金の付着が確認された。その写真を図 1(1) から (8) に示す。

金粒は、大きいもので直径 0.5mm 程度、小さいものでは直径 20 μ m 以下であった。

○　エックス線透過撮影による資料への重元素の付着状態調査〔図２（写真図版３）〕

　調査事例として、資料 No.24 から No.32 における調査画像を図 2 に示す。図 2(a) は資料写真画像であり、

図 2(b) は同一状態で撮影したエックス線透過画像である。

　土器の胎土を構成する物質は、ケイ素やアルミニウム等の酸化物である。これら物質は軽元素と呼ばれ、

エックス線を透過しやすい。そのため、エックス線透過画像では薄い灰色となる。

　一方、金等の重元素は非常に透過しにくく、胎土部分に比べて黒い影になる。中でも、金は他の物質と

反応しにくく単体で存在し、そして表面張力が強いため粒子状になる。エックス線画像中の特徴的な黒色

点は、この金粒によるものと考えられる。

　また、一部の資料には部分的に影が広がっている。これは、資料表面に何らかの重元素が付着したもの

と見られる。

○　蛍光エックス線分析による付着元素類の非破壊定性分析

　顕微鏡観察等で金粒と確認した部分に対し分析を実施した。金粒は大小に差が大きく、検出された元素

は金粒やその周辺表面に存在する元素である。その結果、全資料において金が検出され、分析からも金粒

と確認した。他に確認された特徴的な元素としては、ビスマスが土器片 7 点から確認され、他にも資料 2

点からテルルを確認した（表 1 参照）。

○　エックス線マイクロアナライザー付走査型電子顕微鏡による付着元素類の分布状態調査〔図３（写真

図版４）・図４（写真図版５）〕

　資料 No.5 と資料 No.31 についてマッピング分析を行った結果を、図 3（資料 No.5）、図 4（資料 No.31）

に示す。図 3 では、金や銀、銅の分布が土器表面に見られるが、図 4 にはビスマスが土器表面に特徴的に

広がっていることを確認した。

5　考察〔図５（写真図版６）〕

　今回、金粒が付着した土器片が限られた地点から大量に出土したことで、その場所付近で金の生産もし

くは加工作業が行われていたことが考えられる。特に土器片が出土した水溜、溝に隣接する土間建物遺構

SB-20 は小鍛冶遺構を伴っており、そこで作業が行われていた可能性が非常に高い。

　また、表 1 に示した土器片に付着した金粒の分析で検出された不純物から分類を行うと、以下となる。

　・タイプ 1・・・金以外ほとんど特徴的な不純物が検出されない。

　　　　　　　　　（表 1 中の資料 No.40,44,47 の 3 点）

　・タイプ 2・・・金以外に銀・銅が検出される。

　　　　　　　　　（資料 No.1 等の合計 39 点）
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　・タイプ 3・・・金・銀・銅以外にビスマスやテルル等が検出される。

　　　　　　　　　（資料 No.21 等の合計 7 点）

　金粒は大小の差が大きく、蛍光エックス線分析を 0.1mm φの範囲で行ったため、検出された元素は金粒

やその周辺表面に存在する元素である。各タイプの代表的な分析データを、図 5 に示した。図 5(a) は資料

No.44、図 5(b) は資料 No.5、図 5(c) は資料 No.31 の各分析データである。

　タイプ 1（図 5(a)）は、ほぼ純金といって良い純度の高いものである。この土器片の用途としては、金

の製錬での使用ではなく、純度の高い砂金の熔解に用いたか、何らかの金の加工で用いた坩堝の破片と考

えられる。その判別はできないが、出土点数の少なさから考えて、金の加工ではなく砂金の熔解に用いた

ものではないだろうか。

　一方、タイプ 2（図 5(b)）は金以外に銀または銅、もしくはその両方を検出したものであり、全資料中

の約 8 割と多数を占める。金、銀、銅は 1B 族の同族元素のため相性が良く、銀や銅が多少に関わらず不

純物として金に含まれることが多い。砂金では、表面付近に含まれる銀や銅は酸化等によって除去される

ため金の純度は高まるが、中心付近になるに従い、含まれる不純物の濃度が高くなることが知られている（4）。

山金と呼ばれる金鉱石からの製錬作業に使用された坩堝の場合、金鉱石中に含まれる他の鉱物由来の元素

が含まれる可能性が考えられるが、他の特徴的な元素は含まれていない。そのため、この土器片は砂金を

熔解するために用いられたか、銀や銅を含む金を加工する際に用いた坩堝の破片と考えられる。また、金

に含まれる銀や銅の定量は行っていないが、土器片に付着の金粒によって含まれる銀や銅の量は様々であ

り、金の加工よりは砂金を熔解する際に用いられたものであろうか。

　タイプ 3（図 5(c)）は、特徴的な不純物としてビスマスやテルル等を検出した資料である。このビスマ

スやテルルは、金鉱石に含まれる不純物と考えられ、金鉱石由来の金が勝沼氏館跡に運ばれたと考えられる。

　これまでに筆者らは、山梨県内で中世に開発された金山である国指定史跡甲斐金山の黒川金山遺跡（甲

州市）、中山金山遺跡（身延町）から出土した土器片に対し、同様の調査を実施している。その結果、黒川

金山出土の金粒付着土器片の中からビスマス等が付着した土器片を確認した（図 5(d) 参照）。地理的条件

からも、黒川金山と勝沼氏館跡は直線距離で約 20km と近いことから、黒川金山で産出した金が勝沼氏館

跡に運ばれた可能性が、この不純物の共通点から考えられた。さらに、黒川金山と勝沼氏館跡を結ぶ線の

周辺地区には、黒川金山から勝沼氏館跡に通じた道の存在に関する伝承が残るとのことであり、今後の調

査が期待される（5）。

　一方、不純物として鉛は検出していない。金銀製錬における重要技術である「灰吹き法」は、鉛を用い

る製錬技術である。この灰吹き法が 1533 年に朝鮮から導入された記録の残る石見銀山遺跡では、銀粒や

鉛が付着した土器片が出土している（6）。しかし、今回の分析で鉛は検出されておらず、灰吹き法は用いら

れていなかったと考えられるが、今後の更なる調査が必要であろう。

　また、タイプ 3 土器片は、不純物がどの工程における付着と見なすかにより、その用途等が異なってくる。

不純物の付着が金製錬の際の付着か、それとも不純物を含む金の熔解もしくは加工の際の付着かの何れか

が考えられるが、その詳細は不明確である。今後のより詳細な調査や、他の資料との比較検討が必要である。

　今回の調査から、勝沼氏館跡内郭部の一区画において金の生産もしくは加工が行われていたことが示さ

れ、使用した金には金鉱石由来のものが含まれることや、金山との関連の可能性についても示唆された。

しかし、ここで用いていた技術やその工程等、作業内容の詳細については、まだ依然として不明確なまま

である。

　今後の更なる調査から勝沼氏館跡における金生産・加工の内容が明らかとなり、そして中世における金

生産・加工に関する活動の実態に迫ることが可能になると考えられる。
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金 銀 銅 ビスマス テルル 鉛
1 +++++ ++ (+)
2 +++++ ++ +
3 +++++ ++ +
4 +++++ ++ +
5 +++++ ++ ++
6 ++++ ++ +
7 ++++ ++ +
8 ++++ ++ +
9 +++++ ++ ++
10 +++++ ++ +
11 ++++ ++ (+)
12 ++++ + +
13 ++++ ++ +
14 +++ + +
15 +++++ ++ +
16 +++ + (+)
17 +++++ + +
18 +++++ ++ +
19 ++++ +++ ++
20 ++++ ++ +
21 +++++ ++ (+) (+)
22 ++++ ++ ++
23 +++++ ++ (+)
24 +++++ ++ + +++
25 +++++ ++ (+)
26 +++ + (+)
27 ++++ +
28 +++ (+)
29 +++ (+) (+)
30 +++++ +++ ++
31 +++++ ++ (+) +++ +
32 +++++ ++ + ++++
33 +++ + + +++++ ++
34 +++ (+)
35 +++ + +
36 ++ (+)
37 ++ +
38 +++ (+) +
39 ++++ ++ ++
40 ++
41 ++ +
42 +++ (+) (+)
43 ++ (+) (+)
44 +++
45 +++ +
46 +++ (+) (+)
47 ++
48 ++ +
49 ++++ ++ +

検出元素資料No.

注：表中の表記は、+++++＞++++＞+++＞++＞+＞(+)の順で該当元素の検出量が高いことを示す。

表１　蛍光エックス線分析による付着元素類の非破壊定性分析
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　　　第５章　内郭部調査の成果

　　第１節　時期変遷
　

内郭部では、複雑に重なり合う遺構群の時期区分のため、中世地山層まで分断する調査を実施した。そ

の結果、少なくとも４面以上の盛土造成を伴う遺構層面が存在すること、この埋め立ては郭内Ａ・Ｂ１・

Ｂ２・Ｄテラスの段差構造の変化と連動したものであることが確認された。時期区分の根拠となる主要な

事項は以下の通りである。〔第１５・４２～４８図〕

１、内郭部北辺土塁は初期層面では、東辺土塁と同規模であったものが、土塁脇側溝ＳＤ１０を設けると

共に、郭内側を削り幅員を狭める改修がおこなわれた。この幅員を狭める改修には、内郭部の東辺と

北辺を護る土塁と堀を二重化し、北辺外土塁ＳＡ０３を設置することにより失われた機能を補強した

行為と連動している。

２、初期段階の門の一つは東辺土塁脇側溝の途切れた中央部に設けられていた可能性が高い。

３、Ａテラスの礎石建物ＳＢ２２・ＳＢ２３は初期層面に伴う遺構で、その上の礎石建物ＳＢ０２・ＳＢ

０３は第２期層面にともなう遺構である。

４、石積水路ＳＤ０１とＳＤ０５は第 2 期層面に伴う遺構で、その改修水路ＳＤ０４からＳＤ０７へと続

く経路は第 3 期層面に伴う遺構である。ＳＤ０４の西に隣接して造られた礎石建物ＳＢ０５は第 3 期

層面に伴う遺構で、その下部と上部に礎石建物が存在していた形跡がみられる。

５、礎石建物ＳＢ０２は半間までは第 2 層面の遺構であるが、北九間はＳＤ０１を埋め立てており、この

九間の設置がＳＤ０７の迂回水路の設置を促し、この水路改修が第３期層面を形成させる要因になっ

た。ＳＢ０２の上にはＳＢ０１、ＳＺ０１などの上層面の遺構がある。

６、Ｂ区の中間土塁ＳＸ１７は初期層面の遺構で、当初はこの施設の東西両側は低く、第 2 期層面以降に

土塁が半分以下に幅員が狭められ、東側の一帯と西側が順次埋め立てられた後、礎石建物ＳＢ０９・

１６や庭園関係遺構が設けられた。

７、礎石建物ＳＢ１２は、縁廂や付随する水路ＳＤ１３に改修の痕跡があり 2 時期に別れ、同一層面に前

身建築の礎石があり、上部には礎石建物ＳＢ０９・１６がある。

８、庭園遺構は、礎石建物ＳＢ０９・１６に隣接して設けられたもので、庭園石組ＳＧ０１、築山状集石

ＳＺ０９、石列ＳＸ３２から構成されており、この並びから北東からの視線を意識して配置された可能

性が高い。

９、北門遺構ＳＸ４５は少なくとも２度の改修があり、最終段階では土塁脇側溝を埋設し通路が設けられ

ており、廃絶段階では石積が崩され通路を閉鎖する処理が行われている。

１０、Ｄ区南半の礎石建物ＳＢ２０一帯では、初期層面に東西水溜ＳＰ０５・水路ＳＤ２６・水路ＳＤ

２９があり、第２期層面に縮小された水溜ＳＰ０５・水路ＳＤ２８・ＳＤ２７・水路ＳＤ２１・礎石

建物ＳＢ２０b・小鍛冶遺構ＳＳ０７があり、第３期層面にＳＤ２２・水路ＳＤ２０・礎石建物ＳＢ

２０a・小鍛冶遺構ＳＳ０６があり、第４期層面に礎石建物ＳＢ１７が設けられている。

１１、初期層面には井戸遺構があるが、第２期層面以降には無く、東郭側から引き水施設を設け、郭内に

は石積水路、水溜などが整備された。

１２、第 2 期層面と第 3 期層面遺構からは瀬戸大窯 1 期の灰釉陶器が多量に検出される。

第１期層面遺構〔第１６図上段〕

　初期層面に伴う遺構は、トレンチなどによる部分調査のため詳細は明らかでないが、東辺と北辺にほぼ

同規模の土塁が、郭内側には土塁脇側溝が設けられていたと考えられる。門は、東辺土塁の中央、土塁脇
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側溝が途切れた部分に、幅の広い東門通路が想定され、北辺土塁の北西端、門遺構ＳＸ４５a も石積間が

かなり広いことから、これが北西門通路ではないかと考えられるが明確ではない。

郭内の段差構造は、郭の北東半が最も高いＡテラス、その南側は若干低くＬ字状の中間土塁ＳＸ１７・

ＳＸ３６を挟み東側Ｂ１テラスと西側Ｂ２テラスに別れ、Ａテラス・Ｂ２テラスの西側はわずかに低いＤ

テラスで、全体は４段構成である。Ａテラスは主要建物域で、中央には礎石建物ＳＢ２２が妻を東門に向

け東西方向で配置されており、規模的にこの建物がこの時期層面の中心建物 ( 主屋 ) であると考えられる。

主屋の西側には半間の縁廂を有す礎石建物ＳＢ２３があり、主屋との間には梁行１間の東西建物ＳＢ１５

がある。Ａテラスの南側Ｂテラスは、Ｌ字状の中間土塁ＳＸ１７・３６により東西に二分され、東側Ｂ１

テラスには、水路と井戸遺構ＳＥ０１、小型礎石建物ＳＢ１３、その西にＬ字状石列ＳＸ２３に画された

区画域があり、区画内より外耳鍋が発見されている。東側Ｂ２テラスには、中間土塁ＳＸ１７の南端に通

路があり、通路を過ぎると正面に板塀、右に曲がると門（ＳＢ１４）があり、その先には、規模構造は明

確でないが礎石建物ＳＢ１２ｃが存在している。Ｄテラスは水路や水溜施設の存在が確認でき、全体とし

てどのような機能を有していたかは明らかではないが、このテラスに北西門が取り付くと考えられる。

ＳＢ２２は、東門に妻を向けた東西棟建物であることから、門と主屋の間が広庭となり、８間５間の規

模から、桁行６間梁行３間の４面に縁廂が付く構造が想定され、南東隅に突出した敷石ＳＺ１２は、台所

と想定されるＢ２テラス側にあることから、退化した中門ではなく、「東山殿屋敷ノ図」では色台、遠侍、「信

玄公屋形図」では奏者間、御弓ノ番所に発達する部分に該当する入り口施設と考えられ、敷石の存在から

土間構造であったと考えられる。ＳＢ２３は、規模構造は明確ではないが半間の縁廂を備えていることか

ら大型建築であり、香炉と考えられる土師質内湾形土器や耳皿を伴っていることから、仏間があった可能

性があり、主の生活建物、「東山殿屋敷ノ図」では対屋、「信玄公屋形図」では看経間を備えた常御座所に

当たる建物と考えられる。両建物の間にある建物ＳＢ１５は、梁間１間という構造と位置関係から渡り廊

下と考えられる。中心建物とＢ２テラスの間に設けられた中間土塁は、山梨県内では１５世紀に滅んだ岩

崎氏館の中央北側に現存する事例があり、「信玄公屋形図」では台所と御裏方広間の間に「此地形高し」と

あり、一乗谷朝倉氏遺跡本館の中心建物ＳＢ１０と台所建物ＳＢ３０の間に石積施設ＳＸ３６などの事例

があり、台所と主屋の間に設けられた防御施設を兼ねた防火壁と考えられる。Ｂ２テラスは井戸ＳＥ０１

や井戸屋的建物ＳＢ１３やその横の区画領域から台所と考えられ、台所であれば、ここに至る通路が、中

心建物に面した東門とは別に、東辺土塁の南端に設けられていた可能性も十分考えられる。ＳＢ１２ｃに

ついては、台所との関係が深く、しかも土塁により守られていることから「東山殿屋敷ノ図」では局間、「信

玄公屋形図」では御裏方広間・御裏方とある婦人の生活建物と考えられる。

　第１期層面遺構群の施設構成は、東門を正門とするならば、「東山殿屋敷ノ図」や「信玄公屋形図」など

の建物の機能分化が進んだ建物棟数が多い館とは比較にならないが、基本的な構成において類似性が認め

られ、かつ郭内に中間土塁を設けるなど、強い在地性も窺える遺構といえる。

第 2 期層面遺構〔第１６図下段〕

　北辺土塁を狭め、新たに土塁脇側溝ＳＤ１０を開削し、郭内を北側に拡幅した時期である。郭内は主要

建物をＡテラスに配置し、中間土塁ＳＸ１７・ＳＸ３６は南北のＳＸ１７の西側半分を残し削平され、Ｂ

１テラスを埋設しＡテラスを南東に拡大している。これにより、郭内の段差構成はＡテラス、Ｂ２テラス、

Ｄテラスの３段構成となる。館の門は北辺土塁の内側に設けられた北西門遺構ＳＸ４５b と、門遺構とし

ては把握できなかったが、郭内の通路構造や幹線水路の受水路ＳＸ１９、及び、内堀の調査成果などから、

土塁南端に東門があったと想定される。

　第２期層面遺構の特色は、井戸を伴わないことで、これに替わり郭外から給水を受け、郭内に供給する

石積水路が整備された点にある。郭内の幹線水系は、東門のＳＸ１９→ＳＤ０５→ＳＤ０１→ＳＤ０６→

ＳＤ０３→ＳＤ２２下部遺構→ＳＤ２８→ＳＤ２７となる。途中には水汲み場水溜ＳＰ０２や、水溜ＳＰ
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０１、水溜ＳＰ０５などの給水・貯水施設が設けられている。

Ａテラスの中心建物は南北棟の礎石建物ＳＢ０３で、その東側ＳＤ０５に近い位置に礎石建物ＳＢ０５

の下層建物が、幹線水路の北側ＳＰ０１とＳＰ０２の間にはＳＢ０６がある。埋め立てが行われＡテラス

と同一平面となったＢ１テラスは、石列ＳＸ０７・ＳＸ４０の区画施設を境として東西で利用が大きく異

なる。東側は、中央に地下室状の石積施設を有するＳＰ０４と倉庫的建物ＳＢ１４、櫓台的遺構ＳＸ２２・

ＳＸ２１が南北に並び、ＳＸ０７に沿い南に下りＳＰ０４とＳＢ１４間を東に進み東辺土塁の東門に至る

通路が想定される。これに対し、中間土塁ＳＸ１７の削り残された土塁との区画施設ＳＸ０７間は、明瞭

な遺構が見出されていない。Ｂ２テラスには敷石通路を備えた礎石建物ＳＢ１２ｂが配置される。Ｄテラ

スは、北西端に門遺構ＳＸ４５a、その内側に広庭遺構ＳＣ０１が設けられ、広庭の東側、Ａテラスとの段

差との中間には土間構造の建物ＳＢ１９が配置され、南側には同じく土間構造の礎石建物ＳＢ２０b が配

置される。

　第 2 期層面以後、内郭内では井戸が検出されなくなる。ほぼ同時期の東郭や東郭外家臣屋敷では深さ２

ｍ以内の井戸が機能していることを考慮すると、内郭の周囲に設けられた深さ３ｍ近い外堀や深さ５ｍ近

い内堀が地下水脈を遮断したためと考えられる。このことは逆に、井戸が機能していた第１層面の段階では、

内堀が深さ２ｍ以内であった可能性を示唆しており、外郭域の調査で検出された館の初期段階の外郭帯内

堀および外堀が深さ 1.5 ｍ以内と幅員に比べ浅い形状であることと一致し、この時期の堀の特色と考えら

れる。外郭域からの内郭に向かう水路は、深沢用水から東郭Ｇ区東辺堀ＳＧＰ０２に入り、ここから水路

ＳＧＤ３４を通じ、東郭Ｈ区の大型水溜ＳＨＰ０１を経由し、東郭Ｃ区の南側に設けられた石積水路から、

内郭東辺外堀ＳＨ０３に設置されていたと考えられる土橋上を通過させ、内郭東辺外土塁ＳＡ０４に設け

られた切り通し通路面下を木樋で通し、内郭東辺内堀に架した木橋の下に付設した木樋を用いて、内堀を

サイホン方式で通し、内郭東南端の水路ＳＸ１９に引き入れたと考えられる。以後の幹線水系は、自然傾

斜に反し一旦北上させ、中心建物の北側を迂回させ、郭の南西方向に流下させる経路がとられており、こ

の迂回の目的は給水を必要とする台所機能が、主要建物の北側に配置されたためであると考えられる。

　ＳＢ０３は、当初は５間３間の身舎に４面縁廂が付いた構造であったと推定され、身舎の内部は桁行方

向で南から２間、２間、１間の居室区分があり、おそらく上段間を備えた第２期層面遺構の中心建物とい

える。台所は、遺構としては明確に出来なかったが、水汲み場ＳＰ０２や水溜ＳＰ０１がある東西幹線水

路ＳＤ０１の北側にあったと考えられ、ＳＢ０３の北側、水路ＳＤ０１とＳＤ０２の造り出す幅 1.2 ｍの

帯状の不自然な空間が、防火壁として設置された築地塀であるなら、その北側、水溜ＳＰ０１の西側から

検出された焼土遺構ＳＳ０２・ＳＳ０３の場所に台所建物が想定され、水路ＳＤ０２の屈曲点と一致する

ＳＢ０３の北東隅の縁廂が途切れた箇所が、この建物の台所空間への出入り口に当たると考えられる。

ＳＢ０５の下層建築については規模構造を明らかにできなかったが、後の第３期層面のＳＢ０５の前身

建物と考えられ、水路ＳＤ０１の北側で検出されたＳＢ０６は礎石が小型であることから土間構造で、水

汲み施設ＳＰ０２の脇であることから、水屋ないし納屋であると考えられる。

第２期層面において、Ｂ１テラスを埋設した理由は、東門を南東隅に移動したことにより、東門への通

路空間の確保と、幹線水路を北上させるためと考えられる。東門への通路の区画施設は石積ＳＸ０７とＳ

Ｘ４０さらに石積ＳＸ２２とＳＸ２１から構成される櫓台的施設で、石積上には遮蔽物が、櫓台的施設の

上には北西門ＳＸ４５a の櫓台と対を成す、東門の監視警備のための櫓が設けられていたと考えられる。

さらにこの通路空間には、半地下室状施設ＳＰ０４、礎石建物ＳＢ１４が設置されている。ＳＢ１４は櫓

台的施設の北側、東門に至る通路に面して配置された中型礎石を用いながらも柱間間隔が狭い礎石建物で、

設置位置からは東門警備の番所、構造からは床張構造でしかも重量物を保管する倉庫的性格が考えられる。

東門通路の遮蔽施設ＳＸ０７と中間土塁ＳＸ１７の残存土塁の間は、建物施設などはないが、雨水排水

施設ＳＤ１６が整備されており、庭石状の粘板岩山石や通路敷石などが散見されことから、ある種の空閑

地で植栽を中心とした庭園的機能を有す空間ではなかったかと考えられる。
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Ｂ２テラスに配置されたＳＢ１２ｂは、西側に敷石通路を備えた、３間２間の身舎に３面縁廂を付した

構造で、南縁廂が広いことから広縁を備え、広縁の南西隅を入口とした建物と考えられる。規模的には小

さいが、雨水排水路を備えており、中心建物に次ぐ建物として、接客用に供された建物と考えられ、第２

期層面遺構を特色付ける建物の一つである。

北西門遺構ＳＸ４５a は、門柱礎石の郭内両側に櫓台的石積があり、櫓と櫓の間に門を設けた構造が想定

され、門の北側、土塁脇側溝ＳＤ１１には木橋が掛けられていたと考えられる。なお、ＳＸ４５a の東側

櫓台石積から広庭に向かい、築地塀の痕跡と思われる粘質土が南北に検出されており、門から直に東に向

かう行為を規制するとともに、東側にある通路、おそらく台所に向かう通路の存在を隠そうとしていたと

考えられる。

広庭ＳＣ０１は東に石列ＳＸ７１と南に石列ＳＸ５２があり、両石列とも上面が平らに整えられている

ことから、板塀により画されていたと考えられる。この石列は広庭側が高く設えられおり、南側のＳＸ

５２には排水溝まであることから、広庭内に雨水排水が流れ込まないように配慮していたと考えられ、さ

らに南側のＳＸ５２とＳＸ５３との関係から広庭の区画塀のさらに郭内側には幅 1.8 ｍの広場外周通路が

設けられていたと考えられる。広庭ＳＣ０１を囲む板塀には、中心建物に向かうＳＢ１８のような門があ

ったと考えられるが、遺構として確認するまでには至らなかった。なお、広庭から主屋に至る手前には規

模構造は明確でないが土間構造の礎石建物ＳＢ１９が存在しており、警備のための番所があったと考えら

れる。また広庭の南側は広庭周回通路から分岐し、通路縁石ＳＸ６７を備えた通路を通り、礎石建物ＳＢ

２０ｂに至る。この建物について上部遺構のＳＢ２０a と同規模構造と考えられ、土間構造で東側と南に

水路があり、さらに東側には水溜ＳＰ０５が設けられており、建物内に炉遺構ＳＳ０７があることから、

金属加工工房建物と考えられる。この施設の南側は、南西端にあったと想定される太鼓櫓との間は空閑地

となっており、「東山殿屋敷ノ図」のアヅチとある空間に対応する可能性が考えられる。

第 3 期層面遺構〔第１７図上段〕

　第３期層面遺構の段差構造は、基本的に第２期層面と同じである。第 3 期層面を形成する要因は、南北

9 間半に及ぶ中心建物ＳＢ０２の設置にある。これに伴い、幹線水路をより高い北側に迂回せざるを得な

くなり、水溜ＳＰ０１やＳＰ０２や台所、礎石建物ＳＢ０６なども埋め、水系全体を嵩上げし、ＳＤ０４

→ＳＤ０７→ＳＤ０９→ＳＤ０３→ＳＤ２２→ＳＤ２１の新経路が設置され、水系の嵩上げと共に、水路

の周辺の盛土と建物の改築が行われた結果、第 3 期層面が形成されたと考えられる。水路の嵩上げ当初は、

ＳＤ０４の接続状況から郭内受水点は、東門水路ＳＸ１９をそのまま利用したと考えられるが、ある段階

で旧水路ＳＤ０５と重なる地点の南側水路を除去し、給水点を変更した形跡が見られる。新たな給水場所

として考えられるのはＳＤ０４東側脇に設置された内部に砂礫堆積が見られた石組み施設ＳＸ０４である。

ただこの施設は水路ではなく、受水枡であり、これに給水するには東辺土塁を横断する樋の存在を考えざ

るを得ず、このような給水施設が整備できたのかは、今後の検討課題とせざるを得ない。幹線水系の大規

模な変更により影響を受けたのは、Ａテラスでは東西水路ＳＤ０１の北側、台所関係施設と南北水路ＳＤ

０５に近いＳＢ０５下層建物で、Ｄテラスでは金属加工工房ＳＢ２０ｂ周辺である。

第３層面遺構の中心建物はＳＢ０２である。ただし、この建物には身舎の途中に半間空間があり、不自

然な状況がみられる。この半間以南では東西幹線水路ＳＤ０１との競合関係は無く、建物南縁も前身建築

ＳＤ０３の身舎と揃えていることから、この建築は当初、中心建物施設の充実のため、ＳＢ０３に加え、

新たにＳＢ０２、ＳＢ０８と渡り施設を間に入れ増築し、一群の建物としたのではないかと考えられる。

この半間以南の時期をＳＢ０２ｂとする。ＳＢ０２ｂの設置に伴い、ＳＢ０３からは西と南の縁廂が除去

され、ＳＢ０３は生活中心の建物となったと考えられる。ＳＢ０２ｂは、梁間３間で南端に広縁があり、

北に向かい２間、２間、１間の室内区分が想定され、「匠明」の「昔六間七間ノ主殿之図」の中門側の梁間

３間の縦列居室区分と類似性が求められ、匠明の図に似た園城寺光浄院客殿の居室名を当てると、｢広縁｣「次
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の間」「上座の間」「上段」となり、上段の背後の半間は、縁廂であるが「床」とか「違い棚」の空間が設

けられていたとも考えられ、極めて政治性が強い建物と言える。身舎の梁間３間幅は、山梨市窪八幡神社

の弘治三年（1557）に建立された拝殿、天文五年の若宮社拝殿、室町時代末期の甲州市熊野神社拝殿など

に採用されている。窪八幡神社拝殿は、桁行 11 間梁行３間の長大な建物であるが、中央間を挟み南北で柱

間間隔が異なっている。とくに南側５間部分は、柱間間隔がＳＢ０２と近い数値を示し、南端に一段下が

った広縁があるなど通常の拝殿とは異なる特質を有しており、武家住宅との共通性を強く意識して建立さ

れた可能性があり、礎石建物ＳＢ０２の上部構造を知る上で参考となると考えられる。またＳＢ０２ｂと

ＳＢ０３の南側に造られたＳＢ０８は２間四方の小規模建築にもかかわらず、中型礎石を用い、建物方位

および柱間間隔はＳＢ０２と合わせており、建物の南側に広がる空間を庭として利用していたとするなら、

一乗谷朝倉氏遺跡本館の中心建物ＳＢ１０と庭園ＳＧ２０との間に設けられた２間四方のＳＢ１１が近い

性格の建物で、茶席等の小型の接客用建物ではないかと考えられる。

中心建物施設が整えられてからしばらくして、何らかの理由でＳＢ０２ｂの北側に３間四方の九間を増

設する必要性が生じ、これに伴い幹線水系の付け替えと、水路の嵩上げに伴い水系に近い施設の改修が行

われた。最も大きく変化したのは、主屋北側の台所関係遺構で、水溜ＳＰ０１、水汲み場ＳＰ０２、礎石

建物ＳＢ０６は埋設され、新たにＳＢ０６の上層から検出された焼土遺構ＳＳ０１付近に台所が移設され

たと想定される。

また、水路ＳＤ０５からＳＤ０４に付け替えられた中心建物の東側ではＳＢ０５下層建物が改修対象と

なり、これに替わり南東に移動するようにＳＢ０５が設けられた。ＳＢ０５は、東辺土塁に近いにもかか

わらず、中心建物群と方位を合わせており、ＳＢ０３と向かい合うような配置から、館主にとって極めて

重要な建物であることを示している。この建物の特質は、桁行柱間が住宅建築に比べ狭く、梁間は逆に広

い柱配置が採用されていること、水汲み場ＳＰ０２や台所に近い位置関係にあること、主人の生活建物に

近い位置関係にあること、南側に近接して飼料保管施設とも考えられる半地下室ＳＰ０４があること、裏

門 ( 東門 ) への通路空間が確保されていることなどが挙げられ、「匠明」の「東山殿屋敷ノ図」の台所脇の

内厩「拾三間厩」や、一乗谷朝倉氏遺跡本館第２群建物の厩と想定されているＳＢ３４などとの共通性を

窺うことができ、厩と判断される。おそらく第２期層面の前身建築もこの建物と同じ性格の建物であった

と考えられる。

東門に至る通路領域では大きな変化は起こらなかったと考えられるが、Ｂ２テラスの接客建物ＳＢ１２

ｂは、南から東に屈曲する水路ＳＤ１３が埋められ、縁廂の改修が行われているが、身舎部分は第２期層

面の建物をそのまま引き継いだと考えられる。

水系から離れた、Ｄテラス北西門とその周辺域では、この改修に伴う変化は少なかったと考えられるが、

水路の高低差が大きくなる南半域では金属加工工房ＳＢ２０ｂ一帯で変更が行われた。大きな変化は建物

の東側から南側へ流れた水路を、北側から西側へと移し替え、これに伴い金属加工工房建物は、北側の水

路に軸線をあわせるようにＳＢ２０a として造りかえられた。

第 4 期層面遺構〔第１７図下段〕

　第 4 期層面は、最上層遺構で表土直下であったためか撹乱が著しい。このため、遺構の全体像は必ずし

も明確にはなっていないが、第 3 期層面と比較したとき、Ｂ２テラスを埋設しこの空間に庭園を設けＡテ

ラスと一体化し、全体として郭内がＡテラスとＤテラスの２段構成となる。

Ａテラスは、中心建物領域として継承されていたと考えられるが、第３期層面の中心建物群の上部から

は、礎石状の平石を含む石材が散乱しているものの、規則的に配置された大型建築の礎石を見出すことが

できなかった。逆に、中心から外れた位置では礎石建物ＳＢ０１、ＳＢ０７、ＳＢ０５上層遺構など建物

の礎石が据えられた状態で検出され、その周辺には白色花崗岩小石を選んで敷設された敷石遺構ＳＺ０１

やＳＺ０８などが検出されており、郭内全体からみると、ＳＢ０９・１６建物でも縁廂の礎石は残るが身

舎部分の礎石が失われており、郭内の端にあるＳＢ１０やＳＢ１７などの付属建物の礎石は比較的良く残
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されており、最上層遺構であることから撹乱を受け易いと考えられるが、ある種選択的に建物の破却撤去

行為が行われた可能性も十分考えられる。北門遺構ＳＸ４５aの通路が石材により埋め尽くされていたのも、

この一連の破却行為ではないかと判断される。

Ａテラスの南側では、東門に至る通路周辺施設が埋設され、土塁脇側溝ＳＤ１２も完全に埋設され、こ

の上部に建物ＳＢ１０が配置される。旧Ｂ２テラスでは、中間土塁ＳＸ１７残存部も削平され、抜き取っ

た石材を利用して庭園石組ＳＧ０１や築山状施設ＳＺ０９、石列ＳＸ３２など庭園関係遺構と大型建築Ｓ

Ｂ０９・１６が配置される。Ｄテラスでは、北辺土塁脇側溝は埋設され、上に門外通路縁石が設置され、

広庭も区画施設は明瞭でなくなるが、新たに中門遺構ＳＢ１８が設置され、中心建物との間には敷石ＳＺ

１４が施されている。広庭の南側には、工房施設に替わり、縁廂を備えたＳＢ１７が設置されている。郭

内に張り巡らされた水路は、ほとんど痕跡を留めておらず、水系が整備されていたかも確認できない状況

である。

　ＳＢ０１は柱間間隔が狭く、すぐ北側に敷石ＳＺ０１があることから、建物の縁廂あるいは玄関などの

一部ではないかと考えられる。ＳＢ０７は２間１間の規模で確認されたが、前段階では厩が配置されてい

た場所に近いことから、厩建物の一部ではないかと推定される。東門脇にあるＳＢ１０は、４面に半間の

縁廂を有しているが、身舎は梁間１間でその半間の位置に礎石を備えており、梁間は狭いが礎石は中型規

模を用いていることなど、前段階の礎石建物ＳＢ１４との共通性がみとめられ、倉庫的建物ではないかと

考えられるが、桁行が長く縁廂を備えていること、東門に脇であることなどを考慮すると、番所機能も備

えた倉庫建物ではないかと考えられる。

　ＳＢ０９・１６は庭園遺構ＳＧ０１に隣接して建てられた建物で、東西に半間の縁廂があり、西側縁廂

の礎石間には粘板岩河原石が敷き詰められており、東側縁廂の庭園遺構ＳＧ０１に近い礎石の２間分が庭

石組と同じ粘板岩平石を用いている。身舎部分の礎石はほとんど抜き取られており、居室区分などは明ら

かでないが、身舎の梁間４間構造は東京都八王子城御主殿の庭園遺構ＳＧ０１の南側にある礎石建物ＳＢ

０１や、岐阜県江間氏城館跡下館跡の園池の北側に隣接した礎石建物ＳＢ０６や、熊本県隈部館跡の庭園

跡の西側に隣接した礎石建物２など、庭園との関係を有す接客建物に見られる梁間であり、この建物も同

様な性格の建物であったと考えられる。

　庭園関係施設は、園池を伴わない庭園であり、石組ＳＧ０１、築山状施設ＳＤ０９、石列ＳＸ３２が北

東から南東の軸線で配置されており、北東方向から眺めたとき、これらの施設は立体感を生じると考えられ、

おそらく想定される中心建物からの眺望を重視した庭園構成ではないかと考えられる。

　ＳＢ１７は、３面に半間の縁廂が付く建物で、４間２間の身舎は床張構造であったと考えられ、前代の

金属加工工房ＳＢ２０などとは異なる性格の建物であり、第２、第３期層面で番所と施設があったＳＢ

１９付近は敷石ＳＺ１４が覆い通路となっており、より広庭に近づいて配置された状況からＳＢ１９に替

わる番所的建物と考えられる。

　ＳＢ１８は、広庭に面して建てられた方１間の建物で、西側礎石が小さいこと、前代の広庭区画施設の

直上から検出されたことなどから門遺構と考えられ、本来何らかの区画施設が門に伴っていたと考えられ

るが、明確にすることができなかった。

　北西門ＳＸ４５a は、基本的に前代のものを引き継いでいると考えられるが、土塁脇側溝は、東辺土塁

のＳＤ１２と同様埋設され、その上に通路縁石（耳石）が配列されており、このような状況では門を通過

しなくても郭内に入ることができることから、防御施設としての門の役割はすでに無くなっていたと考え

られる。

　以上４層面の遺構は、第 1 期層面遺構と第 2 期層面以後では門の位置、建物配置が大きく異なっており、

第 2 期層面遺構と第３期層面遺構は、中心建物の連続性、その他の遺構の継承性も強い関係にあり、第４

期層面遺構は、第３期面遺構の施設配置を継承していると考えられるが、庭園関係施設の整備など、接客

機能に重点が置かれるなど館の性格に変化が見られる。このような状況から、第 1 期層面遺構を第 1 期遺構、
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第 2 期層面遺構を第 2 Ａ期遺構、第 3 期層面遺構を第 2 Ｂ期遺構、第 4 層面遺構を第 3 期遺構とし、大き

く３期に時期区分することが内郭部の時期変遷としては適当ではないかと考えられる。

遺構層面 時期区分
第４層面 第3期 ＳＢ17 SZ09 SG01 SB09・16 SZ13 SB01 SZ01

↑ ↑ ↑ ↑ ↑
第３層面 第２Ｂ期 SD20 SB20Ａ SD22 SB12Ａ SB02

↑ ↑ ↑ ↑
第２層面 第２Ａ期 SB20Ｂ SD27 SD28 SD14 SD16 SB12Ｂ SD13 SP03 SB03 SD01

↑ ↑ ↑ ↑
第１層面 第1期 SD29 SB11 SX17 ＳＢ12Ｃ SB22 SZ12

遺構層面 時期区分
第４層面 第3期 SB07 SX45A

↑ ↑ ↑ ↑ ↑
第３層面 第２Ｂ期 SD04 SB05 SX04 SX45A

↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑
第２層面 第２Ａ期 SP01 SB06 SP02 SX19 SB14 SX21 SD10 SA02A SX45A

↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑
第１層面 第1期 SX39 SD10Ｂ SA01 SA02B SX45BSD12

SB10

SD07

SD05

第１５図　内郭遺構重複関係図
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　　第 2節　遺物

　内郭部の出土遺物の中で、最も多いのは土師質皿である、ほぼ同じ面積を調査した外郭域では、全体の

９/ １０以上残存している個体数は 67 点、内郭部では 81 点でそのほとんどが中心建物域から検出されて

いる。発見された多くの土師質皿には油煙、煤の付着があり、灯明皿の大量使用が内郭部の特色といえる。

これは内郭部建築に見られる政治的機能と接客機能の一端を反映したものと考えられる。さらに、土師質

土器の内湾形や耳皿は外郭域ではまったく検出されなかった形態であり、生活の中心施設とその付属施設

の違いを示す指標となる遺物になる可能性がある。逆に陶磁器類では実測可能個体数で比較すると外郭域

では舶載陶磁器 47 点、国産陶器 52 点、内郭部では舶載陶磁器 16 点、国産陶器 18 点と少ない。ところ

が内郭部から検出された舶載陶磁器は少ないながらも所謂袋物、酒海壺に代表される威信財的遺物が多く

を占めており、国産陶器では常滑焼の甕類の口縁部破片が一点も見出されないなど違いを見出すことがで

きる。また、外郭域では漆継ぎ資料が多く見出されたが、内郭部では瀬戸大窯１期の大型丸皿の１資料の

みであり、このような点を考慮すると、本来内郭部でも多くの舶載陶磁器や国産陶器が使用されていたが、

破損したものは郭外に搬出し処分され、修復可能なものは外郭域で再生利用され、さらに各時期の改修、

廃絶段階で破損していないものは郭外へ持ち出された結果として、内郭部での陶磁器類出土が極端に少な

い現象が起こったと考えられる。なお、瀬戸大窯 1 期については、消費地と生産地の関係で存続年代につ

いて議論がおこなわれているが、勝沼氏館跡内郭部でも瀬戸大窯製品の殆どが大窯 1 期の製品であり、大

窯２・３期の資料は少ないが無いわけではなく、またこの前段階の古瀬戸後Ⅳ期の資料も決して多いとは

言えない。むしろ大窯１期の資料が異常に多いとも考えられ、何らかの理由で今日のヒット商品に近い状

況で、大量生産と大量流通が起こり、その反動として大窯２期以降の製品の導入が控えられる現象が起こ

ったとも考えられる。土師質土器や陶磁器類では内郭と外郭域で差異を見出すことができるが、雑器であ

る瓦質土器に関しては余り差異が無く、これは雑器が、日常生活の根底に深く関わっているためと考えら

れる。雑器のなかでも瓦質鍋Ａ類「皿形縁折外耳鍋」は、内郭部第１期遺構に伴うもので、外郭域では第

２期までこれから変化した瓦質鍋Ｂ類が存在する、極めて在地性が強い鍋で、外郭域では第３Ａ期段階で

砂粒を多く含んだ筒型内耳鍋と入れ替わる。山梨県の中世の鍋は、13 世紀から 14 世紀前半に、南アルプ

ス市大師東田保遺跡や笛吹市西田町遺跡から、丸底で口部に釣り紐孔を有す甕型の鍋が検出されており、

15 世紀前半ごろより信濃に近い北巨摩から中巨摩地方で筒型内耳鍋が見られるようになり、15 世紀後半

では国中中央まで波及したと考えられている。「皿形縁折外耳鍋」は 15 世紀から 16 世紀前葉に位置付く

と考えられ甲州市岩崎氏館跡や甲府市武田氏館跡などでしかその存在が確認されていないが、15 世紀の国

中地域を西と東で 2 分する分布圏を形成していた可能性があり、この時期の甲州の動向を示す目安となる

資料と考えられる。

　内郭部変遷時期については、第 1 期についてはこの遺構に伴う陶磁器類が見出されなかったことから明

確ではないが、瀬戸大窯 1 期の遺物を伴わないことは明確で、数少ない陶磁器から類推すると古瀬戸後Ⅳ

期、15 世紀代の遺構ではないかと考えられる。第 2 期は瀬戸大窯１期の遺物を伴う時期で、上限は 15 世

紀の末頃、下限は第 3 期遺構まで含め、瀬戸大窯 2 ～ 3 期の遺物が僅かに見られ、遺構面を覆う表土層中

からは瀬戸連房窯１・２小期以後の遺物が連続的に見られることからこれ以前で 16 世紀後半と推定され、

概ね外郭域で設定された時期区分と対応すると考えられる。
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　　　第 6章　東郭 C区の調査と成果

　　第 1節　遺構〔第１８図〕

（１）堀

SH ０３　調査区西端から外堀が想定される箇所に２本のトレンチを入れたところ、幅員 9.6 ｍ深さ 3.4 ｍ

の逆台形状の内郭部外堀を確認することができた。堀の内部は粘土と砂の堆積層が見られ、底部付近から

は植物遺存体を確認することができ、この堀には水が溜まっていたと考えられ、堀の南端は日川に面した

断崖であることから、調査地点より南側に土橋が存在していると考えられる。なお、敷石遺構 SCZ ０１は

堀の想定線上に位置していることから、ある段階で堀は埋設された可能性が考えられる。

（２）水路遺構　

SCD ０１　調査区の南端で検出されたクランク状の石積水路遺構。石積の一部は下部遺構の水溜 SCP ０２

の石積を利用して築かれており、調査区外から一旦北流し、屈曲し西に流れを変え、５ｍまでは確認する

ことができた。そのまま西流すると内郭内堀の東門木橋下の木樋の位置に進むと考えられる。

SCD ０２　調査区中央部で検出された L 字状に屈曲する石積水路。東西部分は 18.5 ｍ、南北部分は 8.5 ｍ

確認された。幅員は 0.75 ｍと内郭部で確認された水路の最大のものに匹敵する。東から北へ向かう水路で、

東側には H 区の水溜 SHP ０１があり、これより流下していた可能性が考えられるが、水路底部に砂礫や鉄

分の堆積が少なく長期にわたり使用されたものではない。

（３）水溜遺構

SCP ０１　調査区南端で検出された石積水溜遺構。石積は北東隅部分のみ残存していた。底部の掘り込み

から東西 4.5 ｍ南北 3.3 ｍの規模であったと考えられる。

SCP ０２　調査区最南端で検出された石積水溜遺構。石積は北辺と東辺に残存していた。底部の掘り込み

から東西 3.5 ｍ南北 2.0 ｍの規模と推定される。本来、水路の途中に築かれた水溜であったと考えられるが、

ある段階で水溜機能を取りやめ、水路 SCD01 への改修が行われている。

（４）石積遺構

SCX ０２　調査区最南端で検出されたクランク状の石積遺構。南北部分の長さが SCP ０２の南北幅と一致

していることから、当初水溜 SCP02 はこの遺構まであった可能性が考えられる。

SCX ０３　調査区の中央南半部分から検出された L 字状の石積。L 字の内側に石材が散乱していることから、

あるいは水溜遺構の一部ではないかとも考えられる。

（５）敷石遺構

SCZ ０１・０２　調査区北西端で見出された粘板岩川原石を敷き詰めた遺構。遺構は内郭外堀上に位置し

ていることから、堀を埋設後設置された SCZ ０２と一群を成す通路ないし広庭の敷石と考えられる。一体

のものであったとすると、東西 3.8 ｍ南北 3.8 ｍに及んでいたと考えられる。

（６）焼土遺構

調査区中央付近から４箇所焼土が検出されているが、遺構との関係は明確でない。
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　　第２節　遺物〔第８３図〕

土師質皿　第８３図１～６は土師質皿で、内郭部の B 類に当たる中皿と小皿で、１には油煙の付着が見ら

れる。

瓦質土器　第８３図７は瓦質鍋Ａ類「皿型縁折外耳鍋」で全体の半分近くが残存しており、吊手の取り付

け箇所が２箇所である可能性が窺える。

染付磁器　第８３図８は染付丸皿で、高台は三角で外面は無紋、内面見込み２重圏の中にやや濃い青で草

花紋を描く ( 染付皿 E 群か )。この他、見込み部に片切技法で紋を描き、胎部に菊花状に鎬を施した大皿な

いし盤の底部破片が検出されている。

鉄製品　第８３図９・10 は角釘である。

銭貨　　第８３図 11 は治平元宝の可能性がある銭貨である。

　　第３節　調査の成果

　C 区は、内郭部の保存のため、急遽移転先として調査を進めた地区であるが、調査区南半域では、ＳＣ

Ｄ０１とＳＣＤ０１の二系統の石積水路の水路が確認された。石積護岸の水路は、県立ワインセンター取

り付け道路以北の外郭域調査で検出された水路がすべて素掘りであることと対照的であり、Ｃ区の水路は

内郭部と同じ扱いを受けていたことが分かる。この要因はＣ区の東隣Ｈ区で検出された大型石積水溜ＳＨ

Ｐ０１の内部に多量の粘土の堆積が見られたことから、この水溜は沈殿槽の役割を担っていたと考えられ、

浄水処理がおこなわれた水を内郭部に供給する中間地帯にあたるＣ区の水路は石積水路として構築された

と考えられる。時期については、東門から受水し内郭部で水路が整備された第 2 Ａ期に対応するのがＣ区

南端のＳＣＤ０１の水系、内郭部水系を嵩上げし、東門土塁の中央付近から受水するようになったことに

対応するのがＳＣＤ０２の水系ではないかと考えられる。

　調査区北半では、東郭 G 地区で内郭外堀を埋め立てて築かれた東郭屋敷の南端、あるいは正門に当たる

敷石が検出されており、敷石の利用など中心建物は掘立柱建築であるがかなり重要な位置にある人物の屋

敷であったことを示す可能性が考えられるとともに、16 世紀後半の染付皿からこの建物の年代を推察する

ことができる。内郭外堀はその規模が確定し、内郭内堀より一回り小さい規模であったこと、日川の断崖

に近い位置に土橋が存在していることを示唆する粘土堆積が確認されたことなど調査成果が得られたが、

後に実施された外郭域の調査成果から検討すると、調査区中央部の焼土が検出された付近では、掘立柱構

造の建築の存在の有無、石積遺構群の下層の第 1 期関係の遺構の調査を行う必要があったことが分かり、

県立ワインセンターの建物建設に伴い破壊された部分を除き将来敷地の再調査を行う必要がある。また出

土遺物では、内郭部第 1 期段階の瓦質鍋Ａ類が発見されており、第 1 期の外郭帯内の生活遺物である可能

性があり、外郭帯の性格を示す資料と理解でき、染付皿は館の最終期を示す資料と考えられる。
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第２０図　内郭部遺構図位置図
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桁行 梁行 総長 柱間 総長 柱間
ＳＢ０１ 中・小 2 2 2.64 1.34 2.64 1.34 ４
ＳＢ０２a 大・中 南北 5 3 9.10 1.82 5.49 1.83 1.71 1.71 2.00 0.91 ３
ＳＢ０２ｂ 大・中 南北 ８半 3 15.47 1.82 5.49 1.83 1.71 1.71 2.00 ３
ＳＢ０３ 大・中 南北 6 3 10.86 1.81 5.45 1.81 1.54 ２～３
ＳＢ０５ 中・小 南北 5 3 9.00 1.80 5.52 1.84 ３
ＳＢ０６ 小 2 2 3.64 1.82 3.64 1.82 ２
ＳＢ０７ 中・小 東西 1 1 3.71 3.71 1.83 1.81 ４
ＳＢ０８ 中 2 2 3.66 1.83 3.66 1.83 ２～３
ＳＢ０９・１６ 大・中・小 南北 7 4 12.74 1.82 7.24 1.81 0.91 0.56 ４
ＳＢ１０ 中・小 南北 4 2 7.20 1.80 1.80 1.80 0.90 0.90 0.90 0.90 ４
ＳＢ１１ 中 南北 4 2 7.28 1.82 3.64 1.82 １
ＳＢ１２a 中・小 南北 3 2 5.46 1.82 3.64 1.82 1.95 (1.95) 2.50 ２
ＳＢ１２b 中・小 南北 3 2 5.46 1.82 3.64 1.82 1.71 (1.71) 2.15 ３
ＳＢ１３ 小 南北？ 1 1 1.80 1.80 1.80 1.80 0.90 0.90 １
ＳＢ１４ 中 東西 3 2 4.50 1.50 2.24 1.12 ２～３
ＳＢ１５ 中 東西 2 1 3.62 1.81 1.81 1.81 １
ＳＢ１７ 中・小 東西 4 2 7.28 1.82 3.64 1.82 0.91 0.91 0.91 ４
ＳＢ１８ 中・小 南北？ 1 1 1.80 1.80 1.67 1.67 ２～３
ＳＢ１９ 中 ？ ？ ？ ２～３
ＳＢ２０a 中 東西 4 2 8.67 2.17 5.60 2.80 ３
ＳＢ２０ｂ 中 東西 4 2 8.67 2.17 5.60 2.80 ２
ＳＢ２１ 小 東西 4 3.60 ２～３
ＳＢ２２ 中 東西 8 5 14.56 1.82 9.10 1.82
ＳＢ２３ 中 東西？ 4 ? 7.36 1.84 ? ? 0.92 １

遺構番号
縁廂（ｍ）

時期
層面西 南 北

身舎規模

間数規模使用礎石 棟方向 梁行(ｍ）桁行(ｍ）
東

１

第１表　内郭部建物一覧表
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第６０図　土師質土器（２）



―97―

34 35 36

37

38

39

40

41

42

43
44

45

46

47 48

49
50 51

第６１図　土師質土器（３）



―98―

52

53

54

55
56

57
58 59

60 61

62

63

64
65

66
67

68

第６２図　土師質土器（４）



―99―

69

70

71

72
73 74

75

76

77

78
79

80

81
82

83

84

85

86
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　　　第７章　特別論考

　　第１節　勝沼氏館跡の工房跡と史的意義
萩原　三雄　　　　　

１　工房跡の性格

　金が付着した土器を多量に出土した本館跡のＳＢ－ 20 建物跡と水溜跡などは、金に関わる工房であっ

たことはほぼ確実である。館内の内郭部の一画に存在し、他の建物に比べて柱間が大きく、土間構造であり、

炉をもっている。しかも溝をめぐらしながら近辺に水溜も設置するなど、火を常に利用しなければならな

い施設として周到な備えをもったものである。

　この建物の中で、それでは何が作られていたのだろうか。現在これらの遺構群は保存整備の関係上、す

べて地中に埋もれており、改めて詳細な分析はできないが、これだけの条件が備わっていることから、金

に関係した製精錬のための施設か、何らかの金製品の製作施設と見ることができる。とうぜん両者を兼ね

備えたものであったことも否定しえない。この金工房跡の性格を明らかにするためには、これらのいずれ

かの作業が行われていたのかを見極める必要があるが、現段階では十分な史資料に恵まれてはおらず、明

快な結論は得にくいが、推論はでき得よう。

　たとえば、この工房施設や炉の周辺からは、金が付着した土器以外には何も検出されていないのが気に

なる点である。金製品などの製作に関わっていた施設とすれば、製作道具や金などの残欠が多少でも残さ

れていよう。工房施設はしっかりしているのに対して、炉と道具類の構成は単純である。ここで行われた

作業工程はそれほど複雑でないことを示唆しているのであろうか。このような条件に適うとすれば、金精

錬のための施設が考えられるし、その工程のなかで可能な製品の製作程度の施設ということになろう。

　しかし、この工房の大きさは何を物語っているのだろうか。単に炉を使うのみの作業工程に留まってい

た施設とすると、これだけの規模は必要ないはずである。工房の建物は、4 間× 2 間でかなり大きく、全

体が土間構造である。しかも、炉の位置は中央でなく、建物内部の東側に偏っている。そのために建物内

の西側部分は広い空間となっており、この空間を利用して何らかの作業が行われていたことを想定しえよ

う。

　炉を使った製精錬を行い、それを受けて関連した作業を行っていた。こうした作業工程が浮かびあがっ

てこよう。

２　黒川金山遺跡と勝沼氏館跡と甲府城下町遺跡における技術システム

　金が付着した土器は、本館跡のほか黒川金山遺跡や甲府城下町遺跡でも確認されていることがすでに報

告されており、金製錬等の実態解明のための資料が整いつつある。金鉱石の採掘域である黒川金山や、甲

府城下町において確認された資料群は、まさに生産地から消費地に至るまでの金精錬ないし金製品等の製

作に関わる技術やその流れを良好に語るものであり、戦国期の金生産等の一連のシステムの解明のために

きわめて重要な資料群となっている。

　それぞれの遺跡で注目すべき遺物は、金の付着した土器である。素焼きのいわゆるかわらけと呼ばれる

土器で、しかもいずれも小型である。これらの遺跡から出土しているかわらけについては、１０数センチ

ほどの口径を有する大型のかわらけから７cm 程度の小型のものがあり、金に関わったかわらけは小型であ

ることが共通している。小型でなければならない理由があるということになろう。

　素焼きの土器が使われていることにも、留意する必要がある。甲府城下町遺跡ではわずか１点だが陶磁

器に金粒が付着して検出されているが、他はすべて素焼きの土器である。炉上などで高熱を扱うために、

素焼きでなければならなかったからであろう。
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　それでは、黒川金山遺跡などの各遺跡ではどのような作業工程が行われていたのだろうか。そこで金付

着土器はどのような役割を果たしていたのだろうか。

　黒川金山遺跡は金鉱石の採掘場所であり、金鉱石の粉成（こなし）の場でもある。ここで金鉱石が細か

く粉砕され金の採取が行われていたことは確実となっている。たとえば湯之奥金山遺跡などでは金鉱石の

粉成後に生じるユリカスが大量に確認されており、また黒川金山で多数出土している鉱山臼などをみると、

金山遺跡内で相当ていねいな粉砕が行われていたことがわかる。かわらけを使用した作業工程は、この次

の段階である。黒川や湯之奥の両金山遺跡では確実な炉などの施設が確認されていないために、具体的な

作業工程はわからないが、高熱に溶けた状態の土器などをみるとかなり高い温度を要した作業が行われて

いたことは確実である。そうすると、粉成され微粉化された金に高熱を加えて、不純物を取り除くなどの

技術的工程が行われていた可能性が高い。ただし、それ以後の作業工程、たとえば、戦国期に通用してい

たとされる碁石金等の製作などが行われていたかどうか、現段階では不明である。

　甲府城下町遺跡の金粒付着土器が発見された地点は、商職人などの居住地と推定される場所である。城

下町というまさに戦国期最大の消費地内での金関係の作業工程は、おそらく金製品などの加工が主体とな

ったのだろう。扱っていた具体的な中身は不明であるが、都市の需要に応じたさまざまな製品の製作など

が行われていたとみておきたい。

　さて、それでは勝沼氏館内ではいったい何が行われていたのだろうか。館内のしかも中核部での作業で

あり、各種の金製品の製作場所とは考えがたい。十二分に検証されてはいないが、さまざまな製作に必要

な道具やそういう工程のなかで生じる残滓もほとんどない。ユリカスなどの粉成後の滓もない。しかし、

炉を有した工房を建て、周囲に用水路や水溜などの施設を設け、火に対する注意も怠っていない様子である。

金鉱石採掘場所の黒川金山とは明らかに違う、おそらくそれより一歩進んだ作業工程が行われていたとみ

るべきであり、いっぽう都市場ともやや異にする製作場であったとすべきである。それではいったいどの

ような技術を駆使して何を製作していたのかということになろうが、現段階ではこれ以上の議論は推論の

域から出なく、後考に委ねざるを得ない。

３　金工房跡の史的意義

　館の中枢部での金工房跡のもつ意義は、およそ二つある。一つは、金製錬ないし金製品などの製作がど

のような技術によって行われていたのかという点を明らかにするうえで、きわめて重要な鍵を握っている

点である。この種の資料は、現在わが国では皆無であり、しかも本館跡の工房跡はきわめて良好に、また

整然とした姿をあらわしている。今後さらに詳細な検討を重ねる必要があるが、戦国期における金に関す

る技術とそのシステムを解明するうえで、一級の資料となっている。

二つには、戦国大名クラスの権力と、金山や金との関わりを直接的に示している点である。現在、わが国で、

戦国大名クラスが金山や金などにどのように関わっていたのかを明らかにする具体的な資料はほとんどな

く、その意味では戦国大名権力の構造の一端を解明するうえでまたとない資料である。金山や金製錬に関

する作業は、金掘りたち、すなわち職人たちの世界である。遍歴の民ともいわれる彼らは、良鉱を求めて

各地を移動する。その職人たちを掌握し、生み出される富をいかにして手中に収めるべきか、戦国大名権

力と彼らの関係は、未解明な点があまりにも多い。勝沼氏館跡の金工房は、まさに戦国大名権力が懐に抱

えたものであり、これほど明瞭な形で、しかも金に対する姿勢を露骨に表したものはないといってよかろう。

勝沼氏は戦国大名武田氏の傍系であるが、その出自と政治的立場から武田氏と強く繋がっている。武田

氏の意を受けて甲府盆地東部一帯の支配と郡内地域の目付的な任を担った有力な親族である。その意味で

は、勝沼氏館の金工房は、戦国大名武田氏の政治的経済的要請をうけて成立し経営されていた可能性も視

野に入れておく必要がある。
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　　第２節　「勝沼氏館」の館主について                                            　　　　　　　

秋山　敬　　　　　

はじめに

　勝沼氏館は発掘調査の成果によって、ほぼ１５世紀から１６世紀後半にかけて存続したと推定されてい

る。その間、当然館を守る館主は存在したわけだが、館名の由来ともなっている勝沼氏の始祖とされる信

友は『甲斐国志』（以下、「国志」という）や系図などでは武田信虎の弟に位置付けられており、この点に

ついて疑義を持たれたことはない。しかし、兄である信虎の生年は明応７年 (1498) だから、 信友を始祖と

する勝沼氏の誕生は１６世紀に入ってからということにならざるを得ず、したがって、１５世紀段階の館

主は別に求める必要性が生ずる。

　こうした点を踏まえて、本稿ではまず勝沼氏が館主であったとみられる時代の史料を拾って同氏の実態

を明らかにし、次いで同氏の跡を継承したと考えられる今井氏を追って滅亡までの過程をたどった上、最

後に１５世紀段階での館主についての大胆な仮説を提示するとともに、勝沼氏が誕生した際の政治的事情

にまで踏み込んで推測を試みることにしたい。

１  勝沼信友と信元

　勝沼氏は信友・信元の親子二代で滅んだとするのが通説である。

　信友は、勝沼氏を載せる系図では必ず信虎の弟として記される点で一致し、実名を信友とする点でもブ

レはない。永正１７年 (1520) の円通寺堂宇修理棟札写の寄進者筆頭に掲げる「鳥目百疋 武田左衛門太輔

信友」も彼のことであろう。系図では官途名は安芸守しか載らないが、郡内との関係や時代的にみて勝沼

信友を指すと考えてよい。左衛門大輔とも称したとみられる。したがって、『勝山記』天文４年 (1535) 条

に「八月廿二日相模ミノ屋形セイツカイ被
レ
食候テ、人数二万四千、御方ハ二千計テ、小山田殿イクサヲ被

レ
成、小山田殿劣テ被

レ
食候テ、弾正殿・大輔殿・侍者周防殿・小林左京助殿・下ケンタン 殿、随分方々打

死被
レ
食候、殊ニカツノマノ人数以上二百七十人打死申候」（『県資』６上 233 頁）と出てくる「大輔殿」は、

勝沼衆を率いて参戦した信友のこととするのが妥当といえよう。この相模の北条氏綱との合戦で、信友は

戦死したのである。わずか二例ではあるが、始祖信友の存在は確認できた。

　では、その跡を継いだとされる信元はどうか。『国志』人物部は天文４年の信友討死を認めた上で男信元

を挙げ、『甲陽軍鑑』（以下、「軍鑑」という）の永禄三年 (1560) 勝沼五郎成敗記事を「信元ノ事カ」とする。

そこで信元を系図の中に求めてみると、不思議なことにほとんど登場せず、わずかに『系図纂要』が記録

するのみである。同書は安政四年 (1857) 頃飯田忠彦が脱稿したとみられる系図集だが、引用書目の中に『国

志』を掲げるから、同書を典拠にしている可能性が少なくない。『国志』自身は典拠史料を明示しないから

何ともいえない点もあるが、現在のところ信元の名を記録するものは『国志』のみである。次項の今井氏

の存在を考えると、たとえ信元が実在したとしても勝沼氏館の館主になることはなかったといえるであろ

う。

２  今井氏の勝沼入部と滅亡

　『引導院日牌帳』に、「甲州東郡勝沼今井相州上様御志」により、海蔵院を取次として理勝禅定尼の逆修

供養が天文９年 (1540) ７月７日行われたことが記録される（『県資』６下 930 頁）。勝沼に住む今井相州

上様（信甫妻）が「古時勝沼氏祈願所」（『国志』仏寺部）だった海蔵院を使者として送り、理勝禅定尼の

逆修位牌を高野山に納めたのである。同夫人は天文１０年・同１４年にも載るが、その場合も在所は勝沼

と記され、天文８年６月１日の今井右衛門佐殿上様（信甫の父信房妻）も勝沼郷内に住んでいたとあるこ

とから、今井氏の勝沼居住は勝沼信友が戦死した天文４年直後から始まったことが確認できる。このことは、

（１）

（２）

（勢）

（　検　断　）

（　勝　沼　）

（３）

（４）
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直接的に今井氏が勝沼氏館の館主になったことを示すものではないが、今井信房は大井合戦（表２№ 49）

に信虎の属将として参戦、戦死し、子信甫も都塚合戦（同№ 54）で敗れて秩父に逃げた栗原氏の帰国を信

虎に取り成して実現させるなど武田家当主近臣として活躍しており、勝沼氏に匹敵するほどの勢力を保持

していたと考えられる。当主近臣の信甫が、この時点でわざわざ勝沼に在住することになるのは、信友の

戦死により空白となった勝沼氏館の当主として入部したとするのが最も自然であろう。

　このように考えることができるとすると、天文９年８月１１日の大風によって大破した本堂の修理に際

して、「奉始　国主武田晴信、当寺檀那今井相模守信甫、嫡子惣領安芸守信良、其外以下侍諸士地下信心尤

深重也、依之其時改而成檜皮葺半」（『県資』４・627 号）と、国主晴信（信虎の嫡子）とともに旦那であ

る今井信甫・信良父子らの奉加を受けたと大善寺が記録するのは素直に理解できる。地元勝沼の館主にな

ったばかりの今井氏が、地元領主として同寺檀那となり、主君とともに奉加に応ずるのは当然の成り行き

だからである。天文１９(1550) 年３月中旬、小山田出羽守信有が主催してなされた延年能は工事着手に伴

う予祝行事と思われるが、これに列席した「屋形御参、国中諸侍貴賤上下道俗男女」の中には信甫・信良

父子も加わっていたに違いない。

　今井氏当主時代の同氏及び勝沼衆については若干史料が残され、その動きを知ることができる。

　　此ノ年武田春信様ハ信州ノ見野輪殿ノ城ヲ御責メ候、卯月ヨリ五月、六月マテ御責メ候、サレト　　

　　モヲチ不
レ
申候、勝ツ沼ノ相州、小山田羽州、河内ノ穴山殿ノ御アツカイニテ和談ニテ御帰陣被

レ　　

　　成候、見野輪殿ノ舎弟権次殿ト申候ヲ人質ニ御入候

　この『勝山記』天文１４年条（『県資』６上 236 頁）は、武田晴信が信濃の福与城主藤沢頼親を討伐し

た際の記事で、結局は頼親の激しい抵抗に遭い和談せざるを得なかったことを記すが、その和談の斡旋役

の一人が「勝ツ沼ノ相州」である。当時の勝沼氏館主は前述したとおり既に今井氏になっており、相模守

を称したのは信甫だから、勝沼相州は今井信甫のことになる。ともに斡旋役を務めたのは小山田信有と穴

山信友だから、武田家臣団内での信甫の地位の高さを物語るものといえよう。和談成立は６月１１日だが、

５月２１日の竜ヶ崎城攻めに加わった「相州」、３年後の１７年２月１４日の上田原合戦で村上義清に敗れ

て後も戦場に留まる晴信に対し、大井夫人の意向を伝えて帰国を促した「相模」（ともに『甲陽日記』）も

信甫と考えられる。また、彼は熊野郷の地頭でもあって、天文１８年６月２９日同地の熊野神社新宮葺替

工事を成就させた（『県資』７・1005 頁）。この時には法名道秀と記されるから出家していたとみられるから、

翌年の大善寺延年能へは法体での参加ということになろう。一方、嫡子信良は同年５月７日仏殿造営のた

め塩後の内２貫文を寄進する旨の文書を向嶽寺に発給している（『県資』４・349 号）。出家とともに今井

氏当主の交替があったのであろうか。

　天文１９年７月３日晴信は甲府を発って信濃に向かい、１５日小笠原長時の本拠林城を攻略、次いで９

月９日宿敵村上義清の戸石城攻めが始まる。２３日には村上が逆に武田方の寺尾城を攻めるが、この時「真

田方ハ助トシテ被
レ
越候、勝沼衆虎口ヲ一騎合同心始終存候」（『県資』６上 94 頁）と、真田幸隆とともに

勝沼衆が援軍として駆けつけているから、この一連の軍事行動に今井氏に率いられた勝沼の在地武士団が

従軍していたことがわかるが、これ以降信甫・信良親子の消息は史上から姿を消す。戸石城攻略を断念し

た晴信は１０月１日に撤退を開始するが、その隙を背後から衝かれて大敗した。いわゆる “ 戸石崩れ ” であ

る。武田方の討死者は五千人にも及んだというから、勝沼衆も相当な痛手を負ったことは間違いなかろう。

　『軍鑑』は、勝沼五郎は武蔵の藤田右衛門（大石一党ともいう）と内通したため、永禄３年 (1560) １１

月３日信玄によって成敗されたとする。既述の流れからすれば、勝沼五郎は今井信良ということになろうが、

内通・成敗のことを記録するのは後世『軍鑑』の記事を拠り所にして作成された編纂物を除けば、同書以

外にない。同書の史料的信憑性からしてそのまま受け入れるのには躊躇を覚えるが、今井氏の史料上の消

滅時期と矛盾しないこと、甲駿相三国同盟の成立で北条氏の脅威がなくなって勝沼に強力武士団を配置す

る必要性が薄れたこと、今井氏の姻族である栗原氏は武蔵（秩父）と交流があったためその関係を引き継

ぐ可能性があることなどの状況証拠もあるから、この頃粛清されたとの見解は意外と当を得ているかもし
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れない。

　ここで、最後の当主信良に戻ろう。彼の官途が安芸守であることは大善寺の文書に記されることから間

違いないが、『武田源氏一統系図』（『県資』６下 717 頁）は大井信達の娘を四人載せ、それぞれに①武田

信虎妻女②小山田妻③今井信元妻④今井安芸守妻と注記する。①が大井夫人、②が小山田出羽守信有の妻、

③が浦信元、そして④が信良の妻を意味しよう。注目されるのは、義理の関係ではあるが信良は信虎の弟

に該当する点である。さらに、その官途名は系図上勝沼氏始祖とされる信友の官途とされており、実際に

名乗ったはずの左衛門大輔を記すのは１点もない。つまり、系図の勝沼信友には今井信良の影が色濃く投

影されていることがわかる。これは想像するしかないが、信良は館主になってから、今井を勝沼氏に改称

したのではなかろうか。それが粛清という衝撃的な事件で幕を閉じたため、彼が勝沼氏であるとの意識が

人々に強く残り、系図上の始祖信友に反映される結果になったと考えるのは必ずしも不自然ではなかろう。

３  １５世紀の館主をめぐって

　今井信甫は永正１７年 (1520) ５月１７日に栗原信遠の位牌を高野山に奉納して供養を行なっているが、

それは信遠が父信房の妻の兄弟であり、自分自身も栗原氏の娘（たぶん信遠の子或いは孫）を妻にするな

ど栗原氏と深い姻戚関係にあったからと考えられる。こうした東郡の大きな勢力を持つ栗原氏との関係が、

今井氏の勝沼入部に極めて優位に働いたであろうことは想像に難くない。

　その栗原氏と勝沼氏館の関係を考える上で注目されるのが、『甲陽日記』明応１０年 (1501) 条の「二月

廿七日、栗原式部大輔騎馬二百騎預之」（『県資』６上 83 頁）の記事である。この日はちょうど栗原信遠

が生害した日でもあった（表２№ 40）。信遠は武田信縄・信恵兄弟が守護の座をめぐって衝突した際（同

№ 33）、信恵方の大将として指揮を振るった武将である。兄弟の和睦は明応７年 (1498) に成立するが、信

遠の死は信縄による反対派排除の一環としてなされたと考えられる余地が高い。式部大輔が預かった騎馬

２００騎が栗原氏全体の動員数かどうかはわからないが、『軍鑑』によれば、成敗時の勝沼氏は２８０騎を

抱えていたというから、ほぼそれに拮抗する数字となる。同氏は享禄４年 (1531) の栗原兵庫に至るまで有

力国人領主の一人として信虎に反抗を繰り返す一方（同№ 29・43・54・72）、信虎近臣の今井氏と婚姻関

係を結ぶ一族がいるなど、反武田派と親武田派（親信縄と親信恵）が共存していた。信遠の時には勝沼も

その勢力範囲だったとみられるから、親信恵派の信遠を排した信縄は、信恵を背後で支える小山田氏に対

処するため武田一族の式部大輔を栗原氏に入婿させて勝沼氏館に配置させたのではなかろうか。武田氏が

小山田氏と和睦するのは信恵死後の永正７年 (1510) 春のことで、式部大輔入婿時点では厳しい緊張関係に

あり、小山田氏と信恵の連携に楔を打ち込むことは信縄にとって急務だったはずだからである。入婿の相

手としては、菊隠瑞潭に「形雖処女流中、天生具丈夫作略」と評され（『県資』６上 325 頁）、後に栗原氏

菩提寺海島寺二世となった天徳祖端がふさわしい。彼女は『国志』では信玄の伯母だが、菊隠は「栗原奕葉」

（代々栗原氏）とするから、祖端の夫となった式部大輔が信縄の子で、信虎の庶兄ということであれば、『国

志』の所伝は成立する。その式部大輔の子が左衛門大輔信友はではなかろうか。こうして栗原氏に入婿し

た武田氏が２代、その跡を継いだ今井氏が２代と類似のケースが続いたため、最後の館主であった信良の

姿が系図上の初代信友に投影されるという前述した混乱が生じたと考えることができそうである。

　信遠が勝沼に勢力を及ぼすようになったのは、応仁２年 (1468) ２月８日の「伊予守・同岩崎ノ小太郎、

惣領背、均井尾ニテ討死」（表２№ 24）と記される事件によってであるに違いない。伊予守は武田信昌の

叔父伊予守基信、岩崎小太郎は岩崎館に拠ったとみられる信光、惣領は信昌のことである。信昌は前々年

の文正元年に宿敵跡部景家を倒し、守護の実権を握ったばかりの時である。伊予守は前年跡部氏に与同し

た逸見氏の討手を務めているから、信昌に背いたとされる理由が判然としないが、信光は景家の岩崎郷庶

子分代官を務めた諏訪部（岩崎）信政の近親者（子ヵ弟ヵ）だから、基本的には跡部残党の掃討作戦だっ

たといえよう。その討伐軍の将を務めたのが信遠ではなかろうか。後年、信昌が支持する信恵を支えるこ

とになるのはここに淵源があったと思われる。では、この時点で岩崎館に近接する勝沼氏館はどうだったか。

（５）

（６）
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当時の栗原氏当主は信遠の祖父信通だが、彼は寛正４年 (1463) 大善寺の薬師会式免として勝沼郷内夏秋の

地２貫文を寄進しているが、信光も同趣旨で寄進を行なっている（『県資』７・1089 頁）。このことから、

勝沼の地はそれ以前から栗原氏の支配下に属しており、しかも跡部氏に通じていたとみてよかろう。勝沼

氏館が栗原氏当主の本拠だったとは思えないが、一族が入部していた可能性は否定できない。岩崎氏討伐

時点で信遠の居館だったかどうかはともかく、文明７年 (1475) に信通が死去した後の翌年に行われた一族

の粛清（表２№ 29）を信遠が免れたのは、岩崎氏討伐に始まる親信昌派としての行動にあったと考えたい。

　では、栗原氏と勝沼氏館との関係がいつまで遡るかだが、そのことを記録する史料は見出せない。ただ、『一

蓮寺過去帳』に載る栗原氏の最古である応永２４年 (1417) 正月２５日の由阿弥陀仏が始祖武続を指すとす

れば、館の造設は別表のとおり国内の混乱、合戦が激しくなる同年以降のことであろうから、２代目信通

の時と考えるのが穏当であろう。

　館に直接関わることではないが、勝沼氏といえば、武田勝頼の最後を記録した『理慶尼記』の著者理慶

尼が著名で、通説では彼女を勝沼信友の娘とする。ところが、この点に関して『県資』６下 (2002) は、『引

導院日牌帳』の「解説」の中で同帳に「理慶禅定尼」が記載されることを紹介し、今井氏の関係者である

ことを指摘している。館主と全く関わらないわけでもないので、ここで言及しておきたい。同帳の理慶禅

定尼は２ヶ所に載る。

　　①　理慶禅定尼逆修

　　②　理
専

慶
誉

禅定尼逆修

　①は今井信甫妻の母親のために逆修供養したと明記するから、理慶禅定尼は妻の母、つまり信甫にとっ

ては義母の法名となる。②は栗原御今上臈の志によって位牌が奉納されたことがわかるが、誰のものかは

明記されない。①のように母親や娘の供養のために行う場合もあるから断定はできないが、そうした付記

がない場合は自分自身のために納めるのがほとんどだから、②は「栗原御今上臈」の法名であろう。ここ

での法名は漢字２字だから、偶然の一致ということもあり得ないわけではないが、同日に納められている

ことからして、相互に連絡してのことと思われる。府中の栗原御今上臈は信甫妻の母で、法名を理慶禅定

尼といったことになる。御今はたぶん現在の国主、即ち晴信を指すのであろうから、躑躅ヶ崎館の晴信に

近侍する栗原氏出自の上級女官の意と解し得る。取次者の出雲守は大井夫人の逆修位牌も納めているから、

国主のもとに出入りしていたわけで、先の解釈の傍証ともなろう。今井信甫が栗原氏の女性を妻としたこ

とはこうして証明できた。理慶尼が晴信に近侍した女官理慶禅定尼のことであれば、彼女の書いた武田氏

滅亡記もひとしお感慨深いものとなろう。ただ、『国志』は彼女の没年を慶長１６年 (1611) ８月１７日と

する。したがって、逆修供養の天文１４年までに６６年を要しており、その段階で結婚年齢に達した娘が

いたわけだから、３０歳位だったとしても没年齢は百歳近くとなって当時としては異常に長命だが、あり

得ない話ではない。

おわりに

　以上検討してきたことを要約すれば、次のとおりである。

　甲斐国の１５～６世紀は別表にみるとおり正に戦乱の時代であった。勝沼氏館は上杉禅秀の乱後の混乱

の中で栗原信通によって造設されたと考えられ、その後同氏当主の立場が孫信遠に引き継がれると、その

都度一族の誰かが館主として入部した。ところが、守護家内部に発生した信縄・信恵の対立により、郡内

小山田氏への警戒が強まると、信縄は一族を館に配置することによって防衛機能の増強を図った。それが

式部大輔の栗原氏入婿という形で実現し、その子左衛門大輔信友に受け継がれるが、天文４年の同人戦死

で断絶する。その跡を今井信甫が栗原氏との姻戚関係を通じて継承したものの、その子信良が信玄に粛清

されて館主の歴史にピリウドを打った。

　このように館主は三系統の氏族に継承されたとみられるが、そのうち明らかに勝沼氏を称した氏族はい

ない。系図上勝沼氏の祖とされる信友も、史料で確認できるのは武田姓である。武田姓は同氏を姻戚関係

天文十四年乙巳三月廿一日　取次海蔵院
甲州東郡勝沼今井相州上様ノ御フクロノタメ
天文十四年乙巳三月廿一日　トリツキ出雲守
甲州府中栗原御今上臈様ノ御志
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を持った穴山・大井・栗原氏なども使っているから、信虎の弟だから在地名の勝沼ではなく本姓を用いた

とは断定できない。あえていえば、前述したように成敗直前の信良が称した可能性はあるが、それを証す

ることはできない。その意味では、「勝沼氏館」ではなく「勝沼館」の方がより適切とも思われる。

　館の果たした役割からみれば、国中と郡内の境に位置する地理的環境から武田氏と郡内勢や北条氏との

関係を調整する上で重要な役割を果たしてきたが、永正７年の小山田氏との講和、天文１４年の晴信によ

る駿相和睦の斡旋、天文２３年の甲駿相三国同盟の成立などによって東方からの脅威が去るとともに存在

意義が薄れていったといえよう。

　註　（1）　拙稿「武田信虎の生年について」（『武田氏研究』35、2006)。通説は同３年だが、結論は変

　　　　　わらない。

　　　（2）　『山梨県史』資料編（以下、「県資」と略記する）７、1056 頁。なお、信友は大永６年石橋八

　　　　　幡神社随神殿再建棟札にも載るが、同棟札は当時のものとは認められない。

　　　（3）　岩沢愿彦「解題」（『系図纂要』別冊１所収）。

　　　（4）　今井氏の系譜と勝沼入部事情については、拙稿「府中今井氏の消長」（『武田氏研究』40、                                                       

　　　　　2009）参照。重複するが、ここでは勝沼氏館と今井氏との関係に絞って論を進めたい。

　　　（5）　『系図纂要』、『続群書類従』の卜部本武田系図、浅羽本武田系図、両武田系図にも同様記事が

　　　　　ある。

　　　（6）　今井氏と栗原氏の婚姻関係については註 4 拙稿参照。ここでは結論のみを掲げる。

表２　１５～６世紀における甲斐国内での合戦・粛清事件表
№ 年　　代 西暦 事　件　名 所在地 対　戦　者 典　　拠 備　　　　考
  1 応永 24.2.6 1417 木賊山敗死 甲州市 武田信満×足利持氏 鎌 棲雲寺で自害
  2 応永 24. 1417 （合戦） 武田氏×逸見氏 鎌 ～数年、信元戦死
  3 応永 33.7. 1426 猿橋合戦 大月市 武田信長×足利持氏 松平義行氏所蔵文書 征討将軍一色持家
  4 応永 33.7.15 1426 大槻御陣 大月市 武田信長×足利持氏 鎌・諸州 征討将軍一色持家
  5 応永 33.8.25 1426 田原の陣 都留市 武田信長×足利持氏 鎌
  6 永享 5.4.29 1432 荒川合戦 韮崎市 武田信長×跡部氏 鎌・蓮 日一揆×輪宝一揆
  7 永享 6.4.28 1433 信長甲斐没落 信長×跡部氏？ 蓮・満済 信長、後再入部カ

  8 永享 11.1.27 1439 関東逸見伏誅 武田信重×逸見氏 蓮 ～閏 1.4
  9 永享 12 1440 ( 蜂起） 武田氏×逸見氏 鎌 逸見に佐久大井氏荷担
10 嘉吉 2.5.3 1442 東国辺見梟首 武田信重×逸見氏等 蓮・東寺 帰国後の掃討行動
11 文安 1.2.6 1444 武田信重×国人 蓮 合戦カ

12 宝徳 3.11.24 1451 小石和合戦 武田信重×黒坂太郎 蓮・甲斐国志 信重自害・古説
13 長禄 1.12.28 1458 小河原合戦 甲府市 国人×跡部氏？ 蓮
14 長禄 1.12.28 1458 高橋合戦 甲府市 国人×跡部氏？ 蓮
15 長禄 2.1.8 1459 （打死） 岩崎氏等×跡部氏 蓮
16 寛正 6.4. 1465 （合戦） 武田信昌×跡部氏等 守矢 跡部に信州勢荷担
17 寛正 6.7.2 1465 合戦 武田信昌×跡部氏等 守矢 矢崎上野打死
18 寛正 6.11.24 1465 （夕狩沢カ）合戦 山梨市 武田信昌×跡部氏 蓮・守矢 跡部摂州兄弟打死
19 寛正 6.12.30 1465 御行原合戦 甲府市 諏訪氏×跡部氏 守矢 御行原は小河原カ

20 寛正 6. 1465 小田野城腹切 山梨市 武田信昌×跡部景家 王 景家自害
21 文正 1.1.13 1466 六河合戦 北杜市 諏訪氏×逸見氏等 守矢 小荷駄略奪
22 文正 1. 閏 2. 1466 武田被官退治 武田信昌×跡部氏 蓮・蔭涼軒
23 応仁 1.11.26 1467 逸見打死 武田氏×逸見氏 王 討手伊予守
24 応仁 2.2.8 1468 井尾合戦 山梨・塩山市 信昌×武田与州等 蓮・王 井尻カ・岩崎氏滅亡
25 文明 4.5.4 1472 ヲハ子城腹切 北杜市 諏訪氏×逸見氏 王 4.22 信濃勢乱入
26 文明 4.5.20 1472 花取山合戦 笛吹市 信昌×佐久大井氏 勝 美和神社梵鐘略奪
27 文明 4.9.21 1472 向嶽寺焼失 塩山市 信昌×佐久大井氏 塩・王 9.12 信州勢出張
28 文明 7.12.10 1475 河口殿打取 富士河口湖町 河口氏×地下 勝
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29 文明 8.5.27 1476 （合戦カ） 山梨市 武田信昌×栗原氏 蓮 ～ 28 日、4 人記帳
30 文明 14.10. 1482 甲州地下一揆 武田氏×地下 王
31 文明 15.2. 1483 一揆人々討死 武田氏×地下 王
32 延徳 2.9.16 1490 合戦 大井氏×穴山氏 王
33 延徳 4.7.22 1492 一河合戦 市川三郷町 武田信昌×武田信縄 蓮・勝・日 6.11 甲州乱国
34 延徳 4.9.3 1492 駿河衆乱入 武田信昌×武田信縄 蓮・王・塩 信縄に今川氏荷担
35 明応 2.4.8 1493 塩後原合戦 塩山市 武田信縄×武田信恵 王
36 明応 2.10.1 1493 打死 武田信縄×武田信恵 蓮 工藤・河村死
37 明応 2.11. 1493 小松合戦 笛吹市 武田信縄×武田信恵 王
38 明応 2. 1493 八代合戦 笛吹市 武田信縄×武田信恵 王
39 明応 3.3.26 1494 合戦 武田信縄×武田信恵 蓮・勝 信恵に小山田氏荷担
40 文亀 1.2.27 1501 生害 武田信縄×栗原氏等 蓮 栗原に小曲・駒井荷担
41 文亀 1.9.18 1501 吉田攻め 富士吉田市 武田信縄×北条早雲 勝 10.3 城山・小倉山退去
42 文亀 3. 1503 梨木沢生害 山中湖村 武田氏×北条氏 勝 葛山孫四郎生害
43 永正 5.10.4 1508 信恵父子敗死 武田信虎×武田信恵 蓮・勝 栗原惣次郎討死
44 永正 5.12.5 1508 国中合戦 国中 武田信虎×小山田氏 勝 都留郡負ける
45 永正 6.10.23 1509 江草城乗取 北杜市 小尾弥十郎×逸見氏 甲
46 永正 6.12.24 1509 テウカ城攻め 諏訪氏×逸見氏 蓮・円光院
47 永正 6.12. 1509 （河口？）合戦 富士河口湖町 武田氏×小山田氏 勝 下検断等討死
48 永正 10.5.21 1513 穴山道義謀殺 笛吹市 穴山信懸×同清五郎 勝 武田氏、清五郎煽動カ

49 永正 12.10.17 1515 大井合戦 南アルプス市 武田信虎×大井信達 蓮・勝 翌年弥強盛
50 永正 13.9.28 1516 万力合戦 山梨市 武田信虎×今川氏 王・甲 普賢寺等焼く
51 永正 13.12.26 1516 郡内合戦 小山田・武田×今川 勝 西海・大石等討死
52 永正 14.1.2 1517 吉田城攻め 富士吉田市 小山田・武田×今川 勝 1.12 退去
53 永正 16.1. 1519 取合 武田信虎×逸見信元 勝 ～ 4 月
54 永正 17.6.10 1520 都塚合戦 笛吹市 武田信虎×栗原氏 王・塩・甲 勝 6.8、栗原秩父へ逃亡
55 永正 17.6.10 1520 今諏訪合戦 白根町 武田信虎×大井氏等 王・勝・塩他 逸見・西郡滅却
56 大永 1.8.28 1521 ヤリツキ 河内 武田信虎×今川氏 勝 2.27 駿河衆出張
57 大永 1.9.6 1521 大島一戦 身延町 武田信虎×今川氏 塩・甲
58 大永 1.9.16 1521 富田落城 南アルプス市 武田信虎×今川氏 甲・塩
59 大永 1.10.16 1521 飯田河原合戦 甲府市 武田信虎×今川氏 甲・塩・王 敵将福島正成
60 大永 1.11.23 1521 上条河原合戦 甲斐市 武田信虎×今川氏 甲・塩・王他 福島正成討死
61 大永 2. 1522 （合戦） 郡内 武田氏×今川氏 勝 大石新七郎等討死
62 大永 3.3.23 1523 小山城合戦 笛吹市 穴山信永×南部某 甲斐国志 信虎による信永排除カ

63 大永 4.2.11 1524 猿橋御陣 大月市 武田信虎×北条氏綱 勝・甲 小猿橋で度々合戦
64 大永 5. 1525 合戦 郡内 武田信虎×北条氏綱 勝 津久井城落ちず
65 大永 6.7.30 1526 梨木平合戦 山中湖村 武田信虎×北条氏綱 勝 武田殿勝ち給う
66 大永 6.8 カ 1526 山中御陣 山中湖村 武田信虎×北条氏綱 勝 24 日まで止まず
67 大永 6.10.18 1526 大蔵峰出陣 北杜市 武田信虎×逸見氏 甲
68 享禄 3.1.7 1530 猿橋御陣 大月市 武田・小山田×北条 勝 合戦なし
69 享禄 3.4.23 1530 矢坪坂合戦 上野原市 小山田×北条氏綱 勝 越中守信有大敗
70 享禄 4.1.22 1531 篠尾要害自落 北杜市 武田信虎×諏訪氏 神 合戦なし
71 享禄 4.2.2 1531 （合戦） 信虎×逸見・大井氏 蓮 1.21 甲府退去
72 享禄 4.4.12 1531 河原辺合戦 韮崎市 武田信虎×逸見氏等 勝・王・神他 逸見氏等に諏訪氏荷担
73 享禄 4.4.16 1531 上之坊陣 山梨市 武田信虎×栗原氏？ 勝・王 曽祢縄直討死
74 享禄 5.9. 1532 浦城攻め 北杜市 武田信虎×逸見信元 勝 諏訪へ援軍要請
75 天文 4.8.19 1535 万沢口合戦 南部町 武田信虎×今川氏 為
76 天文 4.8.22 1535 山中一戦 山中湖村 武田氏×今川・北条 勝・改・為 上吉田・下吉田焼失
77 天文 7.10.12 1538 上吉田夜懸け 富士吉田市 北条氏×吉田衆 勝 5.16 新宿夜懸け
78 永禄 3.11.3 1560 勝沼五郎成敗 武田信玄×勝沼氏 甲陽軍鑑
79 永禄 8.10.15 1565 義信幽閉 甲府市 武田信玄×武田義信 甲州月牌帳 飯富虎昌成敗
註：典拠は次の略称を用いた。鎌＝鎌倉大草紙、蓮＝一蓮寺過去帳、王＝王代記、勝＝勝山記、塩＝塩山

向嶽禅庵小年代記、甲＝甲陽日記 ( 高白斎記 )、御頭＝諏訪神使御頭之日記、神＝当社神幸記、為＝為和集、

改＝改元僧都記、満済＝満済准后日記、守矢＝守矢満実書留、東寺＝東寺執行日記、蔭涼軒＝蔭涼軒日録、

日＝日国記、円光院＝円光院系図、諸州＝諸州古文書。なお、本表は拙稿「『一蓮寺過去帳』にみえる合

戦記事」（『甲斐路』85、1996）の別表を補正して作成した。
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　　第３節　甲斐城館構造の変遷
小野　正文　　　　　

はじめに

　甲斐の城館構造の変遷を語るには余に発掘事例が少ない、そもそも館の中核部を全面発掘した事例は本

県には勝沼氏館跡を除いてない。最近では一部で調査事例が増えつつあるが、構造に至るまでの調査はない。

まずは『甲斐国志』をはじめとする地誌により、守護所の変遷を追って、勝沼氏館跡と時代の重なる時

期の同階級の家臣の居館にも触れてみたい。また、いくつかの発掘事例から、勝沼氏館跡の特徴を明らか

にしたい。

１　守護館について

　守護設置以前の甲斐源氏の居館はどのようなものであろうか。治承４年（1180）の以仁王の令旨に応じ

た甲斐源氏には武田信義、一条忠頼、安田義定、石和信光、加賀美遠光などがいる。そのうち、武田信義

の館は韮崎市神山町武田字東畑にある。『甲斐国志』は武田村に御屋敷が芝地で方１町ばかり、御庭が芝地

で 36 間に 14 間、御旗部屋が芝地で方３間、御酒部屋が芝地で方１間、的場が垜形、御湟、具足沢、金精

水などの名があると伝えている。『甲斐国志』の段階では芝地であって、公の管理下にあったのであろうか。

御旗部屋などは後世に付会した可能性があるが、主郭部が方１町というのは重要である。2008 年に狭

い範囲ではあるが、発掘調査が行われ、ピット群と１２世紀末から１３世紀初頭の青磁、白磁、緑釉陶器

などの貿易陶磁器とカワラケが出土し、カワラケは在地のものではなく、京都を中心に好まれたものに近

いという見解が得られている（1）。

安田義定の館跡は山梨市小原西保田山妙音寺や安田山西願寺境内が当てられているが、発掘事例はない。

またかつて保健所があった場所にも伝承が残るが、規模も判然としない。安田氏に関しては山梨市下井尻

の雲光寺に安田氏五輪塔が残り、この地域が安田氏の支配地域であったといわれている。また、甲州市竹

森の玉諸神社に伝わったという紙本墨書大般若経の奥書に「大日本国甲州路山梨群（郡）八幡庄安田郷下

井尻村延命禅寺釈比丘衡悦応永二年己酉五月十一日」とあり、八幡庄のなかに安田郷が存在したことが明

らかとなっている。おそらく山梨市小原から下井尻にかけての地域が安田郷であって、そこに安田氏の館

も存在したものと思われる。

　石和信光の居館は、笛吹川の氾濫によってまったく不明となっているが、甲斐源氏が石和御厨に結集し

た点からみれば、石和御厨は信光の管理下にあったことは当然推定されるし、あるいは信光が御厨そのも

のを自らの館としていたことも考えられる。

　加賀美遠光の館は南アルプス市加賀美の法善寺境内が当てられている。一辺が２町四方規模の方形居館

が推定されるが、先の信義の館に比べると倍となる。

時代は下がるが、付近の農道や甲西バイパスの調査で、法善寺の塔頭の一つであり、武田信玄の祈願所

の一つである福寿院跡の井戸跡から中世の兜飾りが出土しており、鎌倉時代以来の伝統ある地域であるこ

とを物語っている（2）。

　一条氏館は現在の甲府城跡であろう。そもそも一条忠頼の菩提を弔うため、館跡を一蓮寺として、代々

武田家ゆかりの人物が住持を勤めたと伝わる。ただし、改変が著しく規模は不明である。甲府城跡の発掘

調査で石造の仏像や宝篋印塔の出土がある。

　鎌倉幕府成立後は、石和信光、小笠原長時ほかの人物はほとんど粛清されて、甲斐にはかろうじて石和

信光の系統が残るとされている。

　ところで、網野善彦は鎌倉時代の守護として、二階堂氏を取り上げている。恵林寺は二階堂氏の居宅を

当てたという伝承がある。恵林寺墓地の東北辺に現在は墓地となっている部分に現状で基底部約３メート
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ルの土塁跡が残る。また名勝恵林寺庭園の北側にも土塁が残る。この土塁を土地区画を参考に延長すれば、

松尾神社北辺の土塁に繋がり、その長さは約 500 メートルである。さらに南の松里中学校の校庭にも土塁

が延長していたとの伝承も残っている。そうすると二階堂氏の守護館の規模は相当大きなものだったと推

定される。あるいは古代の郡衙域などの伝統を受け継いだものかも知れない。

　室町時代に足利尊氏の寵臣として活躍する武田信武は安芸守護も兼ねていたので、甲斐の事跡は少ない。

守護館も不明である。甲府市法泉寺などに位牌があり、この方面に進出していた可能性もある。ただ、『大

和村史』で秋山敬は銅鐘銘や宝篋印塔に残る沙弥道林を二之宮の慈雲寺の記録と大善寺の寄進状から、武

田信武の家臣である岩崎氏か逸見氏としている（3）。このことから、守護職の本貫地とでも言うべき地域は

大石和筋が主であり、栗原筋も含まれていたかもしれない。守護館もこの地域に存在した蓋然性が高い。

　信成以降は甲斐守護として系図上は安定しているが、実際はその地位は不安定なものだったと言われて

いる。信成の館は笛吹市八代町の武田氏館とする磯貝正義説がほぼ定着してきている（4）。『八代町誌』も

寺伝は『甲斐国志』や『東八代郡誌』の信守の館とは違い、信成館としている。規模は南北約１００メー

トル、東西約８０メートルであるが、吉祥寺の境内まで含めて考えれば、方１町の規模となる。

　山梨市下井尻の雲光寺の寿仏庵跡に残る安田氏五輪塔の付の宝篋印塔には「貞治二年癸卯　十一月造立

　武田氏」とあり、武田信成が安田義定のために造立した追善供養塔と考えられてきた。その考えに従え

ば恐らく安田氏の支配地域の正当な後継者を宣言したものと理解される。しかし、清雲俊元は武田信武、

信成、信春三代の供養塔という（5）。いずれにしても、信成の本拠地もこの下井尻周辺にあった可能性があり、

千野の成就院の館近くにあった継統院は信成の菩提寺であることから、千野の館は信成、信春二代にわた

る館の可能性もある。

　信春の館は甲州市塩山千野の慈徳院境内であり、東西約１００メートル、南北約１５０メートルであり、

付近鹿子屋敷、女中屋敷の地名も残る。信春は隠居所を千野の地に定めたという記録もあることから、本

来の館は八代地域にあったのかもしれない。逸見氏に攻められて柳沢の堡で自害していることから、逸見

氏などの圧迫で中枢域から、周辺域に追いやられた可能性がある。あるいはこの地域に強く伝承が残る黒

川金山関連や安田氏の支配地域の後継者としての存在があったかもしれない。

　信満の館ははっきりしない。信満は上杉禅秀の義父であったことから、鎌倉府に加担して、甲州市大和

町の天目山栖雲寺で自害している。寺には信満の墓と伝える宝篋印塔が残るが、銘文のはっきりしたもの

のなかには、信満の墓と確定できるものはない。栖雲寺に逃げ込んだことから、祖先伝来の大石和筋に本

拠地があったろうと推定される。

　弟に当たる信元の館もはっきりしない。信満の男である信重は流浪の守護とも呼ばれており、守護では

あったが、なかなか甲斐には帰還できなかったようである。笛吹市石和町小石和成就院境内地が館跡と伝

える。

信重の館との地理的関係から言って、信守の館が八代町北の清道院が『甲斐国志』や『東八代郡誌』の

伝えるところも頷ける。磯貝正義は応永５年の清道院殿春山妙栄大姉の位牌と開山の虎渓から信成の館と

しており、現在はこの説が有力である。ただ、雲光寺の寿仏庵跡の安田氏五輪塔が安田氏の供養塔が信武、

信成、信春の供養塔であるにしても、信成の事跡は甲州市方面にあり、清道院を信守の館とする『甲斐国志』

の説も、父の信重の館が小石和にあることから、再考する必要がある。

信昌の館については確たる史料はないが、山梨市矢坪の永昌院の開基であることから、この地域に本拠

地があったと推定される。数野雅彦は山梨市落合の屋敷地割から推定しており、その子信縄の館も山梨市

正徳寺においている（6）。

筆者はかつて御前山を踏査したが、確たる遺構を発見できないまま砦という認識であったが、山梨市史

の調査により、大規模な遺構が発見され、国主クラスの城郭という見解が示された。筆者は各地の地名考

証から「夕狩沢」は「要害沢」であり、この付近に「要害」があると考えていたが、まさにこの御前山こ

そ「要害」であった可能性が高い。
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夕狩沢の戦いで信昌が勝利を収めたことを考慮すれば、地理的関係からは、信虎誕生屋敷かその周辺に

信昌の館を考えてもよいと思うが、ここは守護代跡部氏の本拠地である。永昌院の寺伝は館を川田から岩

下村に移したと伝えている。この寺伝を考慮すれば、跡部氏を破った後に、岩下もしくは落合に、信昌が

館を構えたと想像される。

そこで、問題となるのが川田の館である。『王代記』永正十一年（1514）の条に「武田左京太夫信虎御

世河田ニ屋形」とあり、信虎が川田に館を置いたことが明らかであり、信虎が川田五郎と名乗っていたこ

ともあり、また、磯貝正義が『廻国雑記』の分析から石和の市部からそれほど遠くない地点に信昌の館が

あったと分析したことを加えると、川田の館は信昌、信縄、信虎三代の居館であったと言われている（7）。

信虎の躑躅ヶ崎への移転が戦国大名体制への転換であったと考えるとき、その移行期は守護代や有力国

人層及び親子兄弟との戦いの連続であった。そうした状況下で、川田館は守護の館としては申し分ない立

地であるが、過酷な戦いに持ち応えたであろうか。

石和八幡をはじめとする宗教施設を躑躅ヶ崎の周辺に移転した事実からも、守護所としての川田の館が

位置づけられているが、経済と交通の要衝としての川田館は位置づけられるが、川田の館の詰めの城はど

こに位置づけられるであろうか。川田館の詰の城を山梨岡神社の奥の新城に求める意見もあるが、躑躅ヶ

崎と要害城との関係を見るとき、あまりに違う。

信虎が川田で生まれたか、岩下の信虎誕生屋敷（岩下越前守の屋敷）で生まれたかの確たる証拠はない。

『菊隠録』の「武田信虎公母堂　岩下氏」とあることから、母の実家である岩下越前守の屋敷で生まれた可

能性が高いという（8）。

信虎の父信縄は、山梨市正徳寺の聖徳寺近くに屋敷を構えたと推定され、墓所も聖徳寺にある。なによ

り注目したいのは、秋山敬が指摘した信縄が城下集住や偏諱という行為を行っている点である（9）。これは、

信虎が躑躅ヶ崎移転後に始めた行為ではなく、その父の時代から始まっていたことである。

ここで問題とするのは守護の館である。信縄が恐らくは正徳寺に館を構えたとして、現在はその規模と

周辺の町割を知る手がかりはない。だが、守護の館と詰の城としての御前山城（付近に夕狩沢→要害沢）

が存在することから、プレ躑躅ヶ崎としての立地と構造を持ちえたのではなかろうか。

２　同時期の館の比較

信虎の城下集住政策に栗原、大井、今井などの国人層が反発した様子が『妙法寺記』享禄四年（1531）

にあるが、栗原、大井、今井の在地の館の構造が、勝沼氏館を語る上で欠かせない。栗原氏は勝沼氏館跡

から遠くない、山梨市上栗原に所在する。

　栗原氏は武田信成の子信続を祖とする。山梨市上栗原の大翁寺、妙善寺、海島寺はそれぞれ、一町四方

の区画であったように思える。特に大翁寺には土塁と思われる部分がある。また海島寺は武田家の文書を

いくつも伝える。発掘調査が行われていないため、ほとんど実態は不明である。また、今井氏が籠もった

ような城の存在が不明であり、笛吹市一宮町にある蜂城山が考えられるが推定の域をでない。

　大井氏の居館は南アルプス市の上野城と伝えるが、『妙法寺記』の永正十二年の「彼の城の廻リヲ不知間

皆深田」とあるように、上野城の立地とはまったく異なる。この記述からは沖積地に城があったことを示

している。南アルプス市古市場に「土井、土井北、前田」の地名が残ることから、大井氏の城の所在地と

する八巻与志夫の考えは賛同する人が多い（10）。

　『妙法寺記』享禄五年（1532）に見える「浦へ籠り」、「浦の城」とあるが、獅子吼城か中尾城か意見が

分かれる。中尾城跡は発掘調査により掘立柱建物跡や井戸跡があるが、今井氏の居館というより砦的なも

のであろうと推定される。獅子吼城跡は天正壬午の時の改変もあろうが「籠もる」には中尾城跡より優れ

ている。

　次に戦国大名体制が整った段階の郡内小山田氏と河内穴山氏の居館を見てみたい。両氏ともに甲斐の周

辺地域の防御を担った居館と城が存在し、戦国大名武田晴信の有力な家臣でもあり、いわゆる二重支配構
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造を構成していたと言われている。

　小山田氏については、近年勝山城跡の総合的な調査が実施され、発掘調査も実施されている。天文元年

（1532）に移転するまでは、居館は中津森の館である。館は一部発掘調査が行われ、地中レーダー探査も

実施されつつあるが、勝沼氏館のような明確な遺構の検出には至っていない。新聞報道によれば、勝山城

の虎口が中津森館の方向にあったという。

　穴山氏の居館は下山にある。『甲斐国志』は本国寺境内及び村居に遺構が存在していることを記録してい

る。『歴史の道』所載の村絵図にも館の区画が見られる。数野雅彦は絵図や地名から町割の存在を指摘して

いる（11）。調査実績がないが居館とそれを取り巻く町屋が存在したものと思われる。将来的な調査を期待し

たいところである。

３　発掘された中世の遺構

　川田館は、市史の調査で明確な遺構はないが、１５～１６世紀のカワラケ、内耳土器、すり鉢などの出

土がある（12）。周辺の山梨学院大学の運動場の調査の１次 SD11、13 石積の水路、礎石および SP109 の根

石と思われる遺構は注目される（13）。寺院跡という見解もあるが、川田館と関連した遺構ではないかと注目

される。同じく周辺の桜井畑遺跡の調査でも掘建柱建物跡が検出されている。

時代は遡るが山梨市の連方屋敷では礎盤石掘立柱建物跡、礎石建物跡 (13 世紀前半から中ごろ ) が検出

されており、寺院跡を除いて 13 世紀代に礎石建物跡が存在したことが明らかとなった（14）。

武田氏館跡の主郭部は部分的な調査事例しかないが、第 56 次調査では掘立柱建物跡が２棟以上検出さ

れている（15）。主郭部東の外郭部の字三角地点の調査ではピット１が礎石、ピット４は根石ではないかと思

われる（16）。第 57 次調査では武田時代の古籠小路に西接した地点で掘立柱建物跡を検出している（17）。ピ

ットに根石と思われる礫をもつことから、礎石建物跡の可能性がある。第 61 次調査は武田時代の広小路・

鍛冶小路に挟まれた地区で、69 個に及ぶピットが検出されており、掘立柱建物跡の存在をうかがわせる（18）。

第 33 次調査は土屋右衛門尉昌次または小山田大学の屋敷のあった場所とされ、掘立柱建物跡が検出され

ている（19）。

外郭部の調査では集石や礫の充填したピットは根石の可能性もあり、外郭部の家臣屋敷には相当な建物

が存在した可能性がある。また、礎石建物跡、掘建柱建物跡以外に連方屋敷で見られたような礎盤石掘建

柱建物跡の可能性があるピット（字三角地点）もあり、多様な建物があったことが想定される。

なお、武田城下町も武田氏滅亡から甲府城築城までの間に相当な改変が考えられ、個々の建物跡ごとに

詳細な検討が求められている。

韮崎市の隠岐殿遺跡の調査により、礎石建物跡と掘立柱建物跡が用途を別として並存することが明確と

なった。また、勝沼氏館の事例からは、階層による建物の差があることが明らかとなっている。また、時

代による変化も加味されなければならない。

　韮崎市の甘利氏館跡（大輪寺東遺跡）では、礎石建物跡と掘立柱建物跡が検出されている（20）。

北杜市の中尾城は永禄十六年の『妙法寺記』に「浦」の城なのか、獅子吼城を指すのか問題の残るとこ

ろであるが、城掘立柱建物跡９棟、井戸跡３基などが検出されている（21）。

甲府市の甲府市秋山氏館では掘立柱建物跡が検出されている（22）。

　最近、北杜市内で続々と検出されている方形竪穴状遺構の存続時期は 13 ～ 14 世紀が中心で、礎盤石を

持つものもある。北杜市内では多いが、県下全域の状況と城館との関係は不明である。

　

４　まとめ

　勝沼氏館跡の特色は日川の右岸段丘崖に立地して館を取巻く堀が二重ないし三重に取巻く。また館の東

側は発掘調査が実施され職人集団の居住区である。建物はすべて掘建柱建物跡で館の内郭部とは歴然と区

分されている。菩提寺の泉勝院に向かう通りは「お先手小路―小佐手小路」とよばれ、館を中心とした「都市」
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が形成されていたと思われる。ただ、近世の甲州街道の勝沼宿の開設に伴い大いに改変されたと思われる。

　勝沼氏館跡では金の精錬が行われていたことが、近年科学的に証明された。ここは黒川金山から尾根伝

いに続く路の終点であり、山裾には黒川往還の伝承も残る。

　また、近世に甲州街道の勝沼宿として栄えた場所であり、笹子口の要の位置にある。日川の右岸の栗原

筋、万力筋から、郡内方面に移動する場合は必ず、勝沼宿を通らねばならない。また、日川左岸の大石和筋、

小石和筋からは、左岸をさかのぼれば、笹子口となる。右岸には少なくとも二重の堀をめぐらした館があ

るのに、左岸が手薄のように思える。

　左岸にも何らかの施設があってしかるべきで、かつて古甲州金が出土した地点は伝聞によれば、石が積

まれた場所であったという。古甲州金については勝沼氏館の内郭部の近くでも出土したというかなり確実

性の高い伝承もある。

　まずは、日川左岸の防御と大石和筋、小石和筋からの交通の要衝を押さえる点から、日川左岸にも何ら

かの施設が存在し、それらも含めて勝沼氏の館であったのではないか。

　岩殿山七社権現の棟札にも勝沼氏があるように、郡内目付としての位置づけは大きいものがあったはず

である。
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　　第４節　甲斐の中世木製品
入江　俊行　　　　　

はじめに

勝沼氏館跡の外郭域からは多量の木製品が発見されている（1）。山梨県内において木製品の出土事例は各

時代各遺跡に散見されており、中世ではいまのところ南アルプス市の二本柳遺跡、大師東丹保遺跡、また

中央市の小井川遺跡からまとまって出土している。そこで本稿では、まず県内事例を概観してその特徴を

整理し、勝沼氏館跡から出土した木製品の位置付けを試みるとともに、中世における甲斐国内の木製品が

どのように変遷していくのか、その様相を明らかにしていきたい。

１　山梨県内における中世の木製品出土事例とその組成

　山梨県内の中世遺跡から出土した木製品事例を確認しておく。なお、木製品の器種については各報告書

の表現に倣い、分類については佐助ヶ谷遺跡発掘調査団 1993『佐助ヶ谷遺跡（鎌倉税務署用地）発掘調査

報告書』中の分類を参考とした。

二本柳遺跡（南アルプス市）（2）〔表３・図２〕

　中世の水田面が確認され、多量の木製品が出土している。古代末～中世前期の下層水田面、中世後期の

上層水田面、近世の水田面、というように古代から近世まで連綿と続く米の生産地であったことがわかる。

　木製品は、水田面出土のものが多く、他に井戸跡からも出土している。飲食具（漆椀、漆皿、箸）、容器（桶、

曲物）、履物（草履の芯材）、火処具（火きり臼）、呪術具（斎串状木製品）、形代（人形、鏃形木製品）、遊

戯具（笛）、工具（ツチノコ）、建築部材（井戸枠、杭、板状・棒状・杭状木製品）、用途不明品（板片、木片）

が出土しているほか、葬具として、墓跡の 2B 区 1 号木棺から数珠玉、同２号木棺からは呪符木簡が出土

している。

報告書に掲載された木製品の種類と数量について検討してみると、「斎串状木製品」とした呪術具が 116

点（50％）と最も多く出土しており、次いで「杭」・「井戸枠」・「板・棒・杭状木製品」などの建築部材が

67 点（29％）、「漆椀」・「箸」などの飲食具が 27 点（12％）、「桶」・「曲物」などの容器が 7 点（3％）と

いうような数量構成になり、呪術具（斎串状木製品）の出土が目立ち、生活用具の類は少ない。報告者の

中山誠二氏は斎串を中世水田の水口儀礼に用いられたと推定しており、また飲食具のうちの「箸」も民俗

事例にみる午王札の原形として位置付けられるという野本寛一氏の研究を踏まえて、水口儀礼と関わる可

能性を指摘している。　　

本遺跡から出土した多くの木製品は水田跡から発見されているが、木棺、数珠玉、呪符については墓遺

構に伴うものであり、組成としては水田域のものとは別として考えたい。

大師東丹保遺跡（南アルプス市）（3）〔表４・図２〕

掘立柱建物跡、井戸跡、杭列、溝跡、水田跡などが検出された集落および生産遺跡であり、第１面とさ

れた遺構面では 13 世紀後半～ 14 世紀前半の時期（鎌倉時代後半）の遺物が伴っている。また本遺跡は洪

水に被災したと考えられ、この遺構面のほぼ全域から木製品が多量に出土した。本遺跡は平安時代より大

井荘と呼ばれる荘園に属していたと考えられ、該期においては加賀見遠光の支配下にあったものと推定さ

れている。

　木製品はⅠ～Ⅳの調査区のいずれも第一面とされた遺構面および各遺構に伴って出土しているが、その

ほとんどが遺構外からの出土であり、砂礫層に覆われていることからも河川氾濫時に周囲から流れ込んだ

ものが多いと考えられる。

木製品は、飲食具（漆椀、漆皿、漆蓋、漆盆、箸、折敷、板杓子）、調理・炊事具（擂粉木）、容器（円

形曲物側板・底板・蓋板、刳物、箱、蓋、栓）、装身具（横櫛、扇子）、履物（下駄、草履芯）、染・機具（糸
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巻き横木・枠木、木錘、桛、手押木）、武具（鞘）、呪術具（斎串、呪符）、形代（人形、鋤形、刀形、陽物形、

手鏡形木製品、不明形代）、工具（漆箆、木槌、横槌）、農具（鍬、組合せ鋤）、運搬具（荷札）、建築部材

（井戸枠、井戸支柱、護岸板、護岸止め杭、矢板、杭、柱根、網代、建築部材、木樋、棒状・板状・角材状・

柱状木製品）、用途不明品（樹皮、不明）が出土している。

数量の多い順にみていくと、呪術具、用途不明品、飲食具、建築部材が多く、履物、容器、染・機具、形代、

装身具…と続く。発見された木製品の多くは河川氾濫の影響を受け、原位置をとどめたものとはいえないが、

出土層位と共伴遺物からは 13 世紀後半～ 14 世紀前半（鎌倉時代後半）という年代でまとまった資料とい

える。したがって、出土した木製品は該期の調査範囲内の遺構（集落・水田）に関連することはもちろん、

調査範囲外にほぼ同時期に展開したであろう集落・水田域からの流入遺物も多分に含まれていることが考

えられる。大師東丹保遺跡から発見された木製品の組成を検討することは、このような制約が含まれると

いうことをあらかじめ述べておく。ただし、器種・用途などの比定できるような木製品の残存状況（腐食

は除く）をみると完形品も多く、遠方から流れ着いたというよりはさほど距離を隔てていない調査区の周

囲にあったものが流入したとみる方が妥当と思われる。

　このような前提を踏まえた上で組成の特徴をみていくと、ここでも二本柳遺跡同様、呪術具が 706 点（33

％）と最も多い。これに次ぐ用途不明品 524 点（25％）の中にも斎串状の木製品が相当数みられることから、

実数はさらに増す可能性もある。これについて大師東丹保遺跡Ⅱ区出土の斎串および斎串に類似する棒状

の用途不明品を検討した畑大介氏は、「…大師東丹保遺跡Ⅱ区では、斎串として報告された 484 点のうち、

138 点（29％）に焼痕がみられ、さらに斎串に類似する棒状の用途不明具 302 点のうち、156 点（52％）

が焼痕を有する。また二本柳遺跡では合計 114 点の斎串状木製品のうち、62 点（54％）に焼痕がみられ

る。」とし、単に「斎串」ないし「斎串状木製品」と報告されている木製品に焼痕の有無がみられることか

ら「火付け木」であろうと推定し、また、祭祀に伴う可能性が高い（4）、としている。山梨県内の遺跡から「斎

串」ないし「斎串状木製品」と報告されているものの中に先端が炭化するものがあることについて網倉邦

生氏は「…先端が炭化するものを含む加工痕を持つ棒状の木製品について「在地的」と定義したのは、律

令祭祀遺物に含まれず、各地でわずかずつ形態が異なりながら多くの遺物が確認されたことによる。ただ

し、畿内圏において民間で行われた祭祀行為が地方に伝播したということであれば位置づけも異なるため、

今後の検討を要する。」として、「在地的」な特徴をもつ遺物である可能性を示した（5）。

　したがって、多量の斎串が出土している二本柳遺跡や大師東丹保遺跡については、斎串研究の進展に伴

って組成上の変化がもたらされる可能性があるとはいえ、いまのところ火を用いるような在地的な性格特

徴を含む祭祀遺物として考えられており、二本柳遺跡と同様に水田という生産域に対する祭祀行為に関連

付けられるものと思われる。ただし、先に挙げた畑氏の論考によればⅡ区出土の斎串は水田域を含む広範

囲にわたって出土しているものの、４号建物付近に濃密な分布がみられ、生活遺物（土器・陶磁器、漆椀・

箸・櫛・下駄、臼、刀子等）もまた同様に濃い分布を示すことから、生活の場の近くで祭祀が行われたと

いう見解もあるが、斎串の出土地点がそのまま祭祀行為の場であったかについては、水害等の影響により

出土遺物が原位置を保っていない可能性もあるため疑問が残る。また、斎串に比べて数はだいぶ減じるが、

形代も 17 点（1％）出土しており、人形、鋤形、刀形、陽物形、手鏡形、形代（不明破片）と県内で発見

された遺跡の中では比較的種類は多いといえ、人々の祈りの痕跡が窺える。

　飲食具も 357 点（17％）と多いが、その内訳は箸が 243 点と最も多く、漆椀 57 点、漆皿 47 点でほと

んどを占める。箸と椀・皿とのセット関係については定かではないが、箸については先に触れたように祭

祀遺物としての可能性もあることや、飲食具の数量に対して調理・炊事具が「擂粉木」2 点と用途不明品

中に含まれていた卸板（Ⅱ区 1 面 No.757）1 点というのも少なすぎるように思われることから、ここでは

飲食具の使用形態が必ずしも生活に供したものではなく、水田などの祭祀に関わるものであった可能性を

指摘しておきたい。箸についても石川県穴水町西川島遺跡群（6）にある白山橋遺跡の祭祀遺物埋納遺構から

は多種類にわたる形代木製品とともに数千本（3,444 本以上）の箸状木製品が出土していることもあって、
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単に実用品と位置付けるだけでなく祭祀に用いたことも想定しておく必要があろう。

漆椀・漆皿については、塗膜分析（7 点）の結果、「2 ～ 3 層塗り（加飾を含めない）の単純な構成で、

下地は全て炭粉渋下地であった」とし、大師東丹保遺跡から出土している漆製品のほとんどが、塗膜が木

地から剥離していたり浮き上がっていることから「おそらく炭粉渋下地の製品が大部分を占めていると思

われる。」とされる（7）。すなわちこれらの漆製品は塗膜の構造からみて量産向けの製品であって、大師東

丹保遺跡では漆塗りの施されていない椀・皿類がみられず、また、土器・陶磁器類も破片となるものが多く、

その個体数も漆器椀の数より少ないことから、一般に漆器が使われていた可能性が高いことが報告の中で

も指摘されている。

　建築部材は 316 点（15％）で、杭が 116 点と多く、次いで柱根が 50 点となっており建物遺構の柱穴に

伴うものが多い。中でも良好な状態で検出された網代は、中世の絵巻等で描かれていたものが実際に残存

していた貴重な例で、絵画資料からのみでは捉えきれない中世網代の製作技法など多くの情報をもたらし

ている。

履物は 92 点（4％）で、下駄が 61 点、草履芯が 31 点であり、下駄はⅠ区 1 面出土の 1 点（8）を除いて

全て連歯のもので、長さは 17 ～ 23 ｃｍ前後のものが多いが、中には 13 ｃｍ程度の小型のものもある。

　容器は 80 点（4％）で曲物の破片が多く、容器の主体をしめていたことがわかる。また一部に刃物痕が

残るものがあることから俎板に転用したと思われるものも含んでいる。

染・機具 18 点（1％）も県内事例としては貴重で、糸巻き横木 4 点、糸巻き枠木 3 点、木錘 1 点、手

押木 9 点のほか、Ⅳ区から桛とみられる木製品が 1 点（Ⅳ区 No.627）出土している。装身具は櫛 8 点や

扇子 2 点であり数量は少ないもののある程度階層の高い人物の存在が窺え、また用途不明品の中に遊戯具

の独楽と考えられる木製品（Ⅱ区 1 面 No.781）がみられることも、それを補えるかもしれない。

小井川遺跡（中央市）（9）〔表５・図２〕

　戦国時代の壕を伴う寺院跡が検出されている。土器・陶磁器類の年代観は武田氏館跡出土遺物との共通

点を持ち、15 世紀後半～ 16 世紀前半の遺物が主体を占める。木製品は第Ⅱ期 1 号建物、第Ⅲ期主屋の東

側付近から出土しており、おおよそⅡ期（15 世紀後半～ 16 世紀前半）に属し、本来はⅡ期 1 号建物に伴

ったものがⅢ期 2 号建物造成の際、片付けられ整地層中に埋められたと考えられている。木製品は、飲食

具（漆椀、漆皿、漆蓋、漆箸、箸状木製品、しゃもじ・漆しゃもじ（板杓子））、容器（蓋、曲物、桶底板、

桶板、栓？）、装身具（櫛）、調度具（行灯の把手？）、武具（刃物の鞘？）、呪術具（斎串？）、仏具（宝珠、

塔婆？）、遊戯具（的）、工具（ヘラ状製品、錐柄）、建築部材（切板、楔（矢）、小屋束？、縁束、床束、束、

根太受、連子窓鴨居？、根太、大戸鴨居？、大引、床梁、表具の一部？、木釘？、樋、網代）、用途不明品

（墨書板、六角板、角棒、漆板、円盤状木製品（ 釦
こう（ボタン）

？）、不明）が出土している。

組成の割合をみると、飲食具が 86 点（45％）、建築部材 49 点（26％）、用途不明品 25 点（13％）、容

器 11 点（6％）、工具 8 点（4％）、装身具 1 点（1％）、調度具 1 点（1％）、武具 1 点（1％）、呪術具 2 点（1

％）、仏具 2 点 ( １％）、遊戯具 1 点（1％）となり、飲食具の占める割合が最も大きい。特に漆塗りの箸（黒塗）・

しゃもじ（板杓子）（赤塗）は、勝沼氏館跡例を除いて県内でも類例がなく、特定の高い階層に属する人々

の所有物であったことが窺われる。また、漆椀の中には、内面赤色、外面黒色で、底部高台内側に赤色漆で「戊

子」の字を入れたものが３個体あり、揃いの椀であったと考えられる（図１参照）。戊子が年を表すとすれ

ば、小井川遺跡に寺院が営まれたⅡ・Ⅲ期では、応仁二年（1468）、大永八年・享禄元年（1528）、天正

十六年（1588）などが相当し、木製品の多くがⅡ期に属するとすると、Ⅱ期 1 号建物の廃絶時期が 16 世

紀第 3 四半期以前と考えられていることから、「戊子」は大永八年・享禄元年（1528）を示している可能

性が高いと思われる。おそらくその「戊子」年を記念した何らかの祭事があったことが窺われる。

勝沼氏館跡（甲州市）（10）〔表６・図２〕

勝沼氏館跡外郭域では、堀跡、水路跡、井戸跡、水溜め跡から木製品が検出されており、15 世紀前葉

～ 16 世紀中葉頃のものと推定される。飲食具（漆椀、漆皿ないし蓋、折敷、箸、楊枝、折敷底板、折敷
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縁、漆シャモジ（板杓子）（赤塗））、調理・炊事具（卸板、鍋蓋、俎板、竪杵、蒸篭底板、柄杓柄？、柄杓

底板）、容器（瓢箪、桶材、桶底、桶側板、取手、漆箱縁、竹籤、鞍櫃被蓋側板、ホケイ脚部、ホケイ側板、

ホケイ底部、栓、曲輪側板、曲輪底板、箱縁板？）、装身具（櫛）、履物（下駄、草履芯）、染・機具（軸棒）、

呪術具（斎串）、形代（人形、刀形、鍔形、人形脚部？）、仏具（仏具頭飾り）、遊戯具（双六駒、独楽サイ

コロ、小判形円板、独楽）、工具（ヘラ、竹ヘラ）、建築部材（杭、角材、板材、板、戸閉栓、角柱材、井

戸枠板材？）、木製品製作用具類（楔、鉈台、桶の箍締め杵、削りカス、巻桜皮、桜皮、木片、松皮）、未

製品（椀荒形、底板未製品）、用途不明品（加工木）が出土しており、県内の中世遺跡出土の木製品として

は種類が最も豊富である。組成の上で他の遺跡事例と比べて特徴的であるのは、調理・炊事具と遊戯具が

比較的多様にみられることであって、それぞれ館主をはじめ家臣や工人など多くの人々の集住を裏付け、

また遊戯に興じるといった一定度の生活水準の高さが窺えようか。また、人形、刀形といった形代や斎串

のような呪術具もみられ、溝内で木屑を詰め込んだ袋に斎串を２本刺して支えるような状態で検出されて

いる事例がみられることからも館跡内での祭祀行為があることを示している。木製品製作用具類や未製品

の存在から工房跡が想定されているが、外郭域内からの木製品の種類の豊富さがなによりそれを物語って

いるといえよう。

　組成に占める割合が最も多いのは飲食具 95 点（38％）で、次いで建築部材 55 点（22％）、容器 32 点（13

％）、調理・炊事具 12 点（5％）、履物 13 点（5％）、木製品製作用具類 12 点（5％）、未製品 6 点（2％）、

形代 5 点（2％）、遊戯具 5 点（2％）、用途不明品 5 点（2％）工具 4 点（2％）、装身具 3 点（1％）、呪術

具 3 点（1％）、染・機具 1 点、仏具 1 点という構成になっている。

　飲食具は漆椀 45 点、箸 37 点が主体を占め、漆椀は光沢のある純度の高い漆を用いるもの（一種漆）と

鈍い光沢の純度の低い漆を用いるもの（二種漆）に分かれるが、ほぼ二種漆が用いられ、高台の形態から

Ａ類（高足高台）、Ｂ類（三角高台）、Ｃ類（ベタ底高台）の３つに分けられており、Ａ類が最も多いよう

である。また、箸の占める割合は漆椀よりも少なく、先に挙げた大師東丹保遺跡で多量の箸が出土してい

る事例とは組成の様相が異なる。単純に比較するべくもないが、数量の割合のこうした差異は用途の違い

を示唆するものかもしれない。また呪術具である斎串がほとんどみられないことも特徴で、多くの斎串が

検出された二本柳遺跡、大師東丹保遺跡とも様相が異なる。ただし祭祀に用いたと考えられる出土事例は

前述の通り発見されており、数量は少ないながらも斎串を用いた祭祀が行われていたことがわかる。

　調理・炊事具は他の県内事例より比較的多く、卸板 1 点、鍋蓋 1 点、俎板 2 点、竪杵 2 点、蒸篭底板 1 点、

柄杓柄（？）4 点、柄杓底板 1 点が出土している。軍事拠点・支配拠点として館は、多くの人々が集住し、

時には饗宴なども催されたであろうから、調理・炊事具もまた数多く備えられていたことが想像される。

　遊戯具も県内では事例の少ない木製品で、外郭域内からは双六駒 1 点、独楽サイコロ 1 点、独楽 1 点と、

遊戯具の一つとして報告された小判形円板が 2 点存在する。小判形円板は長さ約 4cm、幅約 3cm（うち 1

点は推定）、厚さ 3mm の楕円形の木製品であるが類例が見当たらないため、保留としておきたい。いずれ

にしても、大師東丹保遺跡の用途不明品中にみられた独楽と考えられる木製品のほかは外郭域内からしか

現在のところ発見されておらず、当時の生活の中で遊戯に興じられるような、ある程度生活水準や社会的

階層の高い人間の所有物であったろう。

　また木製品製作用具類も本遺跡の特質の一つであり、椀荒形などの未製品が存在することからも工房や

職人の存在が指摘されている。先に発行された勝沼氏館跡外郭域発掘調査報告書の中でも、荒形や削りカ

スから木地師、檜のヘギ材や桜皮・未製品から檜物師、漆布や漆継の存在から漆を扱う塗り師、桶箍や箍

締め杵や楔から桶職人などの存在を推定しており、このような木製品の存在は、出土状態に留意する必要

があるとはいえ、遺構の性格について深く踏み込んでいくことの出来る考察材料であるといえる。類例の

増加、あるいは現在知られている資料の再検討によって、未発見の工房ないし職人の痕跡などを見出せる

ことも示唆される。

以上、山梨県内の主な中世遺跡出土木製品を見てきた。整理すると、古代末～中世の水田（二本柳遺跡）、
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13 世紀後半～ 14 世紀前半の集落と水田（大師東丹保遺跡）、15 世紀前半～ 16 世紀中葉の武家館（勝沼

氏館跡）、15 世紀前半～ 16 世紀後半の寺院跡（小井川遺跡）と、およそ中世の前半～後半と概観してきた

ことになる。

組成を概観すると、二本柳・大師東丹保の両遺跡と勝沼氏館跡・小井川両遺跡の２つのあり方がみられ、

前者は生産拠点としての組成、後者は消費拠点としての組成というように、遺跡の性格が組成に強く反映

されていることはほぼ確実な前提条件となろう。したがって性格の異なる遺跡間での出土木製品の組成の

変遷を追うこと自体はあまり意味を持たないが、小結として組成の相違点をまとめておく。

組成に差異がみられたのは、呪術具、飲食具、調理・炊事具であり、二本柳遺跡や大師東丹保遺跡のよ

うに水田といった生産域を含む遺跡では、斎串ないし斎串状木製品といった呪術具が数量・割合ともに顕

著にみられたが、勝沼氏館跡外郭域では祭祀の跡と考えられる事例は 1 例のみであり、小井川遺跡でも斎

串はほとんどみられない。おそらく大部分は水口の祭祀などで用いられた道具と考えられることから、生

産域である水田に特有の遺物と捉えられる。また、勝沼氏館跡や小井川遺跡では飲食具や調理・炊事具と

いった食事に関連する遺物の占める割合が他の遺跡に比べて高いことがいえる。特に勝沼氏館跡において

調理・炊事具の占める割合が他の遺跡より高いことは、遺跡の性格上、家臣団・職人など多くの人々が集

住する消費拠点であったであろうから不思議はないように思われるが、小井川遺跡では飲食具の占める割

合は大きいものの、調理・炊事具に相当する木製品や土師質鍋などを見出すことができず、両遺跡の組成

上の差異がみられるところである。常時、人の集住する空間（勝沼氏館跡）と、適時、人の参集する空間

（小井川遺跡・寺院跡）という程度の違いがあったのかもしれない。ほかに遊戯具も組成上分かれる部分で、

双六駒、独楽サイコロといった室内遊戯具は、いまのところ勝沼氏館跡からのみ出土しており、階層差等

の性格の違いも想定される。

２　木製飲食具の変遷

　県内から出土している中世の木製品の中では、椀・皿類の事例が上記に挙げたいずれの遺跡からもみら

れた。中世前半～後半というように時間幅もみられることから、変遷を追ってみたい〔図１〕。

　椀では、二本柳遺跡下層水田出土の漆椀破片を最古段階に位置付けたが、二本柳遺跡の下層水田は 10 世

紀～ 13 世紀にかけての遺構で時間幅を持っていることから、13 世紀後半～ 14 世紀前半の資料である大

師東丹保遺跡の資料と時期的に重なる可能性もある。また、加賀・能登における古代～近世漆器の変遷を

検討した四柳嘉章氏の研究（11）によれば、11 世紀後半～ 12 世紀中葉に渋下地の安価な漆器が登場し、椀

と小皿のセットが 12 世紀に確認でき、漆絵が 12 世紀末には登場するとされる。やや年代幅のある二本柳

遺跡の下層水田資料であるが、漆絵（黒色漆を下地に赤色漆で絵付け）が確認されることから 12 世紀末

以降の資料と考え、本稿では 13 世紀代に推定しておく。なお、漆皿の破片が 1 点報告されているが室町

時代以降の上層水田からの出土であり、これらの椀とセットとなったものかは判然としない。いずれの内

外面とも黒色漆がベースとなっている。

　つづいて 13 世紀後半～ 14 世紀前半に位置付けられる大師東丹保遺跡出土の漆椀・漆皿が甲斐の中世前

半の指標となる資料といえる。椀・皿ともに内外面は黒色漆が施され、赤色漆の絵付けの有るものと無い

ものがある。皿では 1 点のみ外黒色内赤色の資料（Ⅱ区 1 面№ 0256）があるが、例外的なものといえよ

う。絵柄は笹、楓、菊などの植物文のほか瓜や蕪などの野菜を描いたものもある。椀は高台の形態によって、

総高台、輪高台（断面四角形・三角形）、無高台に分けられるが総じて低い造りで、口径 12 ～ 15cm、器

高 3 ～ 5cm 程度の法量となっている。皿は口径 8 ～ 10cm のものが多く、他に 14 ～ 15cm、19cm があり、

口径の大きさによって大中小３種類ほどの規格が想定される。器高は 5mm ～ 3cm で、1cm 程度のものが

多い。

　皿は、平安時代の大坪遺跡（甲府市）の例（12）があり、古代から中世にかけて存在した器種であろうこ

とが窺えるが、現在のところ、大師東丹保遺跡例以降ではほとんど無くなる傾向にある。大坪遺跡例は漆
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塗りが施されていない木地の皿で、大師東丹保遺跡例より総じて大型で、古代から中世にかけて木製の皿

が小型化したこと、木地の皿から漆器の皿に変わること、といった様相が窺えよう。

　14 世紀後半～ 15 世紀前半（南北朝～室町時代前半）に相当する木製品はいまのところ見出せておらず、

15 世紀後半に至ると小井川遺跡と勝沼氏館跡の事例が現れる。椀は形状に変化がみられ、高台が長大化し

た高足高台が出現する。16 世紀代に入っても同様の傾向で、勝沼氏館跡、小井川遺跡の事例の他、二本柳

遺跡２Ｂ区２号溝例、同区８号井戸例、武田氏館跡第 31 次調査例（13）などが挙げられる。ただし、総高台、

輪高台（断面四角形・三角形）のものも前代より引き継がれて存在しているが、無高台のものは無くなる

ようである。また、この段階の皿はほとんど事例として見出すことができず、小井川遺跡から２例（うち

１例に「二」銘あり）、勝沼氏館跡外郭域 SGD34 水路跡から「漆皿ないし蓋」として報告された１例とが

あるのみである。類例の増加に期待したいが、木製品以外のもので代用していた可能性もある。

漆塗りは外面黒色、内面赤色のものが大半を占め、内外両面赤色のものは勝沼氏館跡から破片で数点出

土している。漆絵はいずれも黒地の外面に赤色漆で描いたもので、鶴・亀、丸の中に鶴（鶴丸）や亀甲文

などの吉祥文や、草木を描くものがみられる。特に鶴や亀は吉祥を表すものと考えられ、勝沼氏館跡、小

井川遺跡から出土している。勝沼氏館跡から出土している鶴丸文様の描かれた高足高台の椀は、外面に５

単位という構成をもつが、小井川遺跡からも同様に高足高台の椀で、外面に５単位の鶴？丸文が描かれた

椀が出土している。小井川遺跡出土例は外面の状態が悪く判然としない部分もあるが、おそらく鶴であろう。

形態的にも漆絵のデザインにも高い類似性をもつ、この両者の椀が別々の遺跡から出土したことの持つ意

味は想像の域を出ないが、少なくとも同じモチーフのデザインから製作されたと考えられ、共通した漆器

文化の中にあったといえよう。また、小井川遺跡出土椀のうち「戊子」銘椀は３個体出土しており、その

年（大永八・享禄元年（1528）？）を記念する祭事があったことが想定されるが、鶴や亀、亀甲といった

吉祥文を持つ椀もみられることからこれらは日常使用したものではなく、祝いの行事といった特定の場合

にのみ使用したものではないだろうか。

　勝沼氏館跡からは丸の中に鶴を描く鶴丸文や亀甲文の他に、鶴と亀の両方を描いたものがみられる。未

報告となった断片資料の中にもみられ、左に亀、右に鶴を向かい合わせて配置する意匠のものが複数個体

みられ、揃いの椀であった可能性は高い。小井川遺跡の事例に照らし合わせて考えるならば、このような

館跡の揃いの椀も限定的な祝事に用いたものであったと考えられ、いまのところ館跡からしか発見されて

いない朱塗り（内外赤色漆）の椀もまたこうした非日常的なハレの場合に用いる器であろうことが予想さ

れる。

　また、椀と皿との関係では鎌倉時代後半の大師東丹保遺跡例では、椀と並び相当数の皿が出土しており、

飲食具としてのセット関係があったであろうことが推定されるが、室町～戦国時代の小井川遺跡や勝沼氏

館跡では皿がほとんどみられなくなる。このことは、組椀の三の椀がほぼ無く、一の椀と二の椀の二つ組

の食膳が基本であり、三の椀に相当する皿は陶磁器など別材質の器に置き換えられていたとも考えられる。

また、16 世紀代の遺跡出土漆器を検討した四柳嘉章氏の研究によれば、椀が皿に対して圧倒的に多いこと

が指摘されており（14）、こうした全国的な傾向と勝沼氏館跡の組成は矛盾しないことがわかる。

３　まとめ

　周知の通り、木製品は湿地などの恵まれた残存状況から発見された資料によってのみ研究することので

きる分野であり、出土状況や調査範囲によって把握できる情報は、非常に偏りやすい。断片資料も多く、

上記に取り上げた各遺跡出土木製品に占める用途不明品の割合にもそれは現れており、出土した資料が本

来どういうものであったかを比定することも、大変な労力を要する場合がある。本稿ではこうした限界性

について認識しながらも、あえて県内の中世遺跡の資料の組成や漆椀・皿などの飲食具の変遷をみて比較

することによって、外郭域報告書では触れることのできなかった勝沼氏館跡出土木製品の性格について迫

ろうと試みた。その結果、勝沼氏館跡の出土木製品組成は小井川遺跡の組成と近いことが窺えた。また、
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鶴や亀といった吉祥文を配した椀の存在もそれを裏付けるものと考えられ、これを歴史上のエポックと結

びつけられるのかどうかは想像の域を出ないが、非日常的なハレの場合の使用を想定した。

　椀と皿の組成も中世前半と後半では大きく様相を異としており、食膳形式の変化によるものと捉えたが、

本稿では各遺跡から出土している土器・陶磁器類組成の検討には至らなかったため、木製品とこれらの土

器・陶磁器類との関係まで論じることができなかった（15）。また、木製品は生活の様々な用途に用いられ、

土器や陶磁器といった遺物に比べて、その種類は実に多い。本稿では、各遺跡の木製品の組成と椀皿類の

検討に焦点をあてたが、出土事例の多い曲物・桶などの容器、斎串・形代などの呪術具、建築部材などに

も依然として比較検討に足る材料は数多く残されているように思える。一度、用途不明品として数えられ

た中にも、類例の増加によって比定が可能となる資料もいくつか発見でき、再検討を要するいわば「眠った」

資料が多いことも木製品資料の負の面の特徴といえるが、それだけに再検討によって遺跡の理解が大きく

変わる可能性も秘めているといえよう。

今後の類例増加に期待するとともに、限定的な条件でしか発掘されない木製品研究の今後の進展に大い

に期待したい。また、石川県金沢城調査研究所の吉田千沙子氏には文献探索等で多大な労を取って頂いた。

記して感謝申し上げる。
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（13）史跡武田氏館跡 31 次調査より。溝内からの出土。甲府市教育委員会 2000『史跡武田氏館跡Ⅶ―第 14 ～ 31 次

　　　調査報告書―』甲府市文化財調査報告 11

（14）四柳嘉章 2003「漆器と技術」『戦国時代の考古学』小野正敏・萩原三雄編　高志書院

（15）中世の飲食具の変遷という意味では、木製品のほか、土器・陶磁器の組成も加えて検討する必要がある。

　　　本稿で検討の俎上にのせた二本柳遺跡、大師東丹保遺跡、小井川遺跡、勝沼氏館跡では木製品の量に対して土器・

　　　陶磁器は数量的に少ない上にほとんどが破片資料であるという特徴がみられ、廃棄段階での処理方法に違いがあ

　　　ることが予想されるが、今後の検討課題としたい。
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分類 器種 数量（報告書掲載分）
飲食具 漆椀 10
飲食具 漆皿 1
飲食具 箸 16
容器 桶 1
容器 曲物 6
履物 草履の芯材 1
火処具 火きり臼 2
呪術具 斎串状木製品 116
形代 人形 1
形代 鏃形木製品 1
遊戯具 笛 1
工具 ツチノコ 1
建築部材 井戸枠 1
建築部材 杭 31
建築部材？ 板状木製品 17
建築部材？ 棒状木製品 16
建築部材？ 杭状木製品 2
用途不明品 板片 1
用途不明品 木片 1
葬具 木棺 1
葬具 数珠玉 1
葬具 呪符 4

分類 器種 数量（報告書掲載分）
飲食具 漆椀 57
飲食具 漆皿 47
飲食具 漆蓋 2
飲食具 漆盆 1
飲食具 箸 243
飲食具 折敷 2
飲食具 板杓子 5
調理・炊事具 擂粉木 2
容器 円形曲物　側板 2
容器 円形曲物　底板 58
容器 円形曲物　蓋板 13
容器 刳物 1
容器 箱 1
容器 漆　曲物底板 2
容器 蓋 1
容器 栓 2
装身具 横櫛（解櫛） 3
装身具 横櫛（梳櫛） 5
装身具 扇子 2
履物 下駄 61
履物 草履芯 31
染・機具 糸巻き横木 4
染・機具 糸巻き枠木 3
染・機具 木錘 1
染・機具 桛 1
染・機具 手押木 9
武具 鞘 1
呪術具 斎串 705
呪術具 呪符 1
形代 人形 7
形代 鋤形 1
形代 刀形 1
形代 陽物形 3
形代 形代 3
形代 手鏡形木製品 2
工具 漆工具　箆 1
工具 木槌 1
工具 横槌 1
農具 鍬 1
農具 組合せ鋤 1
運搬具 荷札 1
建築部材 井戸枠 8
建築部材 井戸支柱 5
建築部材 護岸板 7
建築部材 護岸止め杭 8
建築部材 矢板 4
建築部材 杭 116
建築部材 柱根 50
建築部材？ 網代 27
建築部材 建築部材 44
建築部材 木樋 1
建築部材 棒状木製品 23
建築部材 板状木製品 17
建築部材 角材状木製品 5
建築部材 柱状木製品 1
用途不明品 樹皮 3
用途不明品 不明 521

『二本柳遺跡』（2000 年）より

『大師東丹保遺跡（Ⅰ～Ⅳ区）』（1997 年）より

表３　二本柳遺跡木製品出土事例 表４　大師東丹保遺跡木製品出土事例
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分類 器種 数量（報告書掲載分）
飲食具 漆椀 45
飲食具 漆皿ないし蓋 1
飲食具 折敷 3
飲食具 箸 37
飲食具 楊枝 1
飲食具 漆蓋 2
飲食具 折敷底板 3
飲食具
飲食具

折敷縁 1

卸板
1

調理・炊事具
鍋蓋

1
調理・炊事具

俎板
1

調理・炊事具 2
調理・炊事具 竪杵 2
調理・炊事具 蒸篭底板 1
調理・炊事具 柄杓柄か 4
調理・炊事具 柄杓底板 1
容器 瓢箪 2
容器 桶材 6
容器？ 取手か 1
容器 桶底 4
容器 桶側板 3
容器 漆箱縁 1
容器（籠の一部） 竹籤 1
容器 鞍櫃被蓋側板 1
容器 ホケイ脚部 2
容器 ホケイ側板 3
容器 ホケイ底部 1
容器 栓 1
容器 曲輪側板 3
容器 箱縁板か 1
容器 曲輪底板 2
装身具 櫛 3
履物 下駄 12
履物 草履芯 1
染・機具？ 軸棒 1
呪術具 斎串 3
形代 人形 1
形代 刀形 1
形代 鍔形 1
形代 人形脚部か 2
仏具 仏具頭飾り 1
遊戯具 双六駒 1
遊戯具 独楽サイコロ 1
遊戯具？ 小判形円板 2
遊戯具 独楽 1
工具 ヘラ 2
工具 竹ヘラか 2
建築部材 杭 9
建築部材 角材 14
建築部材 板材 24
建築部材 板 2
建築部材 戸閉栓 1
建築部材 角柱材 4
建築部材 井戸枠板材か 1
木製品製作用具類 楔 2
木製品製作用具類 鉈台 1
木製品製作用具類 桶の箍締め杵 1
木製品製作用具類 削りカス 1
木製品製作用具類 巻桜皮 2
木製品製作用具類 桜皮 2
木製品製作用具類 木片 2
木製品製作用具類 松皮 1
未製品 椀荒形 3
未製品 底板未製品 3
用途不明品 加工木 5

漆シャモジ

分類 器種 数量（報告書掲載分）
飲食具 漆椀 14
飲食具 漆蓋 2
飲食具 漆箸 3
飲食具 箸状木製品 62
飲食具
飲食具
飲食具

漆皿 2
漆しゃもじ 2
しゃもじ 1

容器 蓋 2
容器 曲物 3
容器 桶底板 2
容器 桶板 3
容器 栓？ 1
装身具 櫛 1
調度具 行灯の把手？ 1
武具 刃物の鞘？ 1
呪術具 斎串？ 2
仏具 宝珠 1
仏具 塔婆？ 1
遊戯具 的（玩具） 1
工具 ヘラ状製品 7
工具 錐柄 1
建築部材 切板 1
建築部材 楔（矢） 21
建築部材 小屋束？ 1
建築部材 縁束 1
建築部材 床束 11
建築部材 束 2
建築部材 根太受 1
建築部材 連子窓鴨居？ 1
建築部材 根太 2
建築部材 大戸鴨居？ 1
建築部材 大引 1
建築部材 床梁 2
建築部材 表具の一部？ 2
建築部材 木釘？ 1
建築部材 樋 1
建築部材 網代 1
用途不明品 墨書板 5
用途不明品 六角板 1
用途不明品 角棒 2
用途不明品 漆板 2
用途不明品 円盤状（釦？） 1
用途不明品 不明 14

『史跡勝沼氏館跡外郭域』（2009 年）より

『小井川遺跡Ⅲ』（2008 年）より

表６　勝沼氏館跡外郭域木製品出土事例表５　小井川遺跡木製品出土事例
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図２　県内遺跡出土事例にみる木製品の組成
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　　第５節　勝沼氏館内郭部の空間構成について
室伏　徹　　　　　

１　甲斐の武家屋敷

　関口欣也は、中世文献と近世民家の編年から山梨県における戦国時代末の武家住宅に、少なくとも３つ

のタイプが存在することを示している (1)。

１　武田氏躑躅ケ崎館は、基本は足利将軍邸を頂点とした室町末における高級武家の上流住宅であった

とみてよい。

２　武田氏に属した上級武将のついては、武田氏館の主殿に次ぐ書院造りの上流住宅に属するものと考

えてよい。

３　江戸初期の最上層民家の源流が戦国期の貫高の少ない地侍層にあることは、ほぼ疑いない所として

よい。

これを、Ａ・Ｂ・Ｃタイプと呼称することとする。この３タイプは、そのまま格式序列をも示している。

Ｃタイプ以下の住宅建築の主屋については、勝沼氏館跡外郭域や山梨県内の中世城館の発掘調査事例から、

屋敷内に１棟から数棟の建物が個々独立して配置され、これらの建物は１６世紀末まで掘立柱構造であり、

中世掘立柱の編年から上層民家だけでなく甲州の近世の民家に大きな影響を与えたものであることが確認

されつつある。

これとは別に、江戸初期ごろ編纂された『甲陽軍鑑』は、「武田の御殿は、公方家の作法也、公方の御屋

作りは、第一諸人のつきあいに、慮外なきこと、肝要に候故、諸侍伺候いたすには、椽 ( 縁か ) ばかりある

き申やうに、造り給は、中興鎌倉にて、頼朝公よりはじまりぬ、其後尊氏公、右の圖をもって、都にて作

り給ふ、やかた作りの様子、人々慮外なき様を、宗とするは、公方家の屋形作りなり」( 品第十六 ) と述べ

ている。この記述は守護武田氏の「屋形作り」は、鎌倉時代の頼朝から尊氏、公方家と受け継がれてきた

建物様式であり、その基本は「第一諸人のつきあい、慮外なきこと」にあること、構造的には「諸侍伺候

いたすには椽 ( 縁か ) ばかりあるき申やうに造り給」とし、武田氏の館構造が由緒ある特別な構造で建物相

互が連結された構造であること、つまりＡタイプを説明する内容であるが、このことは逆に、甲斐におい

てはＢ、Ｃ以下の多くの武家屋敷はこれとは異なり、屋敷内の建物が独立配置を取るものであたったこと

を示唆している。甲陽軍鑑の記述内容と関口の分析結果から、Ｂタイプ建築は、中心建物はＡタイプ建築

の主殿に次ぐ書院造りであるが、屋敷内の建物はＣタイプに近い個々独立して建つ構造であると考えられ

る。

２　武家屋敷の調査事例

Ａタイプ建築については、平安時代の寝殿建築に始まり、近世の大名屋敷に及ぶ系譜を持つもので建築

史学において蓄積された成果がある。ただ文献に登場する建物や屋敷の調査事例は少なく、近い事例として、

鎌倉時代後期の政治の中枢にかかわっていた人物の最上級武家住宅遺構として神奈川県鎌倉市今小路西遺

跡北屋敷遺構や、地方例となるが、１５世紀末から１６世紀の福井県一乗谷遺跡本館建築群、１６後半の

東京都八王子市八王子城御主殿遺構などがある。なお、１６世紀代の京都における最上級武家住宅につい

ては、施設配置と建物立体構造が分かる資料として「町田本洛中洛外図」( 歴博甲本 )「上杉本洛中洛外図」

などがあり、平面的施設配置や建物名称が分かる資料として慶長１３年 (1608) 年平内政信の大工木割秘伝

書『匠明』の殿屋集資料がある。この「匠明」資料については、川上貢が「当代即ち慶長十三年より昔と

言われる「六間七間ノ主殿図」ならびに「東山殿ノ図」は、遠い昔に当たる東山殿に仮託して、室町時代

のきわめて末期の上層邸宅にみる施設構成の規範を記したものと考えられる。したがってこの図は室町時

代末期の住宅をうかがう上に参考になりうるものである。」としており (2)、Ａタイプ建築の規範的な事例で
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あるが、空間構成を示す資料として扱っていきたい。Ｃタイプ建築については、山梨県内では屋敷の全体

が調査された事例は少ないものの、関東地方では群馬県高崎市矢島館跡、千葉県印旛郡長勝寺脇館跡、堀

込城跡Ⅱ郭などの調査事例がある。

３　住宅空間の区分方

ここで、改めて各タイプの屋敷内の空間構成を検討してみたい。中世住宅における空間構成について、

川上貢は「日本人の晴と褻による二面対照を強く意識した生活概念は日常生活のあらゆる分野においても

あらわれており、とくに住居のつくり方や住い方の中にとりいれられて、古代末期より中世を通じてその

住居形式の構成を大きく支配することになった。」としており (3)、小野正敏は、この概念と実際に建物に伴

い検出される遺物の構成から、福井県一乗谷遺跡本館、神奈川県鎌倉市今小路西遺跡北屋敷建物群などの

空間構成分析を行い、A タイプの武家屋敷研究の方法論を示した (4)。比較するため、川上の空間区分方で

Ｃタイプの長勝脇館跡の建物配置を代表的事例として検討してみたい (5)。この館は南東門が正門で北西門

が裏門となっており、正門に接し広庭がありその正面が主屋で、主屋に向かい裏門のある右手側に厩と番

所的建物、左側に倉庫的建物、主屋の裏門側脇に御上座、背後に台所的建物が配置されている。C タイプ

の屋敷の場合、庭園や高級陶磁器を伴うこともほとんど無いことから、これ以外の要素でこの空間構成を

ハレとケの概念で区分してみたい。まず、主屋を境として屋敷内を 2 分し、正門側をハレ、その背後をケ

の空間とする。ハレの空間は広庭を挟み、三分され、裏門側の厩と番所がある空間を「ハレ－ケ」、逆の倉

庫的建築のある側を「ハレ－ハレ」と呼称することとする。主屋背後の「ケ」の空間を２分し、裏門側の

御上座や台所のある空間を「ケ－ケ」、その逆を「ケ－ハレ」の空間として区分する。「ケ－ハレ」を区分

した理由は、一乗谷の上級武家屋敷では倉庫や便所、勝沼氏館跡外郭域の東郭外家臣屋敷第２Ｂ期遺構で

は倉庫的建物が配置された例があるためである〔図３〕。

ここでＣタイプ建築の屋敷内空間を区分する方法で、Ａタイプ住宅の規範的事例である「東山殿屋敷ノ

図」を分析してみたい。「東山殿屋敷ノ図」は、建物と建物を結ぶ塀や空間区分の塀などが記載されており、

この区分線に着目すると、５区画に区分された空間構成があることが分かる。それぞれ、台所や台所広間、

婦人の生活拠点の局などがある空間は「ケ－ケ」、その南側対屋、行幸間、湯殿がある側が「ケ－ハレ」と

なり、主殿の南側、泉殿がある部分が「ハレ－ハレ」、主殿の東、四脚門との間が広庭、その北側、厩と遠

侍がある空間が「ハレ－ケ」の空間となり、小野正敏の指摘した「奥」はケ－ハレ、「表」はハレ－ハレに

該当すると考えられる〔図４〕。

一見複雑に見えるＡタイプの「東山殿屋敷ノ図」最上級武家住宅も、また単純に見えるＣタイプの長勝

寺脇館跡の武家住宅も、「ハレ」と「ケ」の二面性の原則に従っているため、同じ空間構成を取るのは当然

のことである。ＡタイプとＣタイプの空間構成から見た違いは、長勝寺脇館跡の空間構成から「東山殿屋

敷ノ図」の空間構成を見ると、中心建物の周囲の空間構成が９０度回転していることがわかり、門と広庭、

主屋の軸線関係でみると、長勝寺脇館跡は門から広庭への軸線に対し、主屋の軸線が直行しており、「東山

殿屋敷ノ図」は、門（四脚門）から広庭への軸線と主殿の軸線が同じ方向であることである。なお、「東山

殿屋敷ノ図」では記されていないが、「洛中洛外図」の細川管領邸では「ハレ－ハレ」空間に、公方邸では

「ハレ－ハレ」空間ないし「ケ－ハレ」空間にかけて庭園が描かれている。

ハレとケによる屋敷内の空間区分は二面性であるが同時に二分性をもつ空間区分方法でもある。C タイ

プの屋敷の空間区分で使用した広庭から始まり主屋を一周する「ハレ－ケ」→「ケ－ケ」→「ケ－ハレ」

→「ハレ－ハレ」の区分はこの順で配列された連続性を有する空間区分である。このため、屋敷の立地に

より、裏門の位置が変わると、空間区分が左右反転する場合も生じる。そこで、この連続性を弧で結び、

主屋の背後でこの連続性が右に進む場合は右回り、左に進む場合は左回りと呼称してみたい。すると、長

勝寺脇館跡はＣタイプの左回り配置となり、「東山殿屋敷ノ図」はＡタイプの左回り配置となる〔図３下段・

図４下段〕。
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４　勝沼氏館跡の空間構成

　さらに同じ空間区分の呼称の仕方で、勝沼氏館跡内郭部の各期の遺構の空間構成を検討してみたい。

第１期遺構は、東門を正門としたとき、正門から広庭への軸線と中心建物ＳＢ２２の軸線が同じであり、

主屋の北側が「ハレ－ハレ」で、その西のＳＢ２３がある空間が「ケ－ハレ」、中間土塁ＳＸ１７の西側Ｓ

Ｂ１２c のある空間が「ケ－ケ」、その東側で主屋の南側が「ハレ－ケ」の空間となり、「東山殿屋敷ノ図」

の図の南北を入れ替えた構造と一致しており、建物配置はＡタイプの右回り配置といえるが、中間土塁の

設置など現状では余り類例が無い、独自性が認められることから、Ａタイプの右回り配置を取る地方的建

築配置として扱いたい〔図５上段〕。

　第２Ａ期、第２Ｂ期遺構は、北西門（正門）から広庭に入り、ここで屈曲するが、広庭から中心建物Ｓ

Ｂ０３またはＳＢ０２に向かう軸線に対し、建物軸線は直行しており、中心建物の北側の台所から南東側、

東門に至る空間が「ケ－ケ」の空間、茶室的建物ＳＢ０８の南側が「ケ－ハレ」の空間、接客建物ＳＢ

１２のある空間が「ハレ－ハレ」、広庭と中心建物の間にある番所ＳＢ１９が想定される空間が「ハレ－ケ」

の空間に当たり、金属加工工房ＳＢ２０は基本的に広庭に所属すると考えられる。空間構成がかなり複雑

化しているが、基本的にはＣタイプの右回り配置であるが、中心建物や接客用建物が広縁や上段ノ間的空

間を持つ可能性があり、建物的には礎石建ちの書院造りであることを考慮すると、関口が指摘した上級武

将のＢタイプの建築に該当するのではないかと考えられる〔図５下段・図６上段〕。

第３期遺構は、基本構成は第２Ａ期・第２Ｂ期と類似していると考えられるが、庭園遺構を伴う接客建

物が大型化していることを考慮すると、第２、第３層面のＢタイプ建築のさらに書院造りの色彩が強くな

ったものではないかと考えられる〔図６下段〕。

５　駒井政武屋敷の建物配置

ここで、関口欣也が指摘したＢタイプ屋敷の一つ、武田氏の重臣駒井政武の屋敷建設の記録により、

屋敷内の建物配置が復元可能か検討してみたい。駒井政武の屋敷建築記録は『高白斎記』天文二十一年

（１５５２）の条に以下のようにある。

７月２７日　　別保ノ本屋敷被下候。門ト家ハ長宝寺致所望ニ付被遣候

８月　１日　　府中ノ新屋敷ノ材木為取始

８月１５日　　未刻府中ノ屋敷ノ鍬立始

８月２７日　　府中ノ新屋敷ノ地形塀普請始

９月　３日　　南門ノ石敷　同座敷ノ石敷

９月１４日　　南ノ大門建　同座敷表ノ柱一本立始　東門建

９月１６日　　土蔵建　上タンノ間ノ柱立　厩ノ柱一本立　西保衆帰シ候

９月１９日　　土蔵ノ雨屋立　同面ノ座ノ棟上　御上座ノ棟上

９月２８日　　大門ノ棟樋渡ス

１０月１２日　釜ヌリ始

１０月１５日　府中ノ新屋敷ヘ各移ル

本屋敷地を賜ってから、３ケ月間の記録であるが、武田氏の重臣の屋敷内建物の建築構造や名称、建築

経過を伝える貴重な記録である。府中別保は、現甲府市下積翠寺町の宝積寺周辺に当たり、東西９０ｍ南

北３５ｍほどの平坦地があり、北から西は相川の屈曲点、東は愛宕山の山裾が隣接し、南側に武田館につ

づく台地が広がる地形である。宝積寺には駒井右京の石塔が伝わるとあり、また文中にある長宝寺は、こ

この北側上積翠寺町にある。屋敷は礎石建ち南門を大門 ( 正門 ) とし、山際の東門を裏門としており、内部

の建物は基本的には左回り配置を取ると考えられる。屋敷の周囲は塀が囲み、内部に礎石建ちの座敷、座

敷表、上段ノ間、厩、土蔵、面ノ座、御上座さらに「釜ヌリ始」から台所、地形普請に関わった「西保衆
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帰シ候」から、家臣の詰め所的番所も存在したと想定されるが、座敷と座敷表、面 ( おもて ) ノ座は一つの

建物を表すと考えられ、最も早く工事に着手したこの建物が主屋であろう。関口欣也は座敷や上段ノ間の

呼び名からこれらの建物が書院造りの建築であったと推定している。この駒井屋敷の建物配置を推定して

みると、正門である南門の内側に広庭、その正面に主屋の座敷が東西棟で建ち、主屋の手前東側「ハレ－ケ」

に厩と番所、その北側、主屋の東脇または背後に近接して婦人の居所と考えられる御上座と台所が存在し

「ケ－ケ」空間を構成し、主屋の背後西側の「ケ－ハレ」空間に雨屋を備えた土蔵が存在すると考えられる。

上段ノ間については、座敷と別棟なら、勝沼氏館跡第 2 期遺構と同じく、主屋の西脇か手前西側の「ハレ

－ハレ」空間に設置された上段や広縁を備えた接客用建物となる。ただし、接客用建物を「上段ノ間」と

呼ぶかが問題となるが、天文１２年 (1543) 武田氏館が火災で焼失したとき、駒井高白斎は「高白ガ家進上

仕ル」とあり、いざと言う場合、駒井政武が武田晴信を迎えられるよう意識していたとするなら、有り得

る可能性もあり、ここでは勝沼氏館跡内郭部第 2 期の SB12 に類似した建物の存在を想定してみたい〔図７〕。

６　A タイプ建築の空間構成の地域性

同様な方法で、県外の朝倉氏遺跡本館遺構と八王子城御主殿遺構事例等を分析してみたい。

福井県一乗谷朝倉氏遺跡本館は天正元年の織田信長の朝倉攻により焼失した遺構である (6)。本館内の建

物は構築時期の違いにより第 1 群遺構と第 2 群遺構がある。第１群遺構は、西門を正門、北門ＳＢ５５を

裏門とし、中心建物をＳＢ０５、裏門に近いＳＢ０６を台所、ＳＢ５３を厩、ＳＢ０３を倉庫的建築、Ｓ

Ｂ０２・ＳＢ０１を接客用施設とすると、西門、広庭から中心建物に至る軸線と中心建物の軸線が直行し

ており、基本的にはＣタイプ建築の右回り配置の見本のような施設配置構造をもつが、礎石建築であるこ

とや接客建物の発達状況からみて、Ｂタイプ建築と考えられる。

同遺跡本館第２群建築は、第１群建築の西側の山裾を切り開いて造られた建物群で、第１群建築との重

複関係が無いことから、第１群建築が存在した状況で建築が進められたと考えられる。第２群の中心建物

は最大規模のＳＢ１０で、西妻部分に玄関を有すことから、正門である西門と玄関との間に建物が有るこ

とは不自然であり、この建物が完成した時点で基本的に第１群建築は撤去されたと考えるのが自然である。

建物から突出した玄関は洛中洛外図の公方邸にはあるが、細川管領邸では廂の付属物として表現されてお

り、本館の中心建物ＳＢ１０は公方邸の玄関方式に倣う選択が行われたと考えられる。第２群建築は、正

門（西門）・広庭から中心建物に向かう軸線と中心建物の軸線が一致するＡタイプの建築群であり、正門に

対する裏門は北門ＳＢ５５で、厩ＳＢ３４、台所ＳＢ３０、御裏方ＳＢ３３などが「ハレーケ」・「ケ－ケ」

空間、蔵ＳＢ４１や風呂場があるＳＢ４４などが「ケ－ハレ」空間、石組み庭園ＳＧ２０や庭に面した茶

室的建物ＳＢ１１や泉殿的ＳＢ０９などが「ハレ－ハレ」空間と考えられ、基本的にはＡタイプの右回り

空間構造であるが、大型の中心建物に様々な機能が集約されている状況から、Ａタイプ建築の地方的建築

に当たると考えらえる〔図８〕。

東京都八王子市八王子城御主殿遺構は、天正 10 年 (1582) 以降に構築され、天正 18 年 (1590) に落城し

た北条氏康の次男氏照の居城である (7)。御主殿郭の正面入り口は、南の沢側から登る階段施設が到達する

郭の東端に存在すると考えられ、その反対の西端に裏口があると推定される。中心建物はＳＢ０２で、広

場に向かい妻から玄関が突出しており、正門・広庭から中心建物に向かう軸線と建物の軸線が一致してい

ることからＡタイプの建築である。中心建物ＳＢ０２は、東と南を広縁とする４面廂建物で身舎の南が梁

間３間、北に２間の間が並行して配置され、東側広縁の南端に痕跡のようになった中門があり、北側には

色台・遠侍などの建物が付属しており、この建物の南側が白州の「ハレ－ハレ」空間となる。中心建物の

西にあるＳＢ０１は北の山側に庭園ＳＧ０１を配置した４面廂建物で、身舎は梁間２間の間が並列してあ

る構造から接客用建物と考えられ、この建物の周囲が「ケ－ハレ」空間、そのさらに背後のＳＢ０３御裏

方的建物の周辺に台所を中心とした「ケ－ケ」空間があり、中心建物ＳＢ０２の遠侍的建物ＳＢ０５の北

側が「ハレ－ケ」の空間を構成し、北の山際に「ケ－ケ」空間との連絡通路が存在すると考えられ、その
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先に内厩があると考えられるＡタイプの左回り配置であるが、敷地がテラス状の細長い地形のためか、か

なり雁行形の個性的な空間配置をとる事例と考えられる〔図９〕。

また、熊本県菊鹿町の隈部館跡 (8) は庭園遺構を伴うもので、桁行５間梁行３間の 4 面廂の礎石建物１を

主屋とし、その北側に庭園に面した接客用建物２を配置している。中心建物や接客用建物の規模構造は勝

沼氏館跡第 2 期遺構との類似性が高く、桝形虎口と中心建物との関係が判然としないが、Ｂタイプに近い

Ａタイプの右回り配置ではないかと考えられる〔図１０〕。

神奈川県鎌倉市の今小路西遺跡の鎌倉時代後期遺構群 (9) は、北屋敷が東に正門を配した A タイプの左回

り配置と推定され、南屋敷は東門を正門とするなら「ケーハレ」・「ハレーハレ」空間への建物配置が無い

C タイプの左回り配置であるが、中心建物が礎石建築となっており、B タイプ建築の初期的な姿としても捉

えることができる〔図１１〕。

参考的事例ではあるが、江戸以降に描かれたことは明らかであるが、「信玄公屋形図」という武田氏館内

の建物配置を記した絵図がある。この図には主殿と本主殿の間に「火焼間」と記された建物があり、この

建物は『高白斎記』天文 21 年 7 月 19 日の条に「中ノ間座敷建」に対応する可能性があり、まったくの想

像の産物ではなく、実際に武田氏館内の建物を知るものの情報ないし、伝承を基本としてまとめ上げられ

た可能性があり、その情報は正確な建物名称や居室名などではなく「御座敷能ノ時是ニテ」などや建具の

記述から、大よその建物配置や建物の使い方、内部の様子などを伝える情報ではなかったかと考えられる。

この屋敷図が示す建物配置は東門を正門とし北門を裏門とするＡタイプの左回り配置であり、東山殿屋敷

図や細川管領邸などに近い姿を描き出しているように受け止められる〔図１２〕。

まとめ

勝沼氏館跡内郭部第 1 期の遺構は、東側を正門としたＡタイプ建築であり、１５世紀代にこのタイプの

建築様式を採用した館主は、少なくとも鎌倉府や京都の建築の情報を知り、かつ甲斐国のなかでも極めて

高い地位にあった人物と考えられる。さらに１６世紀の第 2 期遺構は、Ｂタイプ建築であり、館主は武田

氏の中でも、郡内の小山田氏や河内の穴山氏、駒井政武などの重臣に当たる人物であることが分かり、第

3 期建築は、甲斐国内でも館・屋敷内に石組庭園が存在することが文献的に確認できるのは１６世紀の甲

府武田氏館のみで、比較的近い時期の駒井政武屋敷の建築記録にも築庭の記述が見出されないことを考え

合わせると、重臣のなかでもかなり高い地位の人物であることを示している。ただ、勝沼氏館跡内郭部の

場合、こういった地位を示す遺物に恵まれていないが、これは戦火等により突然廃絶されたものでないこ

とや、屋敷内における廃棄物の日常管理が影響していると考えられる。掘立柱建築を主体としたＣタイプ

の場合、遺跡の性格を決定するのみならず、建物の年代を特定する遺物さえ得られない場合もかなりあり、

これを補うものとして、遺構年代と変遷は掘立柱建築の編年から、館・屋敷の主の地位性格を屋敷内の建

物配置から類推できるようになれば、地域史研究の一助となると考えられる。
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　　第６節　山梨県の中世掘立柱建築
室伏　徹　　　　　

はじめに

　山梨県内の中世住宅建築の調査は、昭和 48 年勝沼氏館跡内郭部から礎石建築が発見されたことが端緒と

なり、その後実施された中世城館跡分布調査により中世遺跡も周知の埋蔵文化財包蔵地に加えられ、さらに、

甲府市武田氏館跡や韮崎市新府城などの史跡を含め中世遺跡を対象とした発掘調査も増加し、中世掘立柱

建築遺構や礎石建築の事例も蓄積されるようになってきている。

　本稿では、勝沼氏館跡外郭域を含め山梨県内で発見された中世掘立柱建築遺構を建物構造から類別し、

その編年的検討を行ってみたい。

１　年代が分かる建築遺構

　掘立柱建築は、竪穴住居と違い、土間などの生活面を確認できる事例がほとんど無く、伴出遺物から建

築年代を特定するのは難しい場合が多いが、山梨県内では、何らかの意図をもって柱穴の底部に入れられ

た陶磁器により、建築年代が分かる事例がある。

事例１　北杜市白州町上北田３遺跡１号掘立柱建物 (1) は、小型柱穴の３間３間の総柱建築で、柱穴内より

常滑第 5 様式の甕片が礎板のように敷き並べられた状況で検出されており、13 世紀前半以降の建物であ

ることが確認できる。この建物は、桁間柱間隔が 2.27 ｍ (7.5 尺 ) で梁間柱間隔が 1.89 ｍ (6.25 尺 ) を測

る総柱建築で、この建物に桁行２間梁行３間の２号掘立柱建築が重複しており、この建物の桁間柱間隔は

3.20 ｍ (10.56 尺 ) で梁間柱間隔は 1.50 ｍ (4.95 尺 ) を測り、前後関係は確認されていないが、検出状況

から連続した近い年代の遺構と考えられる。

事例２　甲州市勝沼町勝沼氏館跡外郭Ｇ地区 SGB07(2) では、柱穴内の礎板石の脇より大窯３期後半から４

期前半に当たる初山窯のすり鉢片と染付け皿 B1 類底部破片が出土しており 16 世紀後半以降の時期が想定

される。この建物は桁行２間梁行 1 間で梁行柱間隔は 2.3 ｍ (3.3 尺 )、桁行柱間隔は 3.6 ｍ (12 尺 ) で建物

中央に束柱が立つ小規模な付属屋であるが、柱穴内に礎板石を伴うという特色がある。この建物の主屋は

位置や礎板石を伴うなどの共通性から建物 SGB05 と考えられ、この建物は柱穴の直径が 0.75 ｍほどの大

型柱穴で梁間柱間隔が 1.5m(5 尺 ) の３間で桁行は南から 1.2 ｍ (4 尺 )、2.4 ｍ (8 尺 )、1.8 ｍ (6 尺 )、1.8

ｍ (6 尺 ) で居室区分の内部柱が建ち、複雑な柱間尺度を組み合わせるなどの特色がある。

事例３　韮崎市水神２丁目滝坂遺跡５号掘立柱建物 (3) は、桁行３間半、梁行２間の内部柱を伴う建物で、

この柱の底部から瀬戸大窯の擂鉢片が検出されており 16 世紀中葉段階以降の時期にあたる建物であるこ

とが分かる。

この他、近接して検出された関連遺構の出土遺物から年代が推定できる事例がある。

事例４　笛吹市一宮町西田町遺跡 4 号・５号掘立柱建物 (4) は、建物に付属する施設と考えられる３号竪穴

遺構と、竪穴遺構の壁面に石積がある１号配石遺構が発見されており、内部から 11 世紀後半から 13 世

紀後半までの青磁、白磁、緑釉、山茶碗、常滑、渥美、古瀬戸をはじめとする多量の遺物が発見されてお

り、最も新しい時代をとると 13 世紀後半段階の遺構と考えられる。４号掘立柱建物は桁行５間梁行２間

の４面廂東西棟建物と考えられ、桁間柱間隔は 2.27 ｍ (7.5 尺 )、梁間柱間隔は 2.15 ｍ (7.1 尺 ) に 1.36 ｍ

(4.5 尺 ) の廂が付く。5 号掘立柱建築は桁行５間梁行２間の 4 面廂付建物と考えられ、桁間・桁間柱間隔

は 2.27 ｍ (7.5 尺 )、1.52 ｍ (5 尺 ) の廂が付く。身舎内部の柱は調査では明瞭でないが、５号掘立柱建物

では確認できることから総柱構造であった可能性が高い。

事例５　勝沼氏館跡外郭域 F 地区 SFB10(5) は、桁行３間梁行２間で内部柱があり、南北に廂を伴う東西建

物で、建物の造成層から瀬戸大窯２期前半の灰釉内ソギ丸皿片が検出されており、これ以降の 16 世紀後
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半の遺構と考えられる。桁間柱間隔は西から 5.50m(18 尺 )、5.50m、4.58m(15 尺 ) の間隔で柱配置され、

梁間柱間隔は 2.29m(7.5 尺 ) の等間隔で、南北平側に 1.37m (4.5 尺 ) の廂が付く。

事例６　勝沼氏館跡外郭域 G 地区 SGB23(6) は桁行４間梁行２間の建物で、南東隅の柱穴脇に穿たれたピッ

トから瀬戸大窯 3 期前半の鉄釉丸皿の完形品が出土しており、16 世紀後半の遺構と考えられる。桁間柱間

隔は 1.8m(6 尺 )、梁間柱間隔は 2.3 ｍ (7.5 尺 ) の側柱構造建築である。

２　類別の方法

中世掘立柱建物の編年研究は、建物の柱配置や平面形状により分類並びに編年が行われ、全国的には平

安末から鎌倉時代に総柱建築が現れ、以後側柱建築となり、近世に近づくにつれ、居室区分柱が発達する

という傾向が捉えられている (7)。さらに、宮本長二郎は「尺は 8 世紀から 13 世紀のあいだ一様に伸びていき、

近世に到って現尺にほぼ固定するという変化を経ている。」(8) とし、柱間間隔でみると平安時代から次第に

広くなり 13 世紀から 14 世紀に最大となり、その後現在の６尺に近い値に集約されるという変化があるこ

とが明らかにされている。

本稿では、考古学では方眼地割、建築では基準格子 (9) と呼び、方眼上で柱配置を設計し、実際の施工状況は、

14 世紀初頭の『春日権現験記絵』第 1 巻第 3 段竹林殿建設の図に描かれているように、整地造成面に水

平方眼の水糸を張り礎石を据え付けている技法の存在に着目し、建物の設計の基準となった方眼を桁間・

梁間の柱間隔から復元し、この方眼の升目に対してどのように柱配置を行っているかを分類の基準とした。

なお、地割方眼による設計法は「東大寺講堂院図」や平城京官衙地域の 10 尺（小尺）方眼地割りの検討から、

奈良時代の中央ではその技法が存在していることが指摘され (10)、さらに近年、奈良・平安時代の関東地方

の集落遺跡の掘立柱建築から建築単位という方眼が見出せることが明らかになってきており (11)、方眼を用

いた設計施工技術は、奈良・平安時代には中央から地方集落まで波及していた技術と判断され、中世建築

の分析には必要不可欠な視点であると考えられる。ただし、中世前半期の建物では、桁行と梁行で異なる

方眼を用いていたとしか考えられない建物もあり、正方眼が用いられていたかどうかはさらに検討の余地

がある。

　なお、本稿では建物の四辺から内部まで、方眼の枡目の交点に柱が建つ建物を総柱建築、建物の身舎内

部に柱が無く、四辺のみに柱が建つ建物を側柱建築、建物の桁行のみ柱が建つ建物で宮本長二郎が梁間一

間形とした建物を桁側柱建物と呼び、方眼の２枡目、３枡目と離れた位置に柱を建て、その間を長尺の桁

材や梁材で連結したと考えられる場合には、2 目飛ばし、３目飛ばしと呼ぶこととする。また、柱穴の直

径が 25cm 前後を小型、50cm 前後を中型、75cm 前後以上を大型柱穴と呼び、柱穴の底部に据えられた平

石を礎板石と呼ぶこととする。

３　中世掘立柱建築の類別と変遷

　山梨県における中世掘立柱建築は、北杜市深山田遺跡において 1 ～７類に分類された (12)。ただし、深山

田遺跡は 12 世紀から 18 世紀までの遺物を伴う寺院関連遺構であり、さらに階段状に造成されたテラス面

上に掘立柱建築を造り続けたため、検出された柱穴量が多く、調査段階で単一の建物とし把握することが

困難であったことから、図上で建物の抽出、分類を行った遺跡であり、この分類を基準としながらも改め

て単独遺構として確認された他遺跡の建築遺構と比較しながら整理してみたい。

１類　編年資料の事例１の上北田３遺跡１号掘立柱建物に重複する２号掘立柱建物で、北杜市武川町新居

道上遺跡１・２・３号掘立柱建物が標識的遺構である (13)。柱穴は小型で、梁間柱間が 5.5 尺～ 6 尺で桁間

柱間隔がその 1.5 倍から２倍で、桁行柱列には梁行方向に必ず柱が建つことから、基本的には総柱建物に

分類されるが、新居道上遺跡の４号・6 号掘立柱建築をみると、この構造の建物の一部の桁間柱間隔と梁

間柱間隔が次第に同じとなり総柱建築化していく状況が窺え、いわゆる桁間と梁間柱間隔が同じ総柱建築

の前駆的建物と考えられる。1 類建築は全国的にはまだ類例が見出されていないが、山梨県では 11 世紀か
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ら 12 世紀に竪穴住居から掘立柱建築に移行したと考えられ、規模的には 10 世紀ごろの竪穴住居の２倍以

上の規模を有していることから、住居外柱穴を伴う竪穴住居とそれに付随した平地ないし掘立柱建物が一

棟化することにより生まれた可能性が考えられ、年代確定資料は無いが、13 世紀前半以前、12 世紀まで

遡る可能性のある建築と考えられる。なお、上屋構造はすべての柱穴が小さく、均一であることから、そ

れぞれが直接棟木や垂木などの屋根裏の構造材を支えていたのではないかと考えられる。

２類　桁間と梁間の柱間間隔がほぼ等しい、いわゆる総柱建築。上北田３遺跡１号掘立柱建物や北杜市明

野町深山田遺跡 D － 10、D‐６号建物などが標識的遺構である。中世鎌倉を代表する建築様式の一つであり、

山梨県では事例１の上北田３遺跡 1 号掘立柱建築により 13 世紀中葉の建築であることが分かる。第 2 類

建築は、第 1 類建築の存在を考慮すると第 1 類建築の桁間方向の柱間間隔が次第に梁間間隔と等しくなる

ことによって完成された建築と考えられる。さらに、桁間・梁間間隔ともに 6 尺を超える値を取ることか

ら、建物の内部空間を拡大する方法として、次第に柱間間隔を広げるという技法が用いられたと考えられ

る。第 2 類建築は基本的に方形に近い形状であるが、ある段階で建物の中心部分を桁行方向で利用するよ

うな変化が起こり、これに伴い、利用の少ない桁行方向の梁間が廂状に狭くなる現象が生じ、ついで、両

妻側の１間が狭くなり、第 3 類建築へ移行していったと考えられる。なお、建物の一部を狭くする場合には、

桁間・梁間柱間隔の 5 ／ 6、4 ／ 6、3 ／ 6 などの値が採用されており、南アルプス市甲西町大師東丹保遺

跡Ⅲ区掘立柱建物 (14) がこの変化を示す標識的遺構と考えられる。

３類　梁間２間の横長の身舎の四辺に廂が付く建物で、古代の 4 面廂建物に形状が似るが、基本的に総柱

構造で柱穴径は小型であることから区別される。北杜市武川町宮間田遺跡 45 号掘立柱建物が標識的遺構
(15) で、年代的には事例４の笛吹市一宮町西田町遺跡 4 号・５号掘立柱建物から 13 世紀後半段階が考えら

れる。この時期の身舎桁間柱間隔は大師東丹保掘立柱建物が 6.75 尺 (2.04m) ～ 7.00 尺 (2.12m)、宮間田

遺跡 45 号掘立柱建物が 7.00 尺 (2.12m)、北杜市大泉町城下遺跡６号掘立柱建物 (16) が 8.00 尺 (2.42m) と

中世建築の中で、最大の柱間間隔を取る時期に当たり、内部空間拡大の方法が柱間間隔を広げるという第

２類建築の延長線上にある建築と判断される。第 3 類建築は、第２類建築から建物内部空間の利用方法が

桁方向を重視することにより確立された建築と考えられ、鎌倉では後期建築にみられる様式で、その背景

には武家社会における序列着座の習慣が、大きく建物構造を変化させたのではないかと推察される。

４類　３類建築の身舎内部柱が消え側柱化した建物で、笛吹市一宮町笠木地蔵掘立柱建物 (17) が標識的遺構

で、４類化の初期の事例が城下遺跡の４号掘立柱建物で、身舎の棟持柱から両側１間目を残し中央部の柱

から消失が始まり、次第に身舎内部柱がすべて消失し、最終的には棟持ち柱も無くなり、内部空間の変化

に対応し、廂も両妻側から平側の順で消失し、第５類建築へと移行していったと考えられる。年代確定遺

構はまだ見出されていないが、13 世紀～ 15 世紀前半までの陶磁器類が周辺から検出されている北杜市須

玉町中尾城遺跡で見出された掘立柱建物群 (18) はこの類が主体を成していることから、14 世紀代の一類型

を成す建築ではないかと考えられる。桁間柱間隔は身舎内部柱の内、中央部のみが欠失した城下遺跡４号

掘立柱建物では 7.25 尺（2.20m）、内部柱がすべて欠失した中尾城遺跡７号掘立柱建築では 6.25 尺（1.89m）

と、内部柱の消失に対応し桁間柱間隔は急激に小さくなり６尺に近付く値を示すようになり、柱穴も中型

規模と大きくなる。このことから、第４類建築では、内部空間を広く利用する方法として柱間間隔を広げ

る技法に変わり、叉首組など小屋組み構造を変化させ、身舎内部柱を減らす工法が採用され、これに伴い、

小屋組みを支える柱が太くなり、小屋組みが強固になるに従い屋根材の一部を支える廂がその機能を失い、

第５類建築へ移行していったのではないかと考えられる。

５類　第４類建築から廂が完全に消失した形状をもつ建物で、梁間は２目飛ばし、桁行方向は１目ごとに

柱が建つ桁側柱構造の建物。深山田遺跡 D －２、D －５掘立柱建築などの例があるが類例は少なく、年代

確定遺構はまだ見出されていない。この類以降山梨県では基準となる方眼の枡目は６尺に近い値を取るよ

うになる。年代的には 14 世紀代が予測されるが、調査事例の増加に期待したい。なお、類別上では第４

類建築に含めても良いかもしれないが、深山田遺跡では、第４類建築に対し、第５類建築以降は 90 度建
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物の方位が変わる現象が把握されていることから別類型とした。

６類　梁間が２目飛ばし構造で、桁間も２目飛ばし構造を取る桁側柱建物。甲州市勝沼町勝沼氏館跡外郭

G 地区第 1 期の SGB40、SGB41 が標識的遺構。年代確定遺構は見出されていないが、勝沼氏館跡では遺物

などの構成から第１期の年代は 15 世紀代と推定される。柱穴は中型規模であり、目飛ばしの高架方法から

第５類より軸組みの上で伊藤鄭爾 (19) が「一間以上の柱間がでてくるということは、構造技術の発展と柱間

装置の変化と関係がある。」とする技術的進歩があったと考えられ、さらに伊藤は 15 世紀の「義政邸にも

一間以上の柱間がみられる」としており、礎石建築と同一視できないが、連動している可能性が考えられる。

７類　梁間が３目飛ばしで、大型建築では桁間も最大 3 目飛ばしになる場合もある桁側柱構造建物。この

類は柱穴径が大型化するのが特色の一つで、一見建築方眼を見出しにくいが６尺強の方眼を重ねると柱配

置の計画性を見出すことができる。北杜市大泉町金生遺跡 1 号掘立柱建物 (20) や、北杜市明野町深山田遺跡

A －１号掘立柱建物が標識的遺構。柱穴が大型化し、勝沼氏館跡外郭域 G 地区第２A 期の SGB08 では方眼

４目を 3 分割し柱位置を決定しており、柱穴と柱穴の間に建具等を取り付ける小柱穴を配置するなど、変

化に富んだ柱配置も見られる。勝沼氏館跡第２A 期遺構群は瀬戸大窯１期の灰釉端反皿を伴うことから 16

世紀前葉の時期が想定されており、この時期の建築と考えられる。なお、金生遺跡 1 号掘立柱建物は、同

規模で造り替えが行われており、造り替え後の建物柱穴内には礎板石が用いられている。

　以上が深山田遺跡で分類された建築群であり、勝沼氏館跡ではこの後の建築として以下の類型が見出さ

れている。

８類　梁間が６尺３間未満、15 尺以下となり、両妻部分の梁行を 2 分した棟持柱の位置に柱が建ち、再び

４辺に柱が建つ側柱構造の建築となる。梁間柱間隔は７尺から 7.5 尺間隔となり、梁行のみでは６尺強の

方眼を用いているとは思えないが、桁行方向の柱位置をみると６尺強の方眼により設計されていることが

分かる。甲府市武田氏館跡第 33 次郭外域 I 地区掘立柱建物 (21) は梁間９尺２間で 7 類と 8 類の中間的位置

づけを有す建物と考えられ、勝沼氏館跡 G 地区 SGB06 や SGB09 などが標識的遺構で、年代は事例６など

から 16 世紀中葉段階と考えられる。なお、第 7 類建築と第 8 類建築を比較すると、本類が古いと考える

のが自然に思われるが、勝沼氏館跡外郭域郭外家臣屋敷の建物群を水路改修との関係から分析した結果、7

類建築が第 2A 期、８類建築が第 2B 期と第 3A 期にまたがってあることが分かり、7 類から 8 類へと移行

していったことが把握された。一旦梁行３目飛ばしまで発達した高架技術が、棟持ち柱を持つ梁行 15 尺以

下に変化することは技術的な進歩からは考え難い現象であること、同時期の勝沼氏館跡内郭部の第２A 期

礎石建築は梁行が３間で第２B 期の礎石建物 SB02 も梁行３間であるのに対し、郭外家臣の掘立柱建築は３

間から 15 尺以下となることも不自然である。今後の資料増加を待ちたいが、甲斐武田氏の領国内で起こ

った特異な現象である可能性が考えられる。

9 類　梁間が 15 尺以下で梁間２間と３間のものがあり、居室区分と梁を支える内部柱が建つ建物で、桁

行方向の柱間隔が６尺を基本としながらも居室区分に応じ狭広を使い分けており、大型建築には廂が付く

ものが現れる。柱穴の深さや大きさも使用箇所により、大型、中型、小型の使い分けが行われるなどの

特色が見られる。大規模建築では勝沼氏館跡外郭 F 地区 SFB10 年代、中規模では勝沼氏館跡外郭 G 地区

SGB05、SGB01、北杜市須玉町塩川遺跡１号掘立柱建物（22）、小規模建築では滝坂遺跡の建物群などが標識

的遺構で、年代は事例３や事例５などから 16 世紀後葉段階と考えられる。９類建築は、８類建築から始ま

った梁行 15 尺以下の規制を受け継いでいるが、規模により変化に富んだ遺構が発見されており、大規建

築では桁行の両側に後の下屋に発達する廂が付くものが現れる。両妻部分の棟持柱の位置および内部区分

柱は、小規模建築では桁列の柱と大きさ深さの区別はないが、勝沼氏館跡外郭域 F 地区 SFB10 では桁列の

柱穴より小さくまた浅い造りとなっていることから、梁材を中央で支える柱で、棟木を直接支える柱構造

ではないと考えられる。居室区分は梁間が 2 間 (7.5 尺×２) の建物では、桁行方向に直線的に並ぶことに

なり、梁間３間 (5 尺× 3) の建物では並列構造がみられるようになる。なお、廂が付く勝沼氏外郭域 F 地

区 SFB10 の場合、廂の柱列には建具を取り付けたと考えられる中間柱があるが、身舎の桁側柱列には無い
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ことから、廂を含め居室空間として利用していた可能性が考えられる。勝沼氏館跡では、この時期まで南

北棟であった建物の方位がＳＦＢ１０から東西棟へと変わる〔図１３〕。

４　山梨県の近世民家との関係

　甲府盆地の民家建築は茅葺切妻構造という独特の形態を取る。『山梨県の民家』(23) によれば、現存する

この構造の民家建築で最も古いのは、山梨市東の上野家住宅で、17 世紀前半までさかのぼる可能性が指摘

されている。上野家建築は礎石建築であり、居室が床張りであることなど、中世掘立柱建築と大きな違い

があるが、改修痕跡から復元された当初遺構図を比較すると、中世末期の９類建築との間に、以下のよう

な共通性も見出すことができる。

　１）身舎は梁間 2 間（7.5 尺）で両妻部分の中央（棟持ち柱位置）に柱が建つこと。

　２）桁間３間（18 尺）3 目飛ばしの長尺桁を用いること。

　３）身舎平側に廂が取り付き、廂も含め居室区分が行われていること。

また、いわゆる田の字形の４間取り居室区分は、９類建築の廂が拡大するに従い身舎中央棟通りで居室

空間を 2 分して利用するようになって生まれた間取りと考えることができる。なお、掘立柱建築遺構から

では類推が難しいが、平面構成の類似性から、上野家を含め、山梨県の江戸初期の礎石建ち民家に見られる、

身舎側柱上部を 2 重の梁で連結し、軸組を固めるいわゆる「四建」構造は、建物の構造材が勝沼氏館跡外

郭域 F 地区 SFB10 のように棟筋通りの内部柱ではなく、側柱を基本として組み上げられている点を継承し

たものではないかと考えられる。また近世民家建築に見受けられるいわゆる大黒柱は、中世掘立柱建築で

は見られないが、韮崎市滝坂遺跡５号掘立柱建物の内部柱の柱穴内に擂鉢片を入れるなどの行為は、後の

大黒柱に対する信仰的意味合いの萌芽としても受け止められる。

　関口欣也は山梨県の民家調査の成果をまとめた『山梨県の民家』で、「江戸初期の最上層民家の源流は、

戦国期の貫高の少ない地侍層にある」ことを指摘している。ただ、今回の検討から、建物の大小を問わず、

近世民家建築は中世 9 類の掘立柱建築の流れを受け継いで成立したとしても良いと考えられる。さらに、

山梨県甲府盆地特有の茅葺切妻民家の特色を形成する要因は、長尺桁を用いる点は、15 世紀の 6 類から

16 世紀前葉の 7 類建築にあり、棟持ち柱構造は 16 世紀中葉の 8 類建築に、下屋造り構造の田の字形 4 間

取りは 16 世紀後葉の９類建築にその源流があると言え、特に切妻構造に着目するなら、建築制度的課題

が想定される 8 類建築の登場が最も大きな影響を与えたと考えられる。

５　山梨県の中世礎石建築　

山梨県内では、15 世紀代の勝沼氏館跡内郭部第 1 期遺構から礎石住宅建築が発見されており、これ以前

に遡るものとして、現在調査中の山梨市連方屋敷において 13 ～ 14 世紀代の遺物と共に礎石が検出されて

いることから、この年代までさかのぼる可能性は十分あると考えられる。16 世紀代では、勝沼氏館跡内郭

部 SB02 などがあり、身舎は梁行３間で南辺に広縁が付く構造などが、弘治 3 年（1556）に造り替えられ

た山梨市窪八幡神社拝殿の中央間から南側５間の状況と類似している (24)。中央市布施小井川遺跡３次調査

区２号礎石建物 (25) は、桁行９間梁行６間の大規模建築で、礎石に転用されていた天文十年銘地輪により天

文 10 年 (1541) 以降、16 世紀後半の建物であり、これ以前の出土遺物から寺院として受け継がれた場所

であることが明確で、建物も方丈と考えられている。なお方丈建築は、客殿建築であり同時代の武家住宅

の接客建築を考える上で参考となると考えられる。また、勝沼氏館跡内郭部第 3 期礎石建物遺構では SB17

など建物の周囲に半間縁が取り付く事例が見出されている。これとよく似た建築が、現在調査中の韮崎市

隠岐殿遺跡から、一群の屋敷建築の主屋として確認されており、この建物の副屋も礎石建築であるが、付

属屋は掘立柱建築であり、天文 9 年から 10 年 (1582) の限られた時期の遺構である可能性が高く、その全

貌が把握されることを期待したい。
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まとめ

以上、山梨県の 13 世紀から 16 世紀後葉までの中世掘立柱を 9 類に分け、その変化の方向性と年代を

検討してみた。その変遷過程は全国的な編年と矛盾するものではないが、山梨県内では、中世段階で 2 度、

建築方位が 90 度変化する現象を捉えることができた。第 1 回目は深山田遺跡で確認されたもので第 4 類

と第 5 類の間で起こり、第 2 回目は勝沼氏館跡の 9 類建築に始まり、近世民家との間で起こったもので、

この建築方位の変化は、建築構造だけではなく、建物の出入り口とその敷地への入り方が定式化したこと

や、建物内部への採光を考慮した可能性が考えられるが、まだ、その変化の要因は特定されていないもの

の、中世建築を捉える上で注意すべき視点の一つといえる。本稿では、山梨県内で見出されているさまざ

まな中世建築を取り上げたが、北杜市深山田遺跡が寺院塔頭、中央市小井川遺跡が寺院方丈である以外は、

集落に伴う建物ないし武家住宅である。武家住宅を建物からのみ判断するのは難しいが、堀が矩形に廻り、

２類と３類建築を中心建物とするいわゆる方形居館と判断される遺構が、南アルプス市百々遺跡 (26) から見

出されている。このため、これ以降については、堀や土塁で区画された内部に建つ中心建物、およびこれ

らの施設に隣接して一定の区画内に配置されて建つ中心建物については武家住宅である可能性が高いと判

断することが可能ではないかと考えられる。
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図１３　掘立柱建物変遷模式図
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写真図版 1

勝沼氏館跡の立地環境（西から）
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写真図版 2

（１） （２）

（３） （４）

（５） （６）

（７） （８）

図　１
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写真図版 3

(a)

(b)
図　２
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写真図版 4

(a) ＳＥＭ画像

(b)Au (d)Cu

(C)Ag

図　３
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写真図版 5

(a) ＳＥＭ画像

(b)Au (d)Cu

(C)Ag (e)Bi

図　４
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写真図版 6

(a) (b)

(c) (d)

図　５
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写真図版 7

内郭Ａ区・Ｂ区航空写真（右側が北）

内郭Ａ区北東域航空写真（上側が北）
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写真図版 8

内郭Ａ区中心建物群（南東より）

内郭Ａ区・Ｂ区遺構群（東より）
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写真図版 9

内郭Ａ区・Ｂ区全景その１

内郭Ａ区・Ｂ区全景その２
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写真図版 10

内郭Ａ区中心建物域（北側より）

内郭Ａ区北半域（東側より）
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写真図版 11

内郭東辺土塁 SA01

内郭北辺土塁 SA02・
土塁脇側溝 SD10

内郭幹線水路 SD01
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写真図版 12

内郭幹線水路 SD04・SD05

Ａ区水溜 SP01
上部水路 SD07

礎石建物 SB08
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写真図版 13

1　D 区水路 SD22

3　D 区水路 SD22
2　Ｄ区水路ＳＤ 22・SD28

4　Ｄ区水路 SD27
5　Ｂ区井戸 SE01

1

2

3

4 5



―188―

写真図版 14

Ｂ区石組施設 SP04

Ａ区水溜 SP02

Ａ区水溜 SP01
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写真図版 15

Ｄ区水溜 SP05 南壁

Ｄ区水溜 SP05 東西部分全景

Ａ区建物 SB01（南側より）

焼土 SS02 周辺遺物出土状況

Ａ区建物 SB02（南側より）
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写真図版 16

Ａ区建物 SB03（南側より）

Ｂ区建物 SB10・SB14
（西側より）

Ｂ区建物 SB12（北側より）
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写真図版 17

Ｂ区建物 SB12（東側より）

Ａ区建物 SB15（南側より）

Ｄ区建物 SB09・16
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写真図版 18

Ｄ区建物 SB17・SB20
（北側より）

Ｄ区建物 SB19（西側より）

Ｄ区建物 SB20（北側より）
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写真図版 19

Ｄ区建物 SB20（南側より） D 区塀 SB21

Ａ区石組遺構 SX01 Ａ区石組遺構 SX02

Ａ区石組遺構 SX03 Ａ区石組遺構 SX12
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写真図版 20

Ｂ区中間土塁 SX17 石積

Ｂ区中間土塁 SX17 南半部
（東側より）

Ｂ区水路 SD16・暗渠 SX18
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写真図版 21

Ｂ区中間土塁 SX17 南端通路

Ｂ区導水路 SX19

Ｂ区石組 SX27
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写真図版 22

Ｂ区建物 SB14・石列 SX35

Ｂ区土塁脇側溝 SD12 内
堰堤石組 SX37

内郭北西門 SX45 東側石積
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写真図版 23

内郭北西門 SX45 通路部

内郭北西門 SX45 西側石積

内郭北西門 SX45 西側石積
検出状況
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写真図版 24

Ｄ区石積 SX67

Ｂ区集石遺構 SZ09

Ａ区建物 SB22 付属
敷石 SZ12
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写真図版 25

Ａ区敷石 SZ12

Ｄ区通路敷石 SZ15

Ｄ区建物 SB20 内炉遺構
SS06・07

及び水路 SD18
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写真図版 26

Ｂ区庭石組 SG01

Ｃ区南半域水路水溜遺構
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写真図版 27

Ｃ区敷石遺構 SCZ01

Ｃ区水路 SCD01

Ｃ区水路 SCD02
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土師質皿

A 類 B 類 C 類

D 類

写真図版 28

規格４種　その１

規格４種　その２

内湾Ａ類 内湾Ｂ類
三足内湾

耳皿
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写真図版 29土師質土器詳細

墨書

胎土中に別個体を含む
底部スノコ圧痕

線刻紋

油煙・スス付着状況
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瓦質鍋 写真図版 30

瓦質火鉢

瓦質擂鉢

鍋Ａ類

鍋Ａ類

鍋Ｂ１類

鍋Ｃ１類 鍋Ｃ２類

火鉢Ａ類 火鉢Ｃ類

擂鉢Ｂ類

擂鉢Ｂ類
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写真図版 31瓦質擂鉢

擂鉢Ｃ類

擂鉢底部国産陶器

常滑

古瀬戸

古瀬戸・盤類

瀬戸大窯・灰釉端反皿１
瀬戸大窯・灰釉端反皿２

瀬戸大窯・灰釉端反皿３

壷形
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国産陶器

瀬戸大窯・灰釉丸皿

瀬戸大窯・灰釉端反皿５
瀬戸大窯・灰釉端反皿４

瀬戸大窯・灰釉丸碗　ソギ皿

瀬戸大窯・擂鉢

カタバミ 菊花皿１ 菊花皿２

印花

写真図版 32
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舶載陶磁器 写真図版 33

白磁

青磁染付
土製品

土製円板

土鈴

鉄製品

鉄鏃

火箸毛抜き

刀子

取手
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写真図版 34鉄製品

鉄壷

角釘

鋤先

金槌

吊金具

銅・金銅製品金属加工関係品

羽口

鉄滓

溶融物付着土器金付着土器
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石製品

写真図版 35

その他
硯

茶臼

砥石

漆塗膜

瓦質鍋Ａ類

磁器

土製碁石

Ｃ区遺物

金付着土器
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写真図版 36

開元通宝 開元通宝 開元通宝 開元通宝 開元通宝 開元通宝

咸平通宝 景徳元宝 祥符元宝祥符元宝

皇宋通宝 皇宋通宝 皇宋通宝 嘉祐通宝 熈寧元宝 熈寧元宝

熈寧元宝 熈寧元宝 熈寧元宝 熈寧元宝

天禧通宝元重宝卓乚

元豊通宝 元豊通宝

元豊通宝 元祐通宝 元祐通宝 元祐通宝 元祐通宝 元祐通宝

元祐通宝 紹聖元宝 紹聖元宝 洪武通宝 洪□通□ 洪武通宝

洪武通宝 永楽通宝 永楽通宝 永楽通宝 永楽通宝 永楽通宝

至大□宝 □□元宝 □元通□ □□□宝
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